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肝属川清流ルネッサンスⅡ地域協議会 
 

設 立 趣 旨 
 
 

1. 肝属川の上流域は、流域最大の都市である鹿屋市が位置し、流域の約８割の人口が

集中して商工都市として市街化が進んでいる。また、下流部を含めて日本有数の農業、

畜産地域である。 

肝属川は昭和４８年１２月に環境基準の類型指定を受け、鹿屋市の河原田橋上流域

はＣ類型（ＢＯＤ：５mg/l）となっている。 

昭和４０年代からの高度成長期に合わせて農業、畜産業等の地域産業も拡大され、

水質は悪化する一方であったが、その後一般排水基準の適用が見直され、廃水処理等

の改善が進み、近年では環境基準を満足するまでに改善されている。 

しかしながら、特に肝属川上流の水質（ＢＯＤ）は悪く、近年でも肝属川水系全体

で平成１０、１１、１４年に九州でワースト１位という不名誉な結果を記録しており、

河川水の悪臭問題の発生など、河川環境や親水性の面から水質改善が急がれている。 

肝属川水系の水利用は、農業用水、工業用水に利用されており、上水道については、

地下水が豊富なため、鹿屋市をはじめ流域の大部分が地下水を水道水源として活用し

ている。 

しかし、近年、地下水の硝酸性窒素汚染が懸念され始めており、水源としていた井

戸の変更や水質処理などの対策を行っている。更に地下水中の高濃度の硝酸性窒素の

一部は、時間を経て表流水や湧水となって河川へ流入し河川水の窒素濃度に影響して

いるものと考えられる。 

 

2. これらの問題に対処するため、これまで関係機関により様々な対策に取り組まれて

きたが、更なる水環境改善が急務となっており、河川管理者をはじめ関係者が一体と

なって、水環境の改善に向けた施設整備、広報、教育、市民活動の支援、制度などの

施策を策定し、総合的、効率的かつ緊急的に進めることが重要である。 

 

3. そこで本地域協議会は、水環境の改善を図るための制度である「第二期水環境改善

緊急行動計画（清流ルネッサンスⅡ）」の対象河川として肝属川水系が選定されたこ

とを受け、鹿屋市域を対象にして、水質・水量の面で水環境改善の総合的な推進に寄

与するために、国・県・市の各行政機関や流域住民等が一体となって実施すべき水環

境改善緊急行動計画を策定するものである。 
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肝属川清流ルネッサンスⅡ地域協議会 規約 
 
 
第１条 目的 

肝属川清流ルネッサンスⅡ地域協議会（以下「協議会」という）は、肝属川上流域の

鹿屋市域を対象に水質・水量の面で水環境改善の総合的な推進に寄与することを目的

とし水環境改善緊急行動計画（以下「行動計画」という）を策定するものである。 
 
第２条 協議会 

協議会は、別表－１に掲げる学識経験者、関係団体及び関係行政機関の代表を委員と

して構成する。 
２ 協議会に会長をおくこととし、会長は委員から選出するものとする。 
３ 会長は、協議会の会務を総括し、協議会の進行と運営にあたる。 
４ 協議会は、会長が必要と認めたときに開催する。 
５ 協議会の運営を円滑に行うため、下部組織として作業部会を置く。 
６ 会長は、必要があるときは委員以外の者の出席を求めることができる。 
 

第３条 協議事項 
協議会は第１条の目的を達成させるため、次の事項を協議するものとする。 
一 水質改善のための水質目標 
二 水質改善対策手法 
三 水質汚濁負荷発生源毎の負荷削減目標 
四 各機関の役割分担 
五 その他行動計画に関すること等の必要事項 

 
第４条 作業部会 

作業部会は、別表－２に掲げる関係行政機関で構成する。 
２ 作業部会は、協議会の運営を円滑に行うため、第３条の協議事項に関する事前
調整等を行う。 

３ 作業部会は、必要に応じて開催する。 
 
第５条 事務局 

協議会の事務局は、国土交通省大隅河川国道事務所及び鹿屋市とし、事務処理は国土

交通省大隅河川国道事務所が行う。 
 
第６条 規約の改正 

本規約の改正は、協議会の決議を経なければならない。 
 
第７条 その他 

本規約に定めるもののほか、協議会の運営に関する必要な事項は、協議会に諮って定

める。 
 
附 則 本規約は、平成１６年２月１０日より施行する。 
 

資料－２

平成２３年９月３０日より施行する。
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 1 

１．清流ルネッサンスⅡについて                                               

1.1 社会的背景 

戦後の経済成長期に顕著となった大気汚染、水質汚染等の対策として昭和４２年に「公害対策基本法」、水質に関しては昭和45年に「水質汚濁防止法」が策定された。また、平成５年には、複雑化・地球規模化する環境

問題に対応するため、日本の環境施策の根幹を定める「環境基本法」が定められた。 

これらの諸法に基づく関係者の努力により、公共用水域の水質は改善されたが、一方で依然としてまだまだ汚濁が著しい河川・湖沼等が見られるため、平成５年に地元市町村等と河川管理者、下水道管理者及び関係機関

が一体となって、協議会を組織し、各関係者が合意の上で水質改善目標を定め、水環境改善事業を総合的、緊急的かつ重点的に実施することを目的とした、アクション・プログラムである「水環境改善緊急行動計画（清流

ルネッサンス２１）」が創設された。 

 
1.2 清流ルネッサンスⅡとは 

上記の清流ルネッサンス 21 に引き続き、平成 13 年から新たに水量の改善を目的に加えた「第二期水環境改善緊急行動計画（清流ルネッサンスⅡ）」が創設され（図-1.1.1）、清流ルネッサンス 21 で目標を達成できなかった河川

を含めて全国３４ヶ所が選定されている。肝属川は全国の河川・湖沼等の中から、水質改善に取り組むべき河川として新たに追加された１２箇所のうちの 1河川となる（図-1.1.2）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-1.1.1 清流ルネッサンスⅡとは 

水
環
境
改
善
緊
急
行
動
計
画 

地
域
協
議
会 

河川管理者 
下水道事業者 
市町村 
関係機関 

清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
21 

河川事業 

●水質汚濁防止法による排水規制 

●水路などの水質浄化事業 

●合併処理浄化槽の設置 

●農業集落排水事業 

●畜産排水対策 

●生活排水対策 

●美化清掃活動 

●その他 

下水道事業 

市町村や 
地域住民などの
取り組み 

●河川浄化事業 
●流水保全水路事業 

●ダム事業による正常流量の確保 
●ダム貯水池水質保全事業 

●その他 

●流域下水道事業 

●公共下水道事業 

●特定環境保全公共下水道事業 

●都市下水道雑排水対策モデル事業 

●その他 

Ⅱ 

図-1.1.2 清流ルネッサンスⅡ計画対象河川 

凡 例 

清流ルネッサンス 21 からの対象河川(22 ヶ所) 

清流ルネッサンスⅡからの対象河川(12 ヶ所) 
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 2．肝属川水環境改善緊急行動計画の概要（1）                                        

 
2.1 計画対象区域 

 計画対象区域は、肝属川上流の河原田橋より上流で、鹿屋市域に属しています。対象区域本川の河原田橋から上

流は環境基準がＢ類型（平成 20 年度にＣ類型をＢ類型に変更）に指定されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.2 計画目標年度 
 肝属川清流ルネッサンスⅡ行動計画では、西暦 2000 年度（平成 12 年度）を現状基準年、西暦 2015 年度（平成

27 年度）を目標年度とします。 

 
 
 
 
2.3 当該河川において緊急的に改善を目指す目標水環境 

2.3.1 目標とする水環境像 

 流域住民，関係する行政機関，民間機関等が肝属川の水環境に対して共通の認識を持ち、今後改善を図っていく

ためのキャッチフレーズを下記のとおり掲げます。 

 

 

 

 上記キャッチフレーズは、流域住民への公募で提案頂いたフレーズ（388 件）を参考にして、最終的に地域協議

会で決定しました。 
 

2.3.2 目標水質 

 子供たちが安心して楽しく遊べ、河川により親しみやすい環境を作るため、下記を河川水質の目標とします。 

項 目 内 容 評価基準地点 

ＢＯＤ 75%値で環境基準Ｂ類型(3.0mg/L 以下)を満足する。

河原田橋 全窒素 年平均値で 5.0mg/L 以下を満足する。 

糞便性大腸菌群数 糞便性大腸菌群数の低減を図る。 

 
2.3.3 目標流量 

 河川本来の適正な流量の維持を図るために、下記を河川流量の目標とします。 
項 目 内 容 評価基準地点 

流 量 健全な水循環機構を保全するため、現状の河川流量を維持する。 朝日橋 

 
2.3.4 その他目標水環境 

 上記の目標水質，目標流量のほかに、住民が改善効果を評価することのできる下記の目標水環境を掲げます。 

項 目 内 容 評価対象区間等 

臭 い 腐敗臭、異臭発生の低減を図る。 

管理区間全域 

色 水の透明感を確保する。 

景 観 
不快なゴミ等がなく、安らぎと潤いを感じる河川景

観を維持する。 

親 水 
子供たちが安心して水際に近づけ、川に親しめる河

川空間の創出に努める。 

生物生息環境 多様な動植物の生息・生育環境を確保する。 

       ※管理区間とは、国・県・市が管理している区間を指す。 
図-3.1.1 計画対象区域の概要 

中間評価年 ： 平成２２年度 
最終評価年 ： 平成２７年度 

肝属川のキャッチフレーズ  清き流れの肝属川を 守り育てて子や孫に 

行動計画策定当時は

Ｃ類型であったが、

平成20年度からＢ類

型に変更 

河原田橋(水質観測所) 

肝属川上流鹿屋市域 
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 2．肝属川水環境改善緊急行動計画の概要（2）                                        

2.4 施策内容と役割分担 

        表-2.4.1 目標達成のための施策内容、役割分担（計画策定時（H17.3）の計画） 

施策内容 

役割分担 
●：実施主体、○：主な支援・協力者 

流域住民 行政機関 民間機関  

備考 
住
民 

住
民
団
体 

鹿
屋
市 

鹿
児
島
県 

国
土
交
通
省 

JA

地
域
事
業
場 

汚濁負荷削

減策 

生活排水
対策 

下水道整
備 

平成 27 年までに、人口 31,500 人分の処理を目

指します。 
●   ● ●    

県の補助のもと市が主体

となって整備を推進。整

備完了区域で住民が下

水道に接続。 

合併浄化
槽の普及、
維持管理 

平成 27 年までに、人口 8,100 人分の合併浄化

槽の普及を目指します。また、浄化槽を設置し

ている住民に対して、維持管理の徹底を促進し

ていきます。 

●   ○ ○    
市の補助制度を利用し、

住民が浄化槽を設置。 

家庭雑排
水による負
荷の削減 

下水道および合併浄化槽が普及しない対象流

域の住民に対して、台所等からの雑排水による

汚濁負荷の削減策の実施を促進していきます。 
● ○ ○ ○ ○   

流域住民，住民団体が

主体となって実施。国，

県，市はソフト面で支援。

事業場排
水対策 

排水基準
の遵守 

事業場からの排水水質の改善のため、定期的に

検査、指導を実施します。 
    ○ ○  ● ● 

事業者が主体となって排

水基準遵守を徹底。県，

市は監視。 

施肥対策 
環境保全
型農業の
推進 

有機質肥料・肥効調節型肥料の利用や適正施肥

の遵守を促進していきます。 
●   ● ○  ○  

農業者が主体となって適

正施肥等を実施。県，市

は指導，監視。 

家畜排せ
つ物対策 

環境保全
型畜産の
推進 

平成 21 年までに、豚(89,500 頭分)、牛(8,300

頭分)の排せつ物の処理を目指すとともに、環

境保全型畜産を推進していきます。 
●   ● ○  ○ ● 

畜産業者が主体となって

家畜排せつ物を適正処

理。県，市は指導，監

視。 

河川におけ

る施策 

水辺空間の整備 

現在、肝属川本川の鹿屋橋から山中橋の市街地

部において水辺プラザの整備が進められてい

ます。支川下谷川や市街部の下流（鹿屋橋～下

谷川合流点）においても、必要に応じて水質浄

化及び親水機能を確保するための河川整備を

検討していく予定です。 

      ● ●   

国，県が主体。 

排水路等での簡易な水
質浄化 

排水路の直接浄化と流域住民の水環境改善に

関する啓発を目的として、水質汚濁の顕著な排

水路等での水質浄化を検討し、必要に応じて対

策を講じます。 

    ●  ○   
市が主体。 

水質浄化施設による浄
化     ● ● ●   

必要に応じて実施。 

国，県，市が主体。 

水循環改善

策 

雨水浸透施設の整備推
進 

健全な水環境を悪化させないため、雨水浸透・

地下水かん養及び雨水の有効利用の促進に努

めます。 
● ● ● ● ● ● ● 

全機関が主体。 

ソフト面にお

ける施策 

イベント 
水環境シン
ポジウムの
開催等 

- ● ● ● ● ●   
住民団体と行政機関が

主体。住民は参加者。 

教育 
環境学習
会の実施
等 

肝属川の水環境の現状や水環境の改善方法を

子供たちや流域住民に学んでもらうため、住民

団体や教育機関が中心となって、環境学習会や

水環境調査を積極的に実施していきます。な

お、活動の具体的方法、活動拠点のあり方等に

ついては、今後、関係機関が共同で検討し、適

切に役割分担していきます。 

● ● ● ● ●   
住民団体と行政機関が

主体。住民は参加者。 

河川愛護 
清掃、水環
境調査の
実施等 

● ● ● ● ●   

住民団体と行政機関が

主体。住民は参加者。 

広報 

肝属川水
環境、住民
活動等の
広報等 

環境学習会、水環境調査、その他イベントの開

催経緯等の情報をインターネット、広報誌を使

って肝属川流域住民および全国に発信します。 
  ● ● ● ●   

住民団体と行政機関が

主体。 

連携・支
援 

住民団体、
NPOの活
動・結成の
支援等 

・住民と河川管理者が肝属川の管理を協働で進

めるアダプト・プログラムを設立し、日常的な

河川管理の代役を務める住民団体、自治会、民

間企業等の募集を開始します。 

・国土交通省ほか関係自治体が肝属川上流域の

水環境改善に貢献できる住民団体やＮＰＯの

新規結成，既往団体の活動に対し積極的に支援

し，住民団体を統括できる組織づくりを目指し

ていきます。 

  ● ● ● ●   

住民団体と行政機関が

主体。 

図-2.1.2 対象範囲におけるブロック別施策内容 

【JA・事業場（畜産）】 
・排水基準の遵守 
・環境保全型畜産の推進
（家畜排泄物の鹿屋市畜 
 産環境センターへの持 
 ち込み等：笠野原台地） 

【住民】 
生活排水対策 
（合併浄化槽の普及等） 

【国土交通省】
簡易水質浄化 
（３号排水路）

ひも状接触材

【国土交通省】
水質浄化施設 
（ひも状接触材を用いた 
曝気付きの浄化施設）

【鹿屋市】
下水道整備

【国土交通省】
簡易水質浄化（田崎第４樋管） 

●鹿屋市畜産環境センター

 ※自前の処理施設を持たない 
  養豚農家の家畜排泄物を処理

（H13.4より稼働） 

【JA・事業場（畑作）】
施肥の抑制

【鹿屋市】
水質浄化施設 
（２号排水路上流）

ひも状接触材

【国・県・市・住民】
水質改善へ向けた
啓発（水辺プラザ等）

イベントでのパネル展示による啓発

【国土交通省】
簡易水質浄化 
（５号排水路）
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 3．最終評価年（H27年）までの予定及び中間評価の検討経緯                                  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 1回作業部会 

●肝属川水環境改善緊急行動計画について 
 ・既定計画の内容確認 
●目標水環境の達成状況について 
 ・水質、流量の現時点評価 
●施策の進捗状況について 
 ・関係機関への情報提供依頼 

H22.9.17

第３回作業部会 H23.2.18 

第４回作業部会 

地域協議会 
●肝属川水環境改善緊急行動計画 改訂版について
 記載内容に関する協議 

第 1回作業部会 

●肝属川水環境改善緊急行動計画について 
 ・既定計画の内容確認 
●目標水環境の達成状況について 
 ・水質、流量の現時点評価 
●施策の進捗状況について 
 ・関係機関への情報提供依頼 

H22.9.17

第２回作業部会 

●施策の進捗状況、および目標年までの計画につい
て（とりまとめ結果） 
 ・関係機関からの報告 
●目標年の水質予測について 
●今後の施策、役割分担の見直しについて 
 ・施策の進捗状況と課題について 
 ・施策の見直し計画（案） 

H22.11.12 

第３回作業部会 

●目標年の水質予測について 
 ・関係機関の意見を踏まえた負荷量等の見直し 
●目標水環境（その他水環境）の達成状況について
 ・臭い・色・景観・親水・生物生息環境の現時点
評価 

●今後の施策、役割分担の見直しについて 
 ・施策の進捗状況と課題について 
 ・施策の見直し計画（案） 
 ・モニタリング計画（案） 

●今後の施策、役割分担の見直しについて
 ・施策の見直し計画（案） 
 ・モニタリング計画（案） 

H23.3.25 

H23.9.30 地域協議会 

●今後の施策、役割分担の見直し(再検討)について
 ・施策の見直し計画（案） 
 ・モニタリング計画（案） 
●行動計画の見直し（案）について 
 ・目標水環境の達成状況（H22値の追加） 
 ・水環境改善施策の進捗状況（H22値の追加） 
 ・目標年の水質予測（前年度予測結果の再確認） 

H23.8.2 第５回作業部会 

 

 

 

平成 16 年度 

 

平成 17 年度 

 

平成 18 年度 

 

平成 19 年度 

 

平成 20 年度 

 

平成 21 年度 

 

中間評価年 

平成 22 年度  

平成 23 年度 

平成 24 年度 

 

平成 25 年度 

 

平成 26 年度 

 

最終評価年 

平成 27 年度 

 

 

 

 

 

 

水環境改善緊急行動計画 策定 

肝属川清流ルネッサンスⅡ

地域協議会 

肝

属

川

水

系

水

質

汚

濁

防

止 

連 

絡

協

議

会

流 

域 

住 

民 

、
関 

係 

機 

関 

に 

よ 

る 

モ 

ニ 

タ 

リ 

ン 

グ 

水環境改善行動成果の総合評価 
（フォローアップ） 

水環境改善行動成果の評価、施策の見直し等
（フォローアップ）

作業部会 

作業部会 

作業部会 

作業部会 

作業部会 

作業部会 

作業部会 

作業部会 

作業部会 

作業部会 

報告 

報告 

報告 

報告 

報告 

報告 

連携 

連携 

連携 

連携 

連携 

連携 

連携 

連携 

連携 

連携 

連携 

報告 

報告 

報告 

肝属川清流ルネッサンスⅡ

地域協議会 
連携 

報告 
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 ４．目標水環境の達成状況                                                 

4.1 水 質 

 評価基準地点（河原田橋）における目標水質に対する中間評価年（H22）での達成状況と計画策定時（H17.3）からの改善状況を評価した。 

 

4.1.1 目標水質の達成状況 

  ・BODは行動計画最終年（H27）の目標水質（75％値で環境基準 B類型：3.0mg/L 以下を満足する）を H22 時点で達成していない。 

・全窒素は、行動計画最終年（H27）の目標水質（年平均値で 5.0mg/L 以下を満足する）を H22 時点で達成していない。 

  ・糞便性大腸菌群数は、近年（H21 および H22）は行動計画策定前（H15 から H16）と比較して低い値を示しているが、行動計画最終年（H27）の目標である「低減を図る」を達成しているとはいい難い。 

 

  

 

 

図-4.1.1 評価基準地点 

図-4.1.2 BOD の達成状況 

評価基準地点 

（河原田橋） 

    計画対象区域 

評価基準地点 

（河原田橋） 

鹿屋市役所 

図-4.1.3 全窒素の達成状況 

図-4.1.4 糞便性大腸菌の達成状況 
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行動計画策定

河原田橋（H15からH22）は1回/週の詳細調査データを使用。毎年記者発表している水濁法にもとづく水質測定結果とは異なる。

河原田橋（H15からH22）は1回/週の詳細調査データを使用。毎年記者発表している水濁法にもとづく水質測定結果とは異なる。
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 ４．目標水環境の達成状況                                                 

 

4.1.2 改善状況の分析 

・ BODについて、BOD75%値では計画策定前とほぼ同じであるが平均値でみると若干減少している。 

・ 全窒素について、近年の策定前後で比較すると若干増加しているが、S50 年代後半まで遡ってみると増加から横ばいに転じている。 

・ 糞便性大腸菌群数について、データ数が少ないなかでの評価になるが、横ばいもしくは若干の減少傾向といえる。 
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 ４．目標水環境の達成状況                                                 

4.2 流 量 
  行動計画策定時（H17.3）の計画の目標流量に対する中間評価年（H22）での達成状況と計画策定時（H17.3）からの改善状況を評価した。 

  行動計画の評価基準地点として位置づけられた朝日橋は、H15～H19 の期間、工事のため上流がせき止められており、評価対象として適切でないため、肝属川本川の流量観測所のうち、観測値が長期間存在する高良橋（ルネⅡ対象

区域下流）で評価した。 

  図-4.2.1 に示す高良橋の低水流量・渇水流量をみると、行動計画策定時（H17.3）の前後で大きな変化はなく、現状の河川流量を維持し、目標を達成しているといえる。 
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 ４．目標水環境の達成状況                                                 

4.3 その他水環境 
  その他水環境について、関連する既往調査データやアンケート調査の実施結果をもとに評価した。 

評価項目 評 価 評価項目 評 価 

臭い 

臭いに関しては、国土交通省で実施している定期水質調査の調査項目となっている年間臭気異常件数でみる

と、行動計画策定基準年以前 5ヵ年平均値（平成 8年～12 年）が 6.8 件であるのに対して、ルネⅡ計画策定後

5ヵ年平均値は 0.4 件と大幅に減少しており、このデータからは改善傾向を示しているといえる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参考に景観と親水に関するアンケート調査（H22.12 実施）の回答理由を見てみると、5 年前と比較して景色

がきれいになったと感じる理由として、臭いがしなくなったことを挙げている人が 267 人中 26 人、親しみを感

じるようになった理由として、臭いがしなくなったことを挙げている人が 222 人中 25 人を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→臭いが改善される傾向が確かに見られるものの、実態として依然として臭いは感じられており、さらなる改

善が必要。 

 

色 

色に関しては、国土交通省の定期水質調査等で観測を行っているが、色の濃さの変化を定量的に評価するこ

とが困難なため、色の変化に近く定量的に評価できる透視度で評価を行った。 

この結果、行動計画策定(H17.3)前後で鹿屋分水路工事や水辺プラザ工事期間を除いてみると、透視度は、

いずれの３地点においても経年的に概ね良好な状況を維持しているといえる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→色については、良好な状況を維持しているといえる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

20

40

60

80

100

H7.1 H8.1 H9.1 H10.1 H11.1 H12.1 H13.1 H14.1 H15.1 H16.1 H17.1 H18.1 H19.1 H20.1 H21.1 H22.1

透
視
度
(㎝
)

河原田橋

0

20

40

60

80

100

H7.1 H8.1 H9.1 H10.1 H11.1 H12.1 H13.1 H14.1 H15.1 H16.1 H17.1 H18.1 H19.1 H20.1 H21.1 H22.1

透
視
度
(㎝
)

朝日橋

0

20

40

60

80

100

H7.1 H8.1 H9.1 H10.1 H11.1 H12.1 H13.1 H14.1 H15.1 H16.1 H17.1 H18.1 H19.1 H20.1 H21.1 H22.1

透
視
度
(㎝
)

田崎橋

水辺プラザ工事H15.2～H20.2

水辺プラザ工事H15.2～H20.2

水辺プラザ工事H15.2～H20.2

分水路工事～H12.3

分水路工事～H12.3

分水路工事～H12.3

ルネⅡ計画策定基準年以前5ヵ年

ルネⅡ計画策定基準年以前5ヵ年

ルネⅡ計画策定基準年以前5ヵ年

行動計画策定

：臭いがしなくなったことを理由に挙げた人数

肝属川の水環境改善に関するアンケート調査結果 

：臭いがすることを理由に挙げた人数 

：臭い以外のことを理由に挙げた人数 

300 人 200 人 100 人 0 人 100 人 200 人 300 人

親しみを感じるようになった（222 人）親しみを感じなくなった（35 人） 

景色がきれいになったと感じない（23 人） 景色がきれいになったと感じる（267 人） 

197 25 

241 26 

3 

0 

23 

32

23

：臭い以外のことを理由に挙げた人数

5ヵ年平均, 6.8件

5ヵ年平均, 0.4件
0

2

4

6

8

10

12

14

16

H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

臭
気
異
常
件
数
（
件
） 行動計画策定 

(年)

年間臭気異常件数（国土交通省観測データ（河原田橋、朝日橋、田崎橋の合計値））



 9 
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評価項目 評 価 評価項目 評 価 

景観 

 景観に関しては、アンケート調査の結果（H22.12 実施）から、５年前と比較して、景色がとてもきれいに

なった、少しきれいになったと感じると答えた人は全体の半数以上、ごみがとても減った、少し減ったと感じ

ると答えた人は全体の約 7割を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→アンケートの結果からは、改善の傾向はみられるといえる。 

生物生

息環境

魚類の確認種数について H13 と H18 で比較すると、大園橋では新たにメダカ（絶滅危惧 2 類）およびトウヨ

シノボリが確認され、コイ科の確認種数も増加している。 

宮下橋及び河原田橋上流約 2.5km 地点においては、魚類相全体では増減なしであるが、宮下橋では、アユや

トウヨシノボリなどの流水性を好む種の個体数が増加（アユ 1→5個体、トウヨシノボリ 0→17 個体）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→流水環境が維持されているといえる。 

 

底生生物の確認種数について H12 と H17 で比較すると、各地点で増加しており、特に昆虫類の増加がみられ、

河原田橋上流 2.5km 地点および大園橋では、シロタニガワカゲロウ、ニンギョウトビケラなどのきれいな水に

生息する種が H17 に出現している。 

底生生物の確認種数を生息環境（水のきれいさ）別にみると、各地点において、とてもきれいな水域ときれ

いな水域に生息する種の合計数は概ね増加し、とてもきたない水域ときたない水域に生息する種の合計数は概

ね減少している。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→生物生息環境については、若干改善している可能性があるといえる。 

親水 

 親水に関しては、アンケート調査（H22.12 実施）の結果から、５年前と比較して、親しみをとても感じるよ

うになった、少し感じるようになったと感じると答えた人は全体の半数、川を訪れる頻度がとても増えた、少

し増えたと答えた人は 25％を占め、減った、少し減ったと答えた人は 7％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→アンケートの結果からは、改善の傾向はみられるといえる。 

※河原田橋上流域の 1,000 世帯を対象にＨ22 年 12 月に実施。回収率 51％。

（詳細は 7.参考資料の P29 を参照）
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※河原田橋上流域の 1,000 世帯を対象にＨ22 年 12 月に実施。回収率 51％。

（詳細は 7.参考資料の P29 を参照）
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 5．行動計画の見直し（案）                                               

5.1 各関係機関の取組み施策の見直し 

（1）改訂のポイント 

 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・水質について、BOD は平均値でみると若干減少しているが、行動計画最終年（H27）の目標水質（75％値で環境基準 B類型：3.0mg/L 以下を満足する）は H22 時点で達成していない。

また、全窒素は S50 年代後半まで遡ってみると増加から横ばいに転じている兆候はみられるものの、行動計画最終年（H27）の目標水質（年平均値で 5.0mg/L 以下を満足する）は

H22 時点で達成していない。 

・流量は、現状の河川流量を維持し目標を達成している。 

・その他水環境について、臭いは年間臭気異常件数でみると改善傾向が見られるものの実態として依然として臭いは感じられており、さらなる改善が必要である。また、色について

は、色の変化に近く定量的に評価できる透視度でみると、工事期間を除き良好な状況を維持している。景観および親水についてはアンケートの結果からみると改善の傾向がみら

れ、生物生息環境については、魚類及び底生生物の確認種数でみると横這いあるいは増加の傾向にあることから、若干の改善の可能性があるといえる。 

a) 下水道整備および合併浄化槽の普及、維持管理 
 
 
 
 
・下水道接続の促進策に関し、鹿屋市において、H23 から接続を促す普及促進員を新たに配置する。 
 
 
 
 
・合併浄化槽の普及の促進策に関し、鹿屋市において実施していた設置費の補助金制度を継続するとともに、鹿

児島県として単独浄化槽撤去補助制度に H22 より県費を充当して強化を図る。 
・その他広報等として、これまで実施してきたホームページへの掲載、勉強会（出前講座等含む）、広報誌への

掲載、イベントでの広報などについて継続、若しくは強化して実施する。また、鹿屋市においては、H23 から

パンフレット（テキスト）を作成する。 
 

b)家庭雑排水による負荷の削減 

 
 
 
 
・各家庭における雑排水の負荷削減促進策として、鹿屋市において、各家庭における対策（汚れた食器を紙でふ

き取るなど）の必要性を周知する、モデル地区での社会実験を H23 から新たに年 1 回実施する。また、H17
から実施している家庭用廃油回収ポストの公民館等の設置についても継続して実施する。 

 
・その他広報等として、これまで実施してきたホームページへの掲載、勉強会（出前講座等含む）、広報誌への

掲載、イベントでの広報などについて継続、若しくは強化して実施する。また、鹿屋市においては、H23 から

パンフレット（テキスト）を作成する。 

a)下水道整備 

 
 
・下水道接続の促進策に関し、下水道の処理人口は行動計画策定時

点（H17年 3月）の目標処理人口 22,800人（H22度末）に対し、
中間年（H22 年度末）実績で 16,640 人であり、進捗が遅れている。

b)合併浄化槽整備 

 
 
 
 
・合併浄化槽の普及の促進策に関し、合併浄化槽の普及人口は行動

計画策定時点（H17年 3月）の目標処理人口 6,720人に対し、中
間年（H22 度末）で 10,650 人であり、当初計画における H27 度
目標 8,400人を約 2,200人上回っており、目標を達成している。

 

c)家庭雑排水による負荷の削減 

 
 
 
 
・家庭雑排水の負荷削減の促進策（イベント、勉強会、広報の強化）

に関し、家庭雑排水の負荷削減に関する社会実験を H21 年に実施

するとともに、家庭からの肝属川への廃食油流出抑制のための家

庭用廃食油回収ポストを鹿屋市内各所に設置し、適切に廃食油を

回収している。 
・その他イベント、勉強会、広報に関し、広報誌やホームページを

通して台所等での対策などの具体的な取組み内容を紹介し、家庭

雑排水対策の普及促進を行っている。 

行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の実施状況 見直し取組み施策 

 

 

生活排水

対策 

下水道整備 

合併浄化槽の 

普及，維持管理 

家庭雑排水によ

る負荷の削減 

汚濁負荷削減策 

中間評価時点に

おける目標水環

境の達成状況 

汚濁負荷削減策の

重点的な見直し 

平成２７年度までに、人口31,500人分の処理を目指します。 

平成２７年度までに、人口 8,400 人分の処理を目指します。ま

た、浄化槽を設置している住民に対して、維持管理の徹底を促進

していきます。 

下水道及び合併浄化槽が普及しない対象流域の住民に対して、台

所等からの雑排水による汚濁負荷の削減策の実施を促進していき

ます。 

平成２７年度において下水道整備の目標処理人口を31,500人から19,900人に削減しますが、合併浄化槽

の目標普及人口を 8,400 人から 18,300 人に増加し、下水道の処理人口の減分を合併浄化槽によりカバー

します。 

下水道及び合併浄化槽が普及しない対象流域の住民に対して、台所等からの雑排水による汚濁負荷の削減策の

実施を促進していきます。 



 11

 5．行動計画の見直し（案）                                               

 
 
 
 
・地下浸透負荷削減の促進策に関し、鹿屋市、鹿児島県において、有機質肥料施用の推進等により窒素負荷削減

に寄与できる「かごしまの農林水産物認証（K-GAP）」の取得農家や「エコファーマー」の認定農家を拡大して

実施中。 
・また、鹿屋市、鹿児島県が連携し、適正施肥や良質堆肥の生産と施用による土づくりを推進する「県環境保全

型農業確立推進本部」を設置するとともに、「大隅地域環境と調和した農業推進研修会」等を開催しておりこ

れを継続する。さらに、鹿屋市においては良質堆肥や完熟堆肥の生産・施用、減化学肥料を農家に普及促進す

る土壌診断員の育成にも力をいれる。 
・その他広報等として、これまで実施してきたホームページへ掲載や広報誌の継続・強化して実施する。また、

鹿屋市においては、H23 から研修会・出前講座などに使えるパンフレット（テキスト）を作成する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・排水水質・排水量の調査及び基準超過者への行政指導に関しては、鹿屋市において、未規制事業場に対する家

畜排泄物処理施設の改善方法、水質調査方法の指導を継続・強化して実施する。 
・家畜排泄物の不適切な処理に対する指導に関しては、鹿屋市においてパトロールや定点監視を継続・強化して

実施する。なお、巡回指導に関しては、県家畜保健所が主体となり関係機関と連携して実施する。 
・また、鹿屋市において、管理簿により自己処理業者の施設の稼働状況管理を H23 から新たに実施。 
・鹿児島県においては、家畜排泄物処理施設整備に対する補助事業やリース事業による支援を実施しているとこ

ろであり、これを継続する。また、環境汚染防止や家畜排泄物の適正な管理等について、県、市、畜産農家な

どが意見交換を行う「環境保全型畜産推進協議会」を継続して開催する。 
・その他広報等として、鹿屋市において畜産環境週間を H17 から設けて、畜産環境センターの見学会等を実施し

ている。また、鹿児島県においては「畜産環境アドバイザー育成研修会」への参加を推進するなど技術員の育

成に力を入れている。ホームページについては、鹿屋市のホームページに新たにコーナーを設置する。 

 
 
 
 
・環境保全型農業の推進に関し、環境保全型農業推進協議会、K-GAP

等推進説明会、土づくり講習会、大隅地域環境保全型農業推進研修

会を開催している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・環境保全型畜産の推進に関し、不適切処理の解消のため、行動計画

策定時点（H17 年 3 月）の目標処理頭数豚 89,500 頭分、牛 8,300
頭分（H21度末）の排せつ物の処理を目指すという目標に対し、中
間年（H22 年 1 月）実績で豚（97,500 頭分）、牛（8,200頭分）の
排せつ物の処理を完了している。なお、畜産環境パトロール員を配

置し、畜産環境の調査指導を実施するとともに、自前の処理施設を

持たない養豚農家では家畜排せつ物を畜産環境センター（処理・堆

肥化施設）へ搬出している。 

施肥対策 環境保全型 

農業の推進 

家畜排せ

つ物対策 
環境保全型 

畜産の推進 

行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策 見直し取組み施策 汚濁負荷削減策 

有機質肥料・肥効調節型の利用や適正施肥の遵守を推進していき

ます。 
エコファーマー認定や農林水産物認証制度の推進、研修会の開催等をとおして、窒素の地下浸透負荷削減に配

慮した環境保全型農業を推進します。 

平成 21 年までに豚（89,500 頭分）、牛（8,300 頭分）の排せ

つ物の処理を目指すとともに、環境保全型畜産を推進していきま

す。 

家畜排せつ物法に基づき整備が完了した処理施設について、適正な処理が行われるよう努めます。具体

的には、処理施設の排水水質調査や処理施設の維持管理の指導、畜産環境パトロール員による監視を定

期的に継続して行います。 

牛については、家畜排せつ物法の対象とならない畜産業者に対しても、家畜排せつ物の適正管理を指導・

助言するとともに、水環境意識が向上するよう啓発します。 

豚については、自己処理施設で処理していない業者の家畜排せつ物が、畜産環境センターへ確実に搬出

され、処理がなされるよう徹底します。 

 
 
 
・事業場排水の水質改善の促進策に関し、鹿児島県において、規制対象事業場（30m3/日以上）について立入調

査による監視・指導を計画的に実施し、畜産業と食料品製造業を監視・指導の重点業種として強化を図るとと

もに、未規制事業場（30m3/日未満）については、水質調査、現地指導を継続実施し、必要に応じて関係機関

と連携して立入調査を実施するなど監視・指導を強化する。また水質汚濁防止法改正に基づく自主検査の実施

と検査結果の県への報告について徹底を図る。 
  鹿屋市においては、不法投棄監視が主目的であった環境パトロールの役割について H23 から新たに河川・排

水路等の水環境監視まで拡張する。また、定点での環境状況の調査を目的として実施している環境監視員によ

る調査の頻度や記録について H23 から見直して強化する。 
・その他広報誌等として、これまで実施してきたホームページへの掲載や広報誌への掲載を継続・強化して実施

する。また、鹿屋市においては、H23から研修会・配布用に使えるパンフレット（テキスト）を作成する。 

 
 
 
・事業場排水の水質改善の促進策に関し、規制対象事業場（30m3/日

以上）の排水基準値の遵守のための監視・指導、未規制事業場

（30m3/日未満）への関係機関と連携した立入調査等を実施すると

ともに、未規制事業場に対し、水質汚濁防止法に基づく届出時に

自主検査の指導を行うなどの取組みを行っている。なお、環境監

視員を配置し、異常排水の監視や川の状況や不法投棄の監視など

の取組みを実施している。 

事業場排

水対策 

排水基準 

の遵守 

事業場からの排水水質の改善のため、定期的に検査，指導を実施

します。 
事業場からの排水水質の改善のため、定期的に検査，指導を実施します。 
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 ５．各関係機関の行動計画の見直し（案）                                          

 

行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の実施状況  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

見直し取組み施策 
a)下水道整備 

 
 
下水道事業計画に基づき整備 

（H22 末時点の実績は 16,640 人であり、計画時策定時における H22 末時点の処理人口 

22,800 人に対して遅れている。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
下水道接続の促進策 
（計画策定時の計画（H17.3）に定められていない。） 
下水道整備に関するイベント、勉強会、広報の強化 
（計画策定時の計画（H17.3）に定められていない。） 
b)合併浄化槽整備 

 
 
 

（H21 度末時点で 12,400 人が普及しており、目標を既に達成している。） 
 
 
 
 
 
 
合併浄化槽普及の促進策 
（計画策定時の計画（H17.3）に定められていない。） 
合併浄化槽普及に関するイベント、勉強会、広報の強化 
（計画策定時の計画（H17.3）に定められていない。） 

a)下水道整備および合併浄化槽の普及、維持管理 
 
 
 
 
下水道事業計画に基づき整備 
 
 
下水道接続の促進策 
①鹿屋市において、下水道整備区域内の未接続者に接続を

促す訪問活動のための普及促進員を H22 から配置  

②鹿屋市において、下水道整備率と接続率をホームページ

で H23 から定期的に公表（年１回更新）  

 
下水道整備に関するイベント、勉強会、広報の強化 
①生活排水対策に関するイベント、勉強会の実施  

・鹿屋市において、下水道のしくみ、下水道整備の必要性

等を理解してもらう勉強会を H23 から開催 

・鹿児島県において、下水道のしくみ、下水道整備の必要

性等を理解してもらうかごしま県政出前セミナーを継続

して実施 

②広報手段の強化 

・鹿屋市において、ホームページに下水道普及促進に関するコーナー掲載を継続して実施  

・鹿児島県において、ホームページに県内の市町村別汚水処理人口普及率掲載を継続して実施  

・鹿屋市において、広報誌の下水道普及促進記事掲載を継続して実施  

・鹿屋市において、イベントでの接続工事補助制度チラシ配布等による普及啓発を H23 から実施 

 
 
合併浄化槽普及の促進策 
①鹿屋市において、合併浄化槽の設置費について補助金制度を継続して実施 

②鹿児島県において、単独浄化槽の撤去費用について、H22 から県費を 

 充当することにより補助制度を強化 

合併浄化槽普及に関するイベント、勉強会、広報の強化 
①生活排水対策に関するイベント、勉強会の開催 

・鹿児島県において、肝属川の水環境や合併浄化槽のしくみ、合併浄化槽整備の必要性を理解してもらうかごしま県政出前セ

ミナーを継続して実施 

 

②広報手段の強化 

・鹿屋市において、普及促進のパンフレットを H23 から作成・活用 

・鹿屋市において、ホームページに合併浄化槽普及促進に関するコーナー掲載を継続して実施 

・鹿児島県において、ホームページの合併浄化槽普及促進に関するコーナーを H23 からさらに充実 

・鹿屋市において、広報誌への合併浄化槽普及促進記事掲載を H23 から実施  

・鹿児島県において、広報誌への合併浄化槽普及促進記事の記載回数を 2回/年から H23 以降 5回/年へ増加 

対象年 
普及人口 

(人) 

実績 H21 度末 12,400  

目標 H27 度末 8,400  

平成２７年度において下水道整備の目標処理人口を 31,500 人から 19,900 人に削減しますが、合併浄化槽の目

標普及人口を8,400人から18,300人に増加し、下水道の処理人口の減分を合併浄化槽によりカバーします。 

平成２７年度までに、人口31,500人分の処理を目指します。 

平成２７年度までに、人口8,400人分の処理を目指します。また、浄化槽を設置して

いる住民に対して、維持管理の徹底を促進していきます。 

① 生活排水対策 

対象年 
普及人口 

(人) 

実績 H21 度末 12,400 

目標 H27 度末 18,300 

合併浄化槽普及の実績と将来目標値

合併浄化槽の実績と将来目標値
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整備実績

将来計画の見通し

処理人口10,786人（平成15年度実績）

計画処理人口22,800人（中間評価年 平成22年）

計画処理人口31,500人（計画目標年 平成27年）

下水道整備の実績と将来目標値 

処理人口 16,640 人(平成 22 年度実績) 
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整備実績

将来計画の見通し

処理人口16,640人（平成22年度末実績）

計画処理人口19,900人（計画目標年 平成27年度末）

下水道整備の実績と将来目標値

処理人口 16,640 人(平成 22 年度実績) 

計画処理人口 19,900 人(計画目標年 平成 27 年度) 

(2) 見直し内容 
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 ５．行動計画の見直し（案）                                                

 

 

行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の実施状況  見直し取組み施策 
c)家庭雑排水による負荷の削減 
 
 
 
 
家庭雑排水の負荷削減の促進策（イベント、勉強会、広報の強化） 
 

①生活排水対策に関するイベント、勉強会の開催 

・鹿屋市において、家庭雑排水の負荷削減に 
関する社会実験を H21年に実施。 
・鹿屋市において、家庭からの肝属川への 
廃食油流出抑制のための家庭用廃食油回収 
ポストを鹿屋市各所に設置し適切に廃食油 
を回収している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

b)家庭雑排水による負荷の削減 
 
 
 
 
家庭雑排水の負荷削減の促進策（イベント、勉強会、広報の強化） 
 

①生活排水対策に関するイベント、勉強会の開催 

・鹿屋市において、家庭雑排水対策（汚れた 

食器を紙でふきとるなど）の必要性を知っても 

らうため、モデル地区での社会実験を H23 以降 

年 1回実施 

・鹿屋市において、家庭用廃食油回収ポスト 

を公民館等に継続して設置 

・鹿屋市において、生活排水対策や水環境に 

関するイベント等（自然観察会 1回/年、環境 

フェスタ 1回/3 年、肝属川クリーン作戦 1回/年） 

を継続して実施 

・鹿屋市において、肝属川の水環境や家庭雑排水 

対策の必要性を理解してもらう勉強会（出前講座） 

を継続して実施 

 

 

 

②広報手段の強化 

・ 鹿屋市において、訪問活動や出前講座にも使える家庭雑排水対策の普及促進のパンフレット（テキスト）を

H23 から作成・活用 

・ 鹿屋市において、ホームページに家庭雑排水対策の普及促進に関するコーナーを H23 から設置 

・ 鹿屋市において、広報誌への家庭雑排水対策の普及促進記事の記載回数を 1回/年から 2回/年に増加 
 
 

下水道及び合併浄化槽が普及しない対象流域の住民に対して、台所等からの雑排水による汚濁負荷の

削減策の実施を促進していきます。 

下水道及び合併浄化槽が普及しない対象流域の住民に対して、台所等からの雑排水による汚濁負荷の

削減策の実施を促進していきます。 

家庭雑排水による負荷の削減方法 

a. みそ汁やラーメン等の残り汁を流し台に流さないようにする 

b. 油や食物で汚れた鍋や食器は紙などで拭きとって洗う 

c. 使えなくなった油は流し台に流さない 

d. 流し台の三角コーナー等に水きりネット等を取り付ける 

e. 流し台の排水口に水きりネット等を取り付ける 

f. 洗濯、台所、風呂の洗剤の使用量は適量を使う 

g. 洗濯には無リン洗剤を使う（市販されている洗剤は無リン洗剤） 

h. 米のとぎ汁や野菜等の洗い水を有効に利用して、排水として流さない 

i.  残飯が川に流れないように庭先の排水路に対策（沈澱ます、ネット等）をする 

家庭雑排水による負荷の削減方法 

a. みそ汁やラーメン等の残り汁を流し台に流さないようにする 

b. 油や食物で汚れた鍋や食器は紙などで拭きとって洗う 

c. 使えなくなった油は流し台に流さない 

d. 流し台の三角コーナー等に水きりネット等を取り付ける 

e. 流し台の排水口に水きりネット等を取り付ける 

f. 洗濯、台所、風呂の洗剤の使用量は適量を使う 

g. 洗濯には無リン洗剤を使う（市販されている洗剤は無リン洗剤） 

h. 米のとぎ汁や野菜等の洗い水を有効に利用して、排水として流さない 

i.  残飯が川に流れないように庭先の排水路に対策（沈澱ます、ネット等）をする 

 

流し台の三角コーナ

ーに水切りネット等

をとりつける 

油や食物で汚れた鍋や食器は

紙などで拭きとって洗う 

使えなくなった油は流し

台に流さないようにする 

洗濯には無リン洗剤を使う

生ゴミは肥料
にする 

家庭内でのいろいろな負荷削減方法

 

流し台の三角コーナ

ーに水切りネット等

をとりつける 

油や食物で汚れた鍋や食器は

紙などで拭きとって洗う 

使えなくなった油は流し

台に流さないようにする 

洗濯には無リン洗剤を使う

生ゴミは肥料
にする 

家庭内でのいろいろな負荷削減方法

家庭雑排水の負荷削減の取組み状況 

62.0 62.6
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全
回
答
に
対
す
る
割
合
の
平
均
（
％
）

現在取り組んでいる 現在取組んでいない

H22 度実績

H22度は H12

度に比べ取

組み状況が

0.6%上昇 

（H12 及び H22 度のアンケート結果より） 

家庭雑排水の負荷削減の取組み状況と将来目標値 
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現在取り組んでいる 現在取組んでいない

H27 度
計画目標値 

H27 度は H22

度に比べ取

組み状況が

19.4%以上の

上昇を目指

す 

（H22 度のアンケート結果より） 
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 ５．行動計画の見直し（案）                                                

 
 

 

行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の実施状況  見直し取組み施策 
 
 
 
事業場排水の水質改善の促進策 
①規制対象事業場の規制遵守 

 鹿児島県において水質汚濁防止法及び鹿児島県公害防止条例による規制対象事業場に対

して定期的に事業場へ立入調査を実施し、排水基準値を遵守するように監視・指導を行って

いる。 

②公害防止協定の遵守及び新規締結（鹿児島県） 

 （肝属川水系で、協定締結した事業場はない。） 

③未規制事業場の排水負荷削減対策 

 鹿児島県において、小規模事業場排水対策の現地指導により、当該施策を実施している。

④事業者に対する意識啓発 

 鹿児島県において、でん粉工場については、毎年度排水処理研修会を実施するほか、小規

模事業場については、関係機関と連携し立入指導を行うなど事業者への意識啓発を行ってい

る。また、水質汚濁防止法の届出時に自主検査の指導を行っている。 

⑤環境監視員の設置 

 鹿屋市において、環境監視員を 15 名配置し、当該施策を実施している。 

事業者等に対するイベント、勉強会、広報の強化 
 （計画策定時の計画（H17.3）に定められていない。） 

 
 
 
 
事業場排水の水質改善の促進策 
① 鹿児島県において、規制対象事業場（30m3/日以上）の排水基準遵守のため、立入調査による監視・指導を計画的に実施し、畜産

業と食料品製造業を監視・指導の重点業種として強化を図る 

② 鹿児島県において、未規制事業場（30m3/日未満）の排水負荷量削減のための水質調査及び現地指導を継続実施するほか、必要に

応じて関係機関と連携して立入調査等を実施するなど監視・指導を強化する 

③ 鹿児島県において、水質汚濁防止法改正に基づく自主検査の実施と検査結果の県への報告について徹底を図るなど、事業者に対

する意識啓発を図る 

④ 鹿屋市において、不法投棄監視が主目的であった環境パトロールの役割について、H23 から河川・排水路等の水環境監視まで拡
張する 

⑤ 鹿屋市において、定点での環境状況の調査を目的として実施している環境監視員の調査に関し、調査結果の記録頻度を不定期か

ら定期で実施するように見直す。また、H23 から調査結果記録様式を調査項目別（臭い、色、景観など）に区分して記録する 

 

 
 
 
 
 
事業者等に対するイベント、勉強会、広報の強化 
・ 鹿屋市において、研修会や配布用に使える事業場排水対策パンフレット（テキスト）を H23 から事業者に作成・活用 

・ 鹿屋市において、ホームページに事業場の排水基準の遵守に関するコーナーを H23 から設置 

・ 鹿児島県において、ホームページに事業場の排水基準に関するコーナーを H23 から内容を充実して強化 

事業場からの排水水質の改善のため、定期的に検査，指導を実施します。 事業場からの排水水質の改善のため、定期的に検査，指導を実施します。 

② 事業場排水対策（排水基準の遵守） 
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 ５．行動計画の見直し（案）                                                

 
 

 

行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の実施状況  見直し取組み施策 
 
 
 
 
地下浸透負荷削減の促進策 
（計画策定時の計画（H17.3）に定められていない。） 
 

農家に対するイベント、勉強会、広報の強化 
①環境保全型農業に関するイベント、勉強会の開催 

・ 鹿屋市、鹿児島県において、環境保全型農業推進協議会、K-GAP 等推進説明会、土づくり講習会、大隅地

域環境保全型農業推進研修会を開催している。 
 

 
 
 
 
 
地下浸透負荷削減の促進策 
・鹿屋市、鹿児島県において、有機質肥料施用の推進等により窒素負荷削減に寄与できる「かごしまの農林水産物

認証（K-GAP）」の取得農家や「エコファーマー」の認定農家を継続して拡大 

 

農家に対するイベント、勉強会、広報の強化 
①環境保全型農業に関するイベント、勉強会の開催 

・ 鹿屋市において、良質堆肥や完熟堆肥の生産・施用、減化学肥料を農家に普及促進する土壌診断員の育成・配置

を継続して実施 

・ 鹿屋市、鹿児島県において、適正施肥や良質堆肥の生産と施用による土づくりを推進する「県環境保全型農業確

立推進本部」を設置 

・ 鹿屋市、鹿児島県において、「大隅地域環境と調和した農業推進研修会」、「環境と調和した農業担当者会」を開

催 

②広報手段の強化 

・ 鹿屋市において、研修会や出前講座に使える適正施肥や良質堆肥の生産・施用に関するパンフレット（テキスト）

を H23 から作成・活用 

・ 鹿屋市において、ホームページに環境保全型農業に関するコーナーを H23 から設置 

・ 鹿児島県において、ホームページに環境保全型農業に関するコーナーを設置 

・ 鹿児島県において、大隅地域振興局農政普及課で発行する「普及だより」等を活用し、環境負荷軽減への取組の

啓発を実施 

エコファーマー認定や農林水産物認証制度の推進、研修会の開催等をとおして、窒素の地下浸透負荷削減

に配慮した環境保全型農業を推進します。 
有機質肥料・肥効調節型の利用や適正施肥の遵守を推進していきます。 

 

環境と調和した農業推進研修会の様子 

③施肥対策（環境保全型農業の推進） 

 

環境と調和した農業推進研修会の様子 
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 ５．行動計画の見直し（案）                                                

 
 

行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の実施状況  見直し取組み施策 
 

 
 
 
畜産農家に対する水質改善の促進策 
①畜産環境パトロール員の配置 
 鹿屋市において、毎年、畜産環境パトロール員を配置し、畜産環境の調査指導などを実施している。 
 
畜産農家等に対するイベント、勉強会、広報の強化 
①家畜排せつ物利用農地届出制度の実施 
 鹿屋市において、家畜排せつ物利用農地の届出により把握している。 
②畜産環境週間の設置 
 鹿屋市において、畜産農家の環境に対する理解を深めるため特別に環境対策強化週間を設け、各種広報活

動、現地巡回指導等を行っている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
畜産農家に対する水質改善の促進策 
① 鹿屋市において、排水水質・排水量の調査及び基準超過者への行政指導の強化について未規制事業場（30m3/日

未満）に対する家畜排せつ物処理施設の改善方法、水質調査方法の指導を今後も継続して実施 

② 鹿屋市において、家畜排せつ物の不適切な処理に対する巡回指導等を行う畜産環境パトロールを、更に充実して

実施 

③ 鹿屋市において、畜産環境パトロール員による定点監視について、新たに監視強化ポイントを設置して実施 

④ 畜産農家に対する家畜排せつ物の適正な処理に関する巡回指導を鹿児島県の家畜保健衛生所が主体となり、関係

機関と連携して実施 

⑤ 鹿屋市において、立入調査時以外の施設の稼働状況の管理のため、全自己処理業者の処理施設管理簿への記録を

H23 から実施 

⑥ 鹿児島県において、家畜排せつ物処理施設の整備に対する補助事業やリース事業による支援を実施 
⑦ 畜産経営による環境汚染防止、家畜排せつ物の適切な管理、利用促進対策に関し、県、市、畜産農家などが検討・

意見交換を行うための「環境保全型畜産推進協議会」を鹿児島県において実施 
 

畜産農家等に対するイベント、勉強会、広報の強化 
①環境保全型畜産に関するイベント、勉強会の開催 

・ 鹿屋市において、畜産農家（未規制事業含む）への水質調査および現地指導、および処理施設（畜産環境センタ

ー）見学会等を重点的に実施する畜産環境週間を実施 

・ 鹿児島県において、糞尿処理に関する現地指導や相談窓口の強化を図ることを目的に、技術員等に対し，(財)

畜産環境整備機構が開催する「畜産環境アドバイザー育成研修会」への参加を推進するなど技術員の育成を実施

・ 鹿屋市において、処理施設(畜産環境センター)見学会を実施 

②広報手段の強化 

・ 鹿屋市において、ホームページに環境保全型畜産に関するコーナーを H23 から設置 

 

中
間
評
価
年 

 
 

ま
で
に
完
了
し
た
施
策 

 

平成 22 年 1月現在で、豚(97,500 頭分)、牛(8,200 頭分)の排せつ物の処理を完了している。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
鹿屋市では、自前の処理施設を持たない養豚農家の家畜排せつ物を処理、堆肥化する畜産環境センタ

ーを平成 13 年 4 月から稼働させている。 

 
 

④ 家畜排せつ物対策（環境保全型畜産の推進） 

家畜排せつ物法に基づき整備が完了した処理施設について、適正な処理が行われるよう努めます。具体

的には、処理施設の排水水質調査や処理施設の維持管理の指導、畜産環境パトロール員による監視を定

期的に継続して行います。 

牛については、家畜排せつ物法の対象とならない畜産業者に対しても、家畜排せつ物の適正管理を指導・

助言するとともに、水環境意識が向上するよう啓発します。 

豚については、法定外（処理なし・小規模家畜）業者からの家畜排せつ物が、畜産環境センターへ確実

に搬出され、処理がなされるよう引き続き徹底します。 

平成 21 年までに豚（89,500 頭分）、牛（8,300 頭分）の排せつ物の処理を目指すとともに、

環境保全型畜産を推進していきます。 

   豚 

対象年 

豚 

自己処理 
処理なし 

(小規模家畜) 

畜産環境 

ｾﾝﾀｰで処理 

実績 H22.1 61,200 頭 0 頭 36,300 頭 

 
  牛 

対象年 

牛（肉用牛、乳用牛） 

処理なし 
適正処理 

(素掘り，野積みの解消，処理施設の整備) 

実績 H22.1 800 頭 (法対象外) 8,200 頭 

 
(H22) 

 
鹿屋市畜産環境センター全景

鹿屋市畜産環境センター全景写真 
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図-5.2.1 モニタリング地点位置図

 ５．行動計画の見直し（案）                                                

5.2  目標水環境の達成（改善）状況のモニタリングについて 

（1）改訂のポイント 

 

 

（2）見直し内容 

a) 水質 

  河川については BOD，全窒素，糞便性大腸菌群数を、地下水については硝酸性窒素を国，県，市で分担してモニタリングを実

施する。 

  モニタリング地点は、行動計画策定時点（H17.3）での計画の地点で対象区域の汚濁状況の評価が可能であることから計画策定

時（H17.3）から変更しない。 

 

                   表-5.2.1 水質のモニタリング計画 

対 象 項 目 モニタリング地点 頻度 
該当河

川 

モニタリング実施者

市 県 国 

河川 

ＢＯＤ 

全窒素 

糞便性大腸

菌群数 

汚濁負荷量把握の

ための評価地点 

(対象区域分割ブ

ロックの排水末

端部) 

河原田橋 

（目標達成の評価基準地点） 

年 48 回 

程度 
本川 － － ● 

朝日橋、田崎橋 
年 12 回 

本川 

下谷川
－ － ● 

大園橋 年 12 回 本川 － ● － 

３号排水路 年 12 回 － ● － － 

その他排水量の多

い主要樋管 

５号排水路、田崎第４樋管、 

新川第９樋管 
年 12 回 － ● － － 

地下水 硝酸性窒素 
既存の水道水源地(現在取水していない井戸・湧水も含む) 

一般井戸の硝酸性窒素濃度 
年 1回 － ● － － 

 

b) 水量 

  水量のモニタリングは、流量観測を国，県で分担して実施する。 

  正確な汚濁流出負荷量を把握することを目的として新たに大園橋、3号排水路において流量をモニタリングする。 

 

                   表-5.2.2 水量のモニタリング計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※青字：行動計画策定時点（H17．3）での計画になく、新たな取り組みとして追加したもの。 

項 目 モニタリング地点 頻度 該当河川 
モニタリング実施者

市 県 国 

流 量  

汚濁負荷量把握のた

めの評価地点 

（対象区域分割ブロ

ックの排水末端部） 

朝日橋 

（目標達成の評価基準地点） 
常時 本川 － － ● 

大正橋 常時 本川 － － ● 

田崎大橋 常時 下谷川 － － ● 

大園橋 年 12 回 本川 － ● － 

３号排水路 年 12 回 － － － ● 

今回の中間評価により、流量モニタリング地点（大園橋および 3号排水路）やその他目標水環境の評価データの充実化のための臭気調査、ゴミの量調査（肝属川クリーン作戦）等について追加・記載した。 
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 ５．行動計画の見直し（案）                                                

c) その他水環境 

  目標項目である臭い，色，景観，親水，生物生息環境について、国，県，市で分担し、モニタリングを実施する。 

  なお、景観については、人の感覚の定量的な評価方法として景観に関するアンケート調査の実施、関連する既往調査データとして肝属川クリーン作戦の参加者数とごみの収集量の実績の把握をモニタリング計画に新たに追加する。 

  鹿屋市（環境監視員）による臭い，色，景観のモニタリングは、当該項目の状況変化をわかりやすく把握することを目的としてチェックシートを検討・作成し、記録する。 

 

 

表-5.2.3 その他水環境のモニタリング計画 

その他水環境目標 モニタリング内容 
地点及び区間 

モニタリング実施者 

項目 内容 項目 基礎データ 市 県 国 

臭い 腐敗臭、異臭発生の低減を図る。 

巡視活動記録 
環境監視員の巡視活動記録簿及び報告書 

（定量的評価のためにチェックシートを検討・作成） 
管理対象区間 ● － － 

臭気異常件数 

水質測定結果一覧の年間臭気異常件数 

鹿屋市内 9地点 

（大久保橋、樋渡橋、王子橋、役所ノ

下橋、小屋敷橋、３号排水路、田崎第

４樋管、４号排水路、５号排水路） 

● － － 

水質測定結果一覧の年間臭気異常件数 大園橋 － ● － 

水質月表の年間臭気異常件数 河原田橋、朝日橋、田崎橋 － － ● 

色 水の透明感を確保する。 

巡視活動記録 
環境監視員の巡視活動記録簿及び報告書 

（定量的評価のためにチェックシートを検討・作成） 
管理対象区間 ● － － 

透視度 水質月表の透視度 
河原田橋、朝日橋、田崎橋 － － ● 

大園橋 － ● － 

景観 
不快なゴミ等がなく、安らぎと潤いを感じる河川景観

を維持する。 

巡視活動記録 
環境監視員の巡視活動記録簿及び報告書 

（定量的評価のためにチェックシートを検討・作成） 
― ● － － 

ごみ 肝属川クリーン作戦の参加者数とごみの収集量の実績 ― ● － － 

景観に対する感性 景観に関するアンケート調査（1回/5 年） 管理対象区間 － － ● 

親水 
子供たちが安心して水際に近づけ、川に親しめる河川

空間の創出に努める。 
親水性に対する感性 親水性に関するアンケート調査（1回/5 年） 管理対象区間 ● － ● 

生物生息環境 多様な動植物の生息・生育環境を確保する。 
魚類、底性生物、貴重種、

外来種の確認種数 
河川水辺の国勢調査 河原田橋から大園橋までの区間 － － ● 

※青字：行動計画策定時点（H17．3）での計画になく、新たに追加した項目 
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図-5.3.2 各年の作業部会における各関係機関の担当作業

 ５．行動計画の見直し（案）                                                

5.3 フォローアップ体制の見直し 

（1）改訂のポイント 

 

 

 

（2）見直し内容 

a) 今後の作業部会における各関係機関の役割と議論内容 

 行動計画に基づいた目標水環境（水質、流量、その他の水環境）の達成状況や施策の実施・進捗状況について、各関係機関で役割分担し、モニタリング結果の収集・整理、把握・確認および自己評価を行う。作業部会では各関係機

関が自己評価結果を報告し、施策の見直しの必要性を検討する。 

 

 
 
 
 
– 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

図-5.3.1 最終評価に向けた作業部会の実施イメージ 

平成 23 年度 中間評価 

平成 27 年度 最終評価 

行
動
計
画
に
基
づ
い
た
施
策
の
実
施 

 

 

1. 目標水環境及び施策のモニタリング結果の収集・整理 

 

2. 目標水環境及び施策のモニタリング結果の把握・確認 

 

3. 自己評価 

平成 24 年度 作業部会

平成 25 年度 作業部会

平成 26 年度 作業部会

各関係機関による担当作業 

毎年実施している作業部会で各関係機関が報告しているモニタリング結果について、今後の作業部会に向けて、各機関の役割や報告内容（結果の把握・確認方法）を検討し、新たに明記した。なお、「7.参考資料（P29～33

参照）」において結果のとりまとめ方の例を示した。 

2. 目標水環境及び施策のモニタリング結果の把握・確認 

 

 

 

 

 

 

3.自己評価 

1. 目標水環境及び施策のモニタリング結果の収集・整理

①目標水環境の達成状況 

a)達成状況の把握・確認 

目標水環境及び施策のモニタリングの実施 

②施策の実施・進捗状況 

b)実施状況の把握・確認 

c)進捗状況の把握・確認 

作業部会 

（目標水環境及び施策のモニタリング実施者から報告され

た自己評価結果をもとに必要に応じて施策の見直しを議論）

各関係機関による担当作業 
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 ５．行動計画の見直し（案）                                                

 
b) 目標水環境及び施策のモニタリング結果の把握・確認方法 

  目標水環境については、①達成（改善）状況の把握・確認、施策については、②実施状況と③進捗状況を把握・確認する。 
 ①、③は、水質予測結果における計画目標値と実績値の比較もしくは経年変化の傾向により把握・確認する。 
 

                                         表-5.3.1 目標水環境及び施策のモニタリング結果の把握・確認方法 

把握・確認項目 把握・確認方法 

目標水環境 ①達成（改善）状況 
水質の達成状況については水質予測結果における計画目標値と実績値の比較により、その他の水環

境の改善状況については経年変化の傾向により定量的に把握・確認する。 

施策 

②実施状況 施策が確実に実施されているか、各施策の実施状況（内容、頻度、参加者数など）を確認する。 

③進捗状況 
施策の進捗状況について、計画目標値と実績値の比較もしくは経年変化の傾向により施策の進捗を

把握・確認する。 

                

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

           

 

 

施 策 把握・確認の具体方法 

③進捗状況の 

把握・確認 

生活排水対策 
ＢＯＤについては生活系の負荷が目標年に向けての負荷削減量の多くを占めているため（事業場系の負荷の減少はでん粉工場移転によるもの）、生活系の

負荷削減の施策の進捗（下水道整備率、接続率、合併浄化槽の基数、法定検査の実績、生活排水対策の取組み状況など）をモニタリングする。 

事業場排水対策 事業者への指導・検査の実施実績、排水水質実績などから、排水基準が遵守され、負荷量の大幅な増加がないかモニタリングする。 

施肥対策 
施肥量の実態がモニタリングできないため、「農林水産物認証（K-GAP）」の取得者数と「エコファーマーの認定」の認定者数を施肥量削減の指標とし、

その増加量をモニタリングする。 

家畜排せつ物対策 

 対策は完了しており、負荷量の大幅な変更はないものと考えるが、家畜別（豚、牛）頭数、畜産農家の自己処理施設ごとの処理水量、処理水質、飼育

頭数、指導記録などをモニタリングする。 

 また、全窒素の水質予測において、家畜排せつ物が台地にしみこみ、地下を経由して時間遅れで肝属川に流出していた影響がなくなり、畜産環境センタ

ーの稼働等の施策効果が顕著に現れてくることを重要なポイントとしているため、地下水をモニタリングする。 

表-5.3.2 施策の③進捗状況の把握・確認の具体方法



 21

 ５．行動計画の見直し（案）                                                 

5.4 目標年の水質予測 

5.4.1 予測方法 

 水質予測の方法は、以下に示す水質予測項目、水質予測地点、水質予測年度および水質予測計算方法による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.4.2 水質予測で施策効果を見込む項目 
 行動計画で掲げている汚濁負荷削減策のうち、水質予測で負荷削減を見込む項目を生活排水対策、家畜排せつ物対策および河川浄化対策とした。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

項 目 
汚濁負荷削減策の 水質予測で負荷削

減量を見込む項目
備考 

施策の主な取組み内容 

生活排水対策 

下水道整備 目標年度(H27)に下水処理人口 19,900 人を達成 ○  

合併浄化槽の普及、維持管理 下水道計画区域外において合併浄化槽普及人口 18,300 人を達成 ○  

家庭雑排水による負荷の削減 地域住民と一体となった水質汚濁防止活動推進。 ○ 
目標年H27の家庭雑排水による1人当

たりの負荷量を 10%削減。 

事業場排水対策 排水基準の遵守 定期的な抜き打ち検査・指導の実施、経営者の意識啓発 － 
各事業場は排水基準を遵守し、現状の

排水負荷を増加させないことを前提

とする。 

施肥対策 環境保全型農業の推進 適正施肥量の遵守 － 
適正施肥量を遵守し、現状の負荷量を

増加させないことを前提とする。 

家畜排せつ物対策 環境保全型畜産の推進 
整備が完了した畜産処理センター及び自己処理施設による適正な

処理 
 （○）※ 

現状で施策が完了しており、目標年ま

で処理施設の維持管理を徹底し、現状

の排水負荷を増加させないことを前

提とする。 

河川浄化対策 既存浄化施設による浄化 ○  

表-5.4.1 汚濁負荷削減策の内容 

※BODについては負荷削減量を見込まないが、全窒素については地下水からの負荷流出を将来の負荷削減量として見込む（「7.参考資料」の P26～28参照） 

図-5.4.1 汚濁負荷流出の概念図 
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図-5.4.2 汚濁発生源から河川水質基準点までの流れ 
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自然汚

※全窒素については、地下水からの負荷流出を考慮しており、流総指針の考えとは異なる。

水質予測項目 ：BOD、全窒素 

水質予測地点 ：河原田橋 

水質予測年度 ：平成 27 年度（計画目標年） 

負荷量計算方法：原単位法（「流域別下水道整備総合

計画調査 指針と解説 日本下水

道協会」に順ずる） 

予測方法   ：上記で計算した負荷量により評価基

準地点（河原田橋）（図-6.1.1 にお

ける水質基準点）の現状水質を再現

し、同定された定数（流達率、浄化

残率）を用いて将来水質を予測。 

：全窒素に関わる負荷量については、

台地に滞留して徐々に流出してい

る地下水経由の負荷量が徐々に減

少し、平成 27 年迄にはなくなると

推定し、反映。 
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 ５．行動計画の見直し（案）                                                 

 

5.4.3 施策実施により見込むＢＯＤ排出負荷量 

 水質予測計算における策定当初（H12）、中間年（H21）および目標年（H27）の BOD 排出負荷量について、対象区域の 5 ブロック(大園橋、3 号排水路、朝日橋、

田崎橋、河原田橋)および朝日橋上流域と河原田橋上流域ごとに図-5.4.3 に示す。 

 汚濁負荷源別の中間年（H21）から目標年（H27）にかけて、生活系の排出負荷量の削減が最も大きい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-5.4.3 BOD 排出負荷量 

・当該ブロックは主に大部分が山林である。 

・中間年（H21）において主要な汚濁負荷源は事業場系である（事業

場系の負荷削減はでん粉工場の移転による）。 

・当該ブロックは主に住宅が多い。 

・中間年（H21）及び目標年（H27）において主要な汚濁負荷源は生活

系である。 

・当該ブロックは主に家畜（牛、豚）が多い。 

・中間年（H21）及び目標年（H27）において主要な排出負荷源は畜産

系である。 

・当該ブロックは主に商店街や住宅が多い。 

・中間年（H21）において主要な排出負荷源は生活系である。 

・当該ブロックは主に市街地で、事業場や住宅が多い。 

・中間年（H21）において主要な排出負荷源は生活系と事業場系であ

る。 

・汚濁負荷源別の中間年（H21）から目標年（H27）にかけての負荷削

減量は、生活系が最も大きい（事業場系の負荷削減はでん粉工場の

移転による）。 
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面源系

畜産系

事業場系

生活系

・汚濁負荷源別の中間年（H21）から目標年（H27）にかけての負荷削

減量は、生活系が最も大きく見込まれる。 

①河原田橋

ブロック 

③大園橋 

ブロック 

⑤3号排水

路ブロック

④田崎橋 

ブロック 

②朝日橋 

ブロック 

① 

② 

⑤ 

③ 

④ 

朝日橋上流（③大園橋ブロック＋⑤3号排水路ブロック＋②朝日橋ブロック）

河原田橋上流（対象区域全体①～⑤）
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 ５．行動計画の見直し（案）                                                 

 

5.4.4 施策実施により見込む全窒素排出負荷量 
 水質予測計算における策定当初（H12）、中間年（H21）および目標年（H27）の全窒素排出負荷量について、対象区域の 5ブロック(大園橋、3号排水路、朝日橋、

田崎橋、河原田橋)および朝日橋上流域と河原田橋上流域ごとに図-5.4.4 に示す。 

 汚濁負荷源別の中間年（H21）から目標年（H27）にかけて、畜産系の排出負荷量の削減が最も大きい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

①河原田橋

ブロック 

③大園橋 

ブロック 

⑤3号排水

路ブロック

④田崎橋 

ブロック 

②朝日橋 

ブロック 

表-5.4.4 全窒素排出負荷量 

・当該ブロックは主に大部分が山林である。 

・中間年（H21）及び目標年（H27）において主要な汚濁負荷源は畜産

系である。 

・当該ブロックは主に住宅が多い。 

・中間年（H21）において主要な排出負荷源は畜産系である。 

・当該ブロックは主に家畜（牛、豚）が多い。 

・中間年（H21）及び目標年（H27）において主要な排出負荷源は畜産

系である。 

・当該ブロックは主に商店街や住宅が多い。 

・中間年（H21）及び目標年（H27）において主要な排出負荷源は畜産

系である。 

・当該ブロックは主に市街地で、事業場や住宅が多い。 

・中間年（H21）及び目標年（H27）において主要な排出負荷源は事業

場系である。 

・汚濁負荷源別の中間年（H21）から目標年（H27）にかけての負荷削

減量は、畜産系が最も大きく見込まれる。 

・汚濁負荷源別の中間年（H21）から目標年（H27）にかけての負荷削

減量は、畜産系が最も大きい。 
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※水質予測の結果について 

目標を達成するためには、関係機関と住民による着実な諸施策の進捗が必要である。また、全窒素に関しては、これまで家畜排せつ物や施肥が台地にしみこみ、地下を経由して時間遅れで肝属川に流出していた影

響がなくなり（「6.参考資料」P25～28 参照）、畜産環境センターの稼働等の施策効果が顕著に現れてくることが重要なポイントとなる。 

表-5.4.2 評価基準地点（河原田橋）の水質予測結果 

単位：mg/l 

 ５．行動計画の見直し（案）                                                 

5.4.5 水質予測結果  

（1）改訂のポイント 

 

 

 

 

 

（2）見直し内容 

 評価基準地点（河原田橋）において、目標年（H27）の水質予測結果は以下のとおりとなった。 

 ＢＯＤ：現状(H21)4.1mg/L に対して目標年(H27)には 2.9mg/L※となり、目標水質 3.0mg/L 以下を達成できる結果となった。 

 全窒素：現状(H21)7.0mg/L に対して目標年(H27)には 3.7mg/L※となり、目標水質 5.0mg/L 以下を達成できる結果となった。 
 
 
 
 

 

実績値 実績値 予測値 計画目標値 目標達成

BOD　　 （75％値） 4.5 4.1 2.9 3.0 ○

全窒素　（年平均値） 6.5 7.3 3.7 5.0 ○

水質項目
目標年
H27

計画策定時
H12

中間年
H21

・BOD・全窒素ともに汚濁負荷流出モデルを時点修正（施策進捗状況、負荷量原単位、中間年時点の現状再現）した。目標年の水質の予測計算を行った結果、「５．行動計画の見直し（案）」（P10～16 参照）に挙げた施策を

確実に実施すれば、BOD・全窒素ともに目標を達成できる結果となった。 

・ただし、目標を達成するためには、関係機関と住民による着実な諸施策の進捗が必要である。また、全窒素に関しては、これまで家畜排せつ物や施肥が台地にしみこみ、地下を経由して時間遅れで肝属川に流出していた

影響がなくなり、畜産環境センターの稼働等の施策効果が顕著に現れてくることが重要なポイントとなると考えられる。 

＜感度分析の結果について＞ 
・諸施策実施率が 90%の場合：BOD は 3.0mg/L、全窒素は 4.3mg/L の予測値となり、BOD はぎりぎりであるが、いずれも目標値を達成する予測となった。 

・諸施策実施率が 80%の場合：BOD は 3.1mg/L、全窒素は 5.0mg/L の予測値となり、全窒素はぎりぎり達成、BOD は達成できないという予測となった。 

・諸施策実施率が 70%の場合：BOD は 3.3mg/L、全窒素は 5.6mg/L の予測値となり、BOD、全窒素ともに目標値を達成できない予測となった。 
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図-6.1.2 家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促進に関する法律 

（出典：農林水産省ホームページ）

 6．参考資料                                                       

6.1 農業系窒素負荷の流出における時間遅れ（10 年程度）について 
 鹿屋市資料（平成 11 年度 鹿屋市環境調査報告書、平成 12 年 3 月）によると、「肝属川の窒素濃度の上昇は、多量の豚ふん尿の耕地還元やす掘によ

る地下への窒素流出による」と考察されている。 

 現時点では家畜排せつ物法の施行（図-6.1.2）、および畜産環境センターの稼働によりこの問題は解決されているが、窒素の改善が進んでいないのは、

耕地還元やす堀貯留による負荷が地下へ浸透し地下水を経由して肝属川へ流出することから、地上での施策時期に対して効果が時間遅れで発現するため

と推測される。 

 この時間遅れは、以下に示す①家畜頭数と全窒素濃度の経年変化および②文献による知見（独立行政法人農研機構の「河川流域における農業系窒素負

荷の流出における時間遅れ」）等から 10 年程度と推察される。 

 時間遅れを 10 年とすると、畜産系施策時期と耕地還元、す掘貯留による地下水経由の負荷の流出期間の関係は図-6.1.1 に示すとおりとなる。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  家畜頭数と全窒素濃度の経年変化 

 図-6.1.3 に肝属川全窒素濃度と家畜飼育頭数の推移を示す。家畜飼育頭数は昭和年代に増加傾向にあったのが平成元年以降か

ら横這い傾向となったのに対し、全窒素濃度は平成 9 年以降に横這い傾向となっており、全窒素濃度に対する河川水質の反応が

10 年程度遅れて連動しているように見受けられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

図-6.1.1 畜産系施策時期と耕地還元、す掘貯留による地下水経由の負荷の流出期間 

項目　　　　　　　　　　　　　　　平成・年 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

関連イベント

耕地還元、す掘貯留の状況

耕地還元、す掘貯留による負荷流出

H13.4

畜産環境センター

稼動開始

H11.11

家畜排せつ物法 施行

流出あり 流出なし

未解消

10年程度（地下水流出の時間遅れ期間）

中間評価年 最終評価年

解消

行動計画策定年

※H17 市町合併後の旧鹿屋市域数値は、H17 市町合併前後の比率より推算
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 6．参考資料                                                       

② 文献による知見 

 独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構から以下の報告がなされており、河川流域における農業系窒素負荷の流出における時間遅れは約 10 年と報告されている。 
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 6．参考資料                                                       

6.2 その他水環境（景観、親水）に関するアンケート調査について 

6.2.1 調査概要 

 肝属川流域のうち、肝属川水系水環境改善緊急行動計画

の対象範囲である河原田橋（評価基準点）より上流域に属

する町内会について調査を実施した。配布部数は 1,000 部

とし、505 部の回答がえられた（回収率 51％）。調査項目

及び質問内容は右表のとおりである。 

 
6.2.2 調査結果 

(1) 親水に対する評価 

 ①川に対する親しみについて 

・５年前と比較して、親しみを感じるようになった（とても感じる or 少し感じる）と答えた人は 498 人中 249 人と全体の半

数をしめ、感じない（感じない or あまり感じない）と答えた人は 43 人で、親しみを感じなくなった人より感じるように

なった人の方がかなり多い。 

・肝属川に親しみを感じるようになった理由は、「散策路や階段が整備された」を挙げた人が最も多く、全回答者数の半数以

上をしめたことから、水辺プラザの整備や環境に配慮した河川事業の実施効果が現れていると考えられる。 

 ②川を訪れる頻度について 

・５年前と比較して、川を訪れる頻度が増えた（とても増えた or 少し増えた）と答えた人は 490 人中 120 人をしめ、減った

（減った or 少し減った）と答えた人は 36 人で、川へ訪れる頻度が減った人より増えた人の方がかなり多い。 

・川を訪れる頻度が増えた理由についても、「散策路や階段が整備された」挙げた人が最も多く全回答者数の 37％をしめたこ

とから、水辺プラザの整備や環境に配慮した河川事業の実施効果が現れていると考えられる。 

③親水に関するまとめ 

・親水に関するアンケート調査結果から、肝属川の親水性は向上していると評価できる。 

(2) 景観に対する評価 

 ①景色について 

・５年前と比較して、景色がきれいになったと感じるようになった（とてもきれいになった or 少しきれいになった）と答

えた人は 484 人中 282 人と全体の半数以上をしめており、感じない（きたなくなった or 少しきたなくなった）と答えた

人は 27 人で、景色がきれいになったと感じなくなった人より感じるようになった人の方がかなり多い。 

・景色が良くなったと感じている理由は、「護岸や散策路が整備された」を挙げた人が 150 人と最も多く、全回答者数 281

人の半数以上をしめたことから、水辺プラザの整備や環境に配慮した河川事業の実施効果が現れていると考えられる。 

 ②ごみについて 

・５年前と比較して、ごみが減ったと感じるようになった（とても減った or 少し減った）と答えた人は 471 人中 326 人と

全体の約 7割を占めており、ごみが増えた（増えた or 少し増えた）と感じるようになったが人は 16 人で、ごみが増えた

と感じるようになった人より減ったと感じるようになった人の方がかなり多い。 

・肝属川をきれいにするためのいろいろな「イベントや広報活動の実施」が、ごみをなくすために有効な施策と考えている

人が多い。 
③景観に関するまとめ 
・景観に関するアンケート調査結果から、肝属川の景観は良くなっていると評価できる。 

調査項目 質問内容 

肝 属 川 へ

の親しみ

（親水）に

関 す る 調

査 

問１ 

問 2 

問 3 

問 4 

問 5 

問 6 

５年前と比較して肝属川に親しみを感じるようになりましたか？

親しみを感じるように理由は何ですか？ 

親しみを感じなくなった理由は何ですか？ 

５年前と比較して肝属川を訪れる頻度は増えましたか？ 

肝属川を訪れる頻度が増えた理由は何ですか？ 

肝属川を訪れる頻度が減った理由は何ですか？ 

肝 属 川 へ

の景色（景

観）に関す

る調査 

問１ 

問 2 

問 3 

問 4 

問 5 

５年前と比較して肝属川の景色はきれいになったと感じますか？

きれいになったと感じる理由は何ですか？ 

５年前と比較して肝属川のごみは減ったと感じますか？ 

減ったと感じる理由は何ですか？ 

ごみを無くすためにはどのような取り組みが必要と思いますか？

 

※赤字はアンケート項目の評価に直接結びつく質問 

調査項目および質問内容 

とても減った, 
127 人, 27%

少し減った, 
199 人, 42%

変わらない, 
129 人, 28%

少し増えた, 
10 人, 2%

増えた, 6 人, 
1%

５年前と比べて肝属川のごみは減ったか？

（回答者 471 人） 

とてもきれい

になった, 44 
人, 9%

少しきれいに

なった。, 238 
人, 49%

変わらない, 
175 人, 36%

少しきたなく

なった, 14 人, 
3%

きたなくなっ

た, 13 人, 3%

５年前と比べて肝属川の景色は

きれいになったか？

（回答者 484 人） 

とても感じる, 
53 人, 11%

少し感じる, 
196 人, 39%

変わらない, 
206 人, 41%

あまり感じな

い, 29 人, 6%

感じない, 
14 人

５年前と比べて親しみを感じるようになったか？

3%

（回答者 498 人） 

とても増えた, 
40 人, 8%

少し増えた, 
80 人, 17%

変わらない, 
334 人, 68%

少し減った, 
16 人, 3%

減った, 20 
人, 4%

５年前と比べて肝属川を

訪れる頻度は増加したか？

（回答者 490 人） 

0 人
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回答者数（景色がきれいになったと感じる理由）

（回答者 484 人）

0 人

50 人

100 人

150 人

200 人

取締りや罰則強化 清掃活動 イベントや広報活動 その他

回答者数（ごみをなくすための有効な施策）

（回答者 471 人）

0 人

50 人

100 人

150 人

200 人
回答者数（川を訪れる頻度が増えた理由）

（回答者 490 人）

0 人

50 人

100 人

150 人

200 人

回答者数（親しみを感じるようになった理由）

（回答者 498 人）
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6.3 家庭内排水対策の社会実験について 

 生活排水を下水道および合併浄化槽で処理していない一般家庭では、台所・風呂等の家庭雑排水を側溝等を通じて河川に排水されている。家庭雑排水による汚濁負荷を少なくする取り組みは河川水質の改善に寄与できる。一般家庭

に対して、家庭雑排水による負荷削減対策の取り組みを普及させる方法として、広報等の啓発のほか、実際に対策に取り組む社会実験を行うことが有効と考えられる。社会実験の目的は以下のとおりである。 
  【社会実験の目的】     ◆家庭雑排水による負荷削減対策の実施による住民意識の高揚効果の把握 

                ◆家庭雑排水による負荷削減対策の実施による水質改善効果の把握

 ・平成21年11/12（木） ～11/14（土）の朝、夕 

 ・平成21年11/19（木） ～11/21（土）の朝、夕 
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6.4 目標水環境及び施策のモニタリング結果の把握・確認方法の例 

① 目標水環境（水質）の達成状況の把握・確認 

モニタリング項目 実施対象機関（実施箇所） 把握・確認方法例 

水質 

BOD 
全窒素 
糞便性大腸菌

群数 
 

・国土交通省大隅河川国道事務所（河原

田橋、朝日橋、田崎橋） 
・鹿児島県環境林務部環境保全課（大園

橋） 
・鹿屋市市民環境部生活環境課（3号排
水路） 

 
（※モニタリング地点の 5 号排水路、
田崎第 4 樋管、新川第 9 樋管は傾向

の確認のみ。） 

BOD（75％値）、全窒素（年平均値） ：各主要モニタリング地点において、H27予測水質と H22時点の設定水質を直線補完して、各年度の計画水質を設定し、実 
績値と比較して改善状況を考察する。 

 
糞便性大腸菌群数          ：各主要モニタリング地点において、減少傾向にあるかを考察する。  

 

硝 酸 性 窒 素

（地下水） 

 

 

 

・鹿屋市市民環境部生活環境課（既存の

水道水源地（9地点）） 

 

地下水水質は、目標値を設定していないが、全

窒素の水質予測において「河川の窒素濃度に、

畜産系の負荷（す堀貯留・耕地還元）によって

上昇した地下水が関与していること」、および

「現行施策による負荷削減効果が地下水を経由

するため 10年遅れで発現すること」を前提とし
ていることから、地下水水質の動向は、全窒素

の水質目標値の達成において重要なため、モニ

タリングにより傾向を考察する。 
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年間臭気異常件数（国土交通省所管 3地点：河原田橋、朝日橋、田崎橋） 

モニタリング実施地点の水質月表/臭気 

0

2

4

6

8

10

12

14

16

H6年 H7年 H8年 H9年 H10年 H11年 H12年 H13年 H14年 H15年 H16年 H17年 H18年 H19年 H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年

臭
気
異
常
件
数
（
件
）

ルネⅡ策定

平成6年 平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

河原田橋 9 3 3 1 2 4 4 0 1 1 3 1 0 0 0 0

朝日橋 2 0 2 0 4 3 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1

田崎橋 3 1 3 2 3 1 1 0 1 2 2 0 0 0 0 0

年間合計 14 4 8 3 9 8 6 0 3 3 5 1 0 0 0 1

観測場所
年度
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② 目標水環境（その他の水環境）の改善状況の把握・確認 

 

モニタリング項目 実施対象機関（実施箇所） 把握・確認方法例 

臭い 
年間臭気異常

件数 

・鹿屋市市民環境部生活環境課 
（鹿屋市内 9地点） 
・鹿児島県環境林務部環境保全課 
（大園橋） 
・国土交通省大隅河川国道事務所 
（河原田橋、朝日橋、田崎橋） 
 
 

・ モニタリング実施地点の年間臭気異常件数について経年変化により傾向を考察する。 
 

色 透明度 

・国土交通省大隅河川国道事務所 
（河原田橋、朝日橋、田崎橋） 
・鹿児島県環境林務部環境保全課 
（大園橋） 
 

・ モニタリング実施地点の透明度について経年変化により傾向を考察する。 
 

田崎橋
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透視度（国土交通省所管 3地点：河原田橋、朝日橋、田崎橋） 
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モニタリング項目 実施対象機関 把握・確認方法例 

景観 

ごみの量 

・鹿屋市市民環境部生活環境課 
 

・ 肝属川クリーン作戦の参加者人数、収集ごみ量の実績について経年変化により傾向を考察する。 
 

景観に関する

アンケート実

施 

・国土交通省大隅河川国道事務所 
 
 

・ H22年実績と H27年の景観に関するアンケート結果を比較することで傾向を考察する。 
 
 
 
 
 
 

親水 
親水性に関す

るアンケート

実施 

・鹿屋市市民環境部生活環境課 
・国土交通省大隅河川国道事務所 
 

・ H22年実績 と H27年の親水性に関するアンケート結果を比較することで傾向を考察する。 
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ルネⅡ策定

肝属川クリーン作戦における収集ごみ量の実績

５年前と比べて親しみを感じるようになったか？

とても感じる,
372 人

少し感じる,
50 人

変わらない,
30 人

感じない,
 1 人

あまり感じな
い, 25 人

（例）
５年前と比べて肝属川を
訪れる頻度は増加したか？

とても増えた,
384 人

少し減った,
25 人

減った, 1 人

変わらない,
30 人

少し増えた,
50 人

（例）

川に対する親しみについて

（H22年：実績） 
川に対する親しみについて

（H27年：参考例） 
川を訪れる頻度について

（H27年：参考例） 
川を訪れる頻度について 
（H22年：実績） 

景色について（H27年：参考例） ごみについて（H27年：参考例）

５年前と比べて肝属川の景色は
きれいになったか？

変わらない,
30 人

少しきれいに
なった。, 50
人

きたなくなっ
た, 1 人

少しきたなく
なった, 25 人

とてもきれい
になった, 378

人

（例）
５年前と比べて肝属川のごみは減ったか？

とても減った,
365 人

少し増えた,
25 人 増えた, 1 人

変わらない,
30 人

少し減った,
50 人

（例）

５年前と比べて親しみを感じるようになったか？

とても感じる,
53 人

少し感じる,
196 人

変わらない,
206 人

あまり感じな
い, 29 人

感じない,
 14 人

５年前と比べて肝属川を
訪れる頻度は増加したか？

とても増えた,
40 人

少し増えた,
80 人

変わらない,
334 人

少し減った,
16 人

減った, 20 人

５年前と比べて肝属川の景色は
きれいになったか？

少しきれいに
なった。, 238

人

変わらない,
175 人

とてもきれい
になった, 44

人少しきたなく
なった, 14 人

きたなくなっ
た, 13 人

５年前と比べて肝属川のごみは減ったか？

とても減った,
127 人

少し減った,
199 人

変わらない,
129 人

少し増えた,
10 人

増えた, 6 人

景色について（H22年：実績） ごみについて（H22年：実績） 
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③施策の進捗状況の把握・確認 

施策の進捗 モニタリング項目 実施対象機関 把握・確認方法例 

生活

排水

対策 

下水道整備 ・下水道の整備率・

接続率 

・排水水質等の実績 
  

・鹿屋市上下水道

部下水道課 
・鹿児島県土木部

都市計画課 
 

a)下水道処理人口については、H27目標値と H22実績値を直線補完して各年度の計画処理人
口を設定し、実績値と比較して進捗状況を考察する。 
b)下水処理場の排水水質等の実績については、各年度ごとに収集した水質と流量から算出さ
れる負荷量について、大幅な増加などがないかチェックする。 
 

合併浄化槽の

普及、 

維持管理 

・合併浄化槽の基数 

・法定検査件数の実

績 

 

・鹿屋市上下水道

部下水道課 
・鹿児島県土木部

都市計画課 

a)合併浄化槽の整備基数をもとに合併浄化槽の普及人口を算定し、H27計画目標値と H22実績
値を直線補完して各年度の計画目標値を設定し、実績値と比較して進捗状況を考察する。 

b)合併処理浄化槽の処理排水の水質は良好に保たれているか、法定検査受検率の推移からチェッ
クする。 

 

家庭雑排水対

策による負荷

の削減 

・アンケートの実施

実績およびその

結果 

・鹿屋市市民環境

部生活環境課 
 

 家庭雑排水対策の取組みについては、対策に取り組ん

でいる人の割合が、計画策定時と比べて 20％増加する計
画としている。 
 よって、毎年実施する社会実験に合せて、日常の生活

雑排水対策の取組み状況についてアンケートを実施し、

この施策の進捗をチェックする。 

b)合併浄化槽整備基数及び合併浄化槽の法定検査件数実績 

家庭雑排水対策の全取組みの平均

62.0 62.6 

82.0 

38.0 37.4 

18.0 

0 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

70 

80 

90 

100 

H12策定時点 H22度中間評価時 H27度目標年

全
回
答
に
対
す
る
割
合
の
平
均
（％
）

現在取り組んでいる 現在取組んでいない

H22度実績
0.6％増

H27計画目標値
20％増

23.1

68.8

90.6

70.0 62.5

88.1 81.3

20.0

59.4

76.9

31.3

9.4

30.0 37.5

11.9 18.8

80.0

40.6

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

み
そ
汁
や
ラ
ー
メ
ン
等
の
残
り
汁
を

流
し
台
に
流
さ
な
い
よ
う
に
す
る

油
や
食
物
で
汚
れ
た
鍋
や
食
器
は
紙

な
ど
で
拭
き
と
っ
て
洗
う

使
え
な
く
な
っ
た
油
は
流
し
台
に
流

さ
な
い
よ
う
に
す
る

流
し
台
の
三
角
コ
ー
ナ
ー
に
水
き
り

ネ
ッ
ト
等
を
取
り
付
け
る

流
し
台
の
排
水
口
に
水
き
り
ネ
ッ
ト

等
を
取
り
付
け
る

洗
濯
、
台
所
、
風
呂
の
洗
剤
の
使
用
量

は
適
量
使
う

洗
濯
に
は
無
リ
ン
洗
剤
を
使
う

米
の
と
ぎ
汁
や
野
菜
等
の
洗
い
水
を

有
効
に
利
用
し
て
、
排
水
と
し
て
流

さ
な
い
よ
う
に
す
る

残
飯
が
川
に
流
れ
な
い
よ
う
に
庭
先

の
排
水
路
に
対
策
（
沈
澱
ま
す
、
ネ
ッ

ト
等
）
を
し
て
い
る

全
回
答
数
に
対
す
る
割
合
（
％
）

生活排水の処理方法が単独浄化槽、汲み取り、その他の家庭

現在取り組んでいる 現在取り組んでいない

家庭雑排水対策の取組み項目別状況（H12策定時点） 

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27
浄化槽基数 23,522
法定検査受検基数 5,641
法定検査受検率 24%
※浄化槽基数（合併浄化槽基数）（鹿屋市全体）

施設 項目 単位 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27
水質 mg/l 3.54
流量 m3/年 1,661,811
負荷量 kg/日 16.12
水質 mg/l 1.55
流量 m3/年 80,873
負荷量 kg/日 0.34

下水処理施設

し尿処理施設

※負荷量(kg/日)＝水質(mg/l)×流量(m3/年)/365/1000 

b)下水道処理場およびし尿処理場の排水水質実績

a)合併浄化槽普及人口計画目標値

12,400 13,383 14,367 15,350 16,333 17,317
18,300
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16,536
16,640 17,292 17,944 18,596 19,248 19,900
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5,000

10,000
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a)下水道処理人口計画値
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）

立入事業場

行政措置件数 改善命令

行政措置件数 行政指導

b)抜き打ち検査の実施件数と行政指導の件数

a)事業場からの排水水質実績 

BOD
（mg/ｌ）

全窒素
（mg/ｌ）

・
・
・
・

事業場2

水質

事業場1

事業者名 測定日

 6．参考資料                                                       

施策の進捗 モニタリング項目 実施対象機関 把握・確認方法例 

事業場排

水対策 

排水基準の遵

守 

・事業者への指導・

抜き打ち検査の

実施実績 

・排水水質実績 

 

・鹿児島県環境林

務部環境保全課 
・大隅地域振興局

衛生・環境課 

a)事業場の排水データに基づき排水基準の遵守状況等の把握
を行う。 
 
b)抜き打ち検査の実施件数と行政指導の件数およびその内容
について確認を行う。 

施肥対策 環境保全型農

業の推進 

・「農林水産物認証

（K-GAP）」の取得

者数 

・「エコファーマー

の認定」の認定者

数 

・鹿屋市農政部農

政水産課 
・鹿児島県農政部

農産園芸課 
・鹿児島県農政部

食の安全推進課 
・大隅地域振興局

農政普及課 

施肥の実態の把握ができないため、各種認証制度の認証件数を施肥対策

の負荷削減の指標として、施策の進捗を考察する。 

家畜排せ

つ物対策 

環境保全型畜

産の推進 

・家畜飼育頭数 

・畜産農家の自己処

理施設ごとの処

理水量、水質、家

畜飼育頭数の実

績 

・鹿屋市農政部畜

産林務課 
 
 

 畜産系の汚濁負荷量の大幅な増加がないか、家畜別頭数（豚、牛）の対象区域内頭数をチェックする。 
 
 
 
 
 
 
 適正処理を行っている畜産農

家の自己処理施設からの排水

量・水質と飼育頭数の実績値か

ら負荷量原単位の実績値を算出

し、水質予測に用いた原単位（計

画目標値）との比較により、施

設の運転状況が良好に保たれて

いるかチェックする。 

「農林水産物認証（K-GAP）」の取得者数及び「エコファーマーの認定」の認定者数
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11
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）

農林水産物認証（K‐GAP）
エコファーマーの認証者数

※原単位の計画値は豚の場合 

畜産自己処理施設の排出負荷原単位（kg/頭/日）

水質
（mg/ｌ）

負荷量
（kg/日）

水質
（mg/ｌ）

負荷量
（kg/日）

実績値 計画目標値 実績値 計画目標値
④/②/1000 ④/②/1000

・
・
・
・

4.2

全窒素

原単位
（g/頭/日）

③

事業者名 測定日

排水量

（m3/日）

④（①×③/1000）

事業場2

家畜頭数
（頭）

BOD

原単位
（g/頭/日）

事業場1

① ② ③ ④（①×③/1000）

12.8

家畜別頭数（豚、牛） 
H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

86,499 85,945

8,658 9,244牛

家畜頭数

豚
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 6．参考資料                      

6.5 水質浄化施設による浄化、排水路等での簡易な水質浄化                                  

施 策 内 容 
施策の実施主体 

（●実施主体、○主な支援・協力者） 

モニタリングの実施主体 
（●調査・とりまとめ、○資料提供） 

河
川
に
お
け
る
施
策 

 

流域住民 行政機関 民間機関 

流 
域 
住 
民 

鹿 
屋 
市 

鹿
児
島
県 

国
土
交
通
省 

民
間
機
関 

住
民 

住
民
団
体 

鹿 
屋 
市 

鹿 
児 
島 
県 

国 
土 
交 
通 
省 

JA 

地 
域 
事 
業 
場 

・排水路等での簡易
な水質浄化 

  ●  ○    ●    

・水質浄化施設によ
る浄化 

  ● ● ●    ●  ●  

実施主体・モニタリング部局 ： 鹿屋市市民環境部生活環境課、国土交通省大隅河川国道事務所 
H16 度策定時の行動計画 

排水の直接浄化と流域住民の水環境改善に関する啓発を目的として、水質汚濁の顕著な排水路等での水質浄化を検

討し、必要に応じて対策を講じます。 
水質浄化施設を設置することにより、汚れた川が浄化されることに加え、川が汚れていることを流域住民が知るこ

とによって住民の川への意識が変わる啓発効果も期待できます。施設の設置場所は、水質汚濁が顕著で、且つ人目

につく場所がよいと考えられます。 
 今後、関係機関や流域住民との協議を重ね、水質改善の効果等を考慮しながら検討を進める必要があります。 

進捗状況（中間評価） 
◆２号排水路浄化施設（鹿屋市） 
 ・H18年度に完成、H19.4から運用開始 
 ・ヤクルト式接触材浄化、植生浄化 
 ・容量 1,000m3、延長約 100m 
  （沈殿槽 2槽、浄化槽 4槽） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆簡易な水質浄化施設（国土交通省） 
 （３号排水路、５号排水路、田崎第４樋管） 
 ・H19年度に排水路にひも状接触材を敷設 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

◆肝属川上流浄化施設（国土交通省） 

 ・H21 年度に完成、H22 年度から運用開始。 

 ・曝気付接触酸化方式（ひも状接触材） 

 ・目標除去率 BOD70% 

 ・容量 曝気部約 360m3、泥溜部約 140m3 

 ・浄化効果のモニタリング計画（案） 

      項目：BOD,SS,T-N,T-P,DO など 

      頻度：稼動時期 1回/月 

                               

  

 b) 水質浄化施設による浄化、排水路等での簡易な水質浄化 

 
  水質浄化施設を設置することにより、汚れた川が浄化されることに加え、川が汚れていることを流域住民が知
ることによって住民の川への意識が変わる啓発効果も期待できます。鹿屋市、国土交通省では各地点に水質浄化
施設を設置しました。 
  今後は施設の効果が継続するように、適切な維持管理を行っていく必要があります。 

 

表－3.3.5 水質浄化施設の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 2回作業部会資料から抜粋

（H22.11.12） 

３号排水路 

５号排水路 田崎第４樋管 

２号排水路浄化施設 
２号排水路浄化施設の平均除去率は下記のとおりで、計画除去率を維持

できている。 

 平均 BOD 除去率（計画除去率） 

 ２号排水路：４４％（３０％） 

簡易な水質浄化施設の平均除去率は下記のとおりである。計画除去率を

達成できていない施設については、適切な維持管理を行う必要がある。

                 平均 BOD 除去率（計画除去率） 

            ３号排水路： ４.１％ （６％） 

            ５号排水路：１４.６％ （２１％） 

           田崎第４樋管：１０.２％ （３％） 
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簡易な水質浄化施設の浄化実績 

BOD BOD BOD

肝属川上流浄化施設（国土交通省） 

整備を行った肝属川上流浄化施設、２号排水路浄化施設、簡易な水質浄化施設の浄化機能が継続的に
確保されるよう、適切な維持管理を行います。 

浄化施設、排水路等の適切な管理 
①肝属川上流浄化施設の効果的、効率的な運転・維持管理方法の検討および維持管理計画書の作成を実施 
②２号排水路、簡易な水質浄化施設の定期的な清掃活動を実施 
③浄化機能確認のための定期水質調査を実施  

事業主体 完成年度 概要

鹿屋市 H18
ヤクルト式接触材浄化、植生浄化
容量1,000m3、延長約100m（沈殿槽2槽、浄化槽4槽）

３号排水路

５号排水路

田崎第４樋管

国土交通省 H21
曝気付接触酸化方式（ひも状接触材）
容量　曝気部約360m3、泥溜部約140m3

肝属川上流浄化施設（３号排水路）

排水路にひも状接触材を敷設

２号排水路浄化施設

簡易な水質浄化施設

名称・設置場所

国土交通省 H19

肝属川上流浄化施設（国土交通省）

２号排水路浄化施設（鹿屋市） 

簡易な水質浄化施設 ５号排水路（国土交通省） 
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肝属川水系肝属川水環境改善緊急行動計画

説明資料（パワーポイント用）

平成23年9月30日

国土交通省 大隅河川国道事務所

資料-4



1．清流ルネッサンスⅡについて



戦後の経済成長期に顕著となった大気、水質汚染等の対策として「公害対策基本法」（S42）、水質に関し
て「水質汚濁防止法」（S45）が策定、平成5年には、複雑化・地球規模化する環境施策の根幹を定める「環
境基本法」が定められ、公共用水域の水質についても改善がなされてきた。

環境基本法

（平成5年）

公
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
４
２
年
）

1．清流ルネッサンスⅡについて

１．１ 社会的背景



1．清流ルネッサンスⅡについて（１.１社会的背景）

一方で依然として汚濁が著しい河川・湖沼等が見られるため、平成5年に地元市町村等と河川管理者、下
水道管理者及び関係機関が一体となって、協議会を組織し、目標を定め、水環境改善事業を総合的、緊急
的かつ重点的に実施するアクション・プログラム「水環境改善緊急行動計画（清流ルネッサンス２１）」が創設
された。

水
環
境
改
善
緊
急
行
動
計
画

地
域
協
議
会

河川管理者
下水道事業者
市町村
関係機関

清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
21

河川事業

●水質汚濁防止法による排水規制
●水路などの水質浄化事業
●合併処理浄化槽の設置
●農業集落排水事業
●畜産排水対策
●生活排水対策
●美化清掃活動
●その他

下水道事業

市町村や
地域住民など
の取り組み

●河川浄化事業
●流水保全水路事業
●ダム事業による正常流量の確保
●ダム貯水池水質保全事業
●その他

●流域下水道事業
●公共下水道事業
●特定環境保全公共下水道事業
●都市下水道雑排水対策モデル事業
●その他



1．清流ルネッサンスⅡについて

清流ルネッサンス21に引き続き、平成13年

から「第二期水環境改善緊急行動計画（清

流ルネッサンスⅡ）」を創設し、清流ルネッサ

ンス21で目標を達成できなかった河川を含め

て全国34ヶ所を選定。

・肝属川は全国の河川・湖沼等の中から、新

たに追加された１2ヶ所のうちの1河川。

凡 例

清流ルネッサンス21からの対象河川(22ヶ所)

清流ルネッサンスⅡからの対象河川(12ヶ所)

１．２ 清流ルネッサンスⅡとは



2．肝属川水環境改善緊急行動計画の概要

（現計画の概要）



２．１ 計画対象区域

2. 現計画の概要

２．２ 計画目標年度

２．３ 当該河川において緊急的に改善を目指

す目標水環境

中間評価年 ： 平成２２年度

最終評価年 ： 平成２７年度

肝属川のキャッチフレーズ

清き流れの肝属川を 守り育てて子や孫に

※流域住民への公募で提案頂いたフレーズ（388件）を参

考にして、最終的に地域協議会で決定。

(1)目標とする水環境像

行動計画策定当時
はC類型であった
が、平成20年度か
らB類型に変更

河原田橋（水質観測所）

環境基準B類型

肝属川上流鹿屋市域

・現状基準年：平成12年度

・計画策定年：平成16年度



糞便性大腸菌群数の低減を図る。糞便性大腸菌群数

年平均値で5.0mg/L以下を満足する。全窒素 河原田橋

75%値で環境基準Ｂ類型(3.0mg/L以下)を満足する。ＢＯＤ

評価対象地点内 容項 目

朝日橋健全な水循環機構を保全するため、現状の河川流量を維持する。流 量

評価対象地点内 容項 目

不快なゴミ等がなく、安らぎと潤いを感じる河川景観を維持する。景 観

子供たちが安心して水際に近づけ、川に親しめる河川空間の創
出に努める。

親 水

多様な動植物の生息・生育環境を確保する。生物生息環境

水の透明感を確保する。色

管理区間全域

腐敗臭、異臭発生の低減を図る。臭 い

評価対象区間等内 容項 目

（2）目標水質

（3）目標流量

（4）その他目標水環境

2. 現計画の概要（２.３当該河川において緊急的に改善を目指す目標水環境）



２．４ 施策内容と役割分担

2. 現計画の概要

●●●●住民団体、NPOの活動・結成の支援等連携・支援

●●●●肝属川水環境、住民活動等の広報等広報

●●●●●清掃、水環境調査の実施等河川愛護

●●●●●環境学習会の実施等教育

●●●●●水環境シンポジウムの開催等イベント

ソフト面にお
ける施策

●●●●●●●雨水浸透施設の整備推進水循環改善策

●●●水質浄化施設による浄化

○●排水路等での簡易な水質浄化

●●水辺空間の整備
河川における
施策

●○○●●環境保全型畜産の推進家畜排せつ物対策

○○●●環境保全型農業の推進施肥対策

●●○○排水基準の遵守事業場排水対策

○○○○●家庭雑排水による負荷の削減

○○●合併浄化槽の普及、維持管理

●●●下水道整備

生活排水対策

汚濁負荷削減
策

地域
事業場

JA
国土
交通省

鹿児島
県

鹿屋市
住民
団体

住民

民間機関行政機関流域住民

役割分担
●：実施主体、○：主な支援・協力者

施策内容



① 汚濁負荷削減策

下水道および合併浄化槽が普
及しない対象地域の住民に対
して、台所等からの雑排水に
よる汚濁負荷の消滅策の実施を
促進していきます。

平成27年までに、人口8,100人
分の合併浄化槽の普及を目指
します。また、浄化槽を設置
している住民に対して、維持
管理の徹底を促進していきま
す。

平成27年までに、人口31,500人
分の処理を目指します。

○○●
合併浄化槽の普及、
維持管理

○○○○●
家庭雑排水による負
荷の削減

生活排水対策

●●●下水道整備

地域
事業場

ＪＡ
国土
交通省

鹿児島
県

鹿屋市
住民
団体

住民

民間機関行政機関流域住民

役割分担
●：実施主体、○：主な支援・協力者

施 策 内 容

2. 現計画の概要（２.４施策内容と役割分担）



平成21年までに、豚（89,500頭
分）、牛（8,300頭分）の排せつ
物の処理を目指すとともに、
環境保全型畜産を促進して
いきます。

有機質肥料・肥効調節型肥料
の利用や適正施肥の遵守を
促進していきます。

事業場からの排水水質の改
善のため、定期的に検査、指
導を実施します。

家畜排せつ物
対策

施肥対策

事業場排水
対策

●○○●●環境保全型畜産の推進

○○●●環境保全型農業の推進

●●○○排水基準の遵守

地域
事業場

ＪＡ
国土
交通省

鹿児島
県

鹿屋市
住民
団体

住民

民間機関行政機関流域住民

役割分担
●：実施主体、○：主な支援・協力者

施 策 内 容

2. 現計画の概要（２.４施策内容と役割分担）① 汚濁負荷削減策



排水路の直接浄化と地域住民の水環境改
善に関する啓発を目的として、水質汚濁の
顕著な排水路等での水質浄化を検討し、必
要に応じて対策を講じます。

現在、肝属川本川の鹿屋橋から山中橋の市
街地部において水辺プラザの整備が進めら
れています。支川下谷川や市街部の下流
（鹿屋橋～下谷川合流点）においても、必要
に応じて水質浄化及び親水機能を確保する
ための河川整備を検討していく予定です。

●●●水質浄化施設による浄化

○●
排水路等での簡易な

水質浄化

●●水辺空間の整備

地域
事業場

ＪＡ
国土交
通省

鹿児島
県

鹿屋市
住民
団体

住民

民間機関行政機関流域住民

役割分担
●：実施主体、○：主な支援・協力者

施 策 内 容

② 河川における施策

健全な水環境を悪化させないため、雨水浸
透・地下水かん養及び雨水の有効利用の
促進に努めます。

●●●●●●●
雨水浸透施設の
整備推進

地域
事業場

ＪＡ
国土
交通省

鹿児島
県

鹿屋市
住民
団体

住民

民間機関行政機関流域住民

役割分担
●：実施主体、○：主な支援・協力者

施 策 内 容

③ 水循環改善策

2. 現計画の概要（２.４施策内容と役割分担）



・住民と河川管理者が肝属川の管理を協働で進める
アダプト・プログラムを設立し、日常的な河川管理の
代役を務める住民団体、自治会、民間企業等の募
集を開始します。
・国土交通省ほか関係自治体が肝属川上流域の水
環境改善に貢献できる住民団体やNPOの新規結成、
既往団体の活動に対し積極的に支援し、住民団体
を統括できる組織づくりを目指していきます。

環境学習会、水環境調査、その他イベントの開催経
緯等の情報をインターネット、広報誌を使って肝属川
流域住民および全国に発信します。

肝属川の水環境の現状や水環境の改善方法を子供
たちや地域住民に学んでもらうため、住民団体や教
育機関が中心となって、環境学習会や水環境調査を
積極的に実施していきます。なお、活動の具体的方
法、活動拠点のあり方等については、今後、関係機
関が共同で検討し、適切に役割分担していきます。

－

●●●●●
清掃、水環境調査
の実施等

河川愛護

●●●●
肝属川水環境、住
民活動等の広報等

広 報

●●●●
住民団体、NPOの活
動・結成の支援等

連携・支援

●
●●●●

環境学習会の実施
等

教 育

●●●●●
水環境シンポジウム
の開催等

イベント

国土交
通省

鹿児島
県

鹿屋市
住民団
体

住民

行政機関流域住民

役割分担
●：実施主体、○：主な支援・協力者

施 策 内 容

④ ソフト面における施策

2. 現計画の概要（２.４施策内容と役割分担）



３号排水路

５号排水路
下谷川

下谷川
右岸水路

本川
左岸樋管

田崎第４
樋管

ブロック3

ブロック5

ブロック1

ブロック2
ブロック4

河原田橋

⑤対象範囲における主な施策イメージ

ひも状接触材

●鹿屋市畜産環境センター
※自前の処理施設を持たない
養豚農家の家畜排泄物を処
理（H13.4より稼働）

【住民】
生活排水対策（合併浄化槽
の普及等） ひも状接触材

イベントでのパネル展示による啓発

【JA・事業場（畑作）】
施肥の抑制

【鹿屋市】
水質浄化施設（２号排水路上流）

【国・県・市・住民】
水質改善へ向けた啓発（水辺
プラザ）

【国土交通省】
簡易水質浄化（５号排水路）【国土交通省】

簡易水質浄化（田崎第４樋管）

【鹿屋市】
下水道整備

【国土交通省】
簡易水質浄化（３号排水路）

【JA・事業場（畜産）】
・排水基準の遵守
・環境保全型畜産の推進（家
畜排泄物の鹿屋市畜産環
境センターへの持ち込み
等：笠野原台地）

【国土交通省】
水質浄化施設（ひも状接触
材を用いた曝気付きの浄化
施設）

2. 現計画の概要（２.４施策内容と役割分担）



3．最終評価年（H27年）までの予定および

中間評価の検討経緯



3．最終評価年（H27年）までの予定および中間評価の検討経緯

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成19年度

平成20年度

平成21年度

中間評価年
平成22年度
平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

最終評価年
平成27年度

水環境改善緊急行動計画策定

肝属川清流ルネッサンスⅡ
地域協議会

肝属川清流ルネッサンスⅡ
地域協議会

水環境改善行動成果の評価、施策の見直し等
（フォローアップ）

水環境改善行動成果の評価、施策の見直し等
（フォローアップ）

作業部会作業部会
報告 連携

水環境改善行動成果の総合評価
（フォローアップ）

水環境改善行動成果の総合評価
（フォローアップ）

肝属川清流ルネッサンスⅡ
地域協議会

肝属川清流ルネッサンスⅡ
地域協議会

作業部会作業部会
報告 連携

作業部会作業部会
報告 連携

作業部会作業部会
報告 連携

作業部会作業部会
報告 連携

作業部会作業部会
報告 連携 連携

作業部会作業部会
報告 連携

作業部会作業部会
報告 連携

作業部会作業部会
報告 連携

作業部会作業部会
報告 連携 連携
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3．最終評価年（H27年）までの予定および中間評価の検討経緯

H22.9.17

H23.2.18

第1回作業部会

第２回作業部会H22.11.12

第３回作業部会

●肝属川水環境改善緊急行動計画について
・既定計画の内容確認
●目標水環境の達成状況について
・水質、流量の現時点評価
●施策の進捗状況について
・関係機関への情報提供依頼

●施策の進捗状況、および目標年までの計画について（とりまとめ結果）
・関係機関からの報告
●目標年の水質予測について
●今後の施策、役割分担の見直しについて
・施策の進捗状況と課題について
・施策の見直し計画（案）

●目標年の水質予測について
・関係機関の意見を踏まえた負荷量等の見直し
●目標水環境（その他水環境）の達成状況について
・臭い・色・景観・親水・生物生息環境の現時点評価
●今後の施策、役割分担の見直しについて
・施策の進捗状況と課題について
・施策の見直し計画（案）
・モニタリング計画（案）



第４回作業部会H23.3.25

H23.9.30 地域協議会

H23.8.2 第５回作業部会

●肝属川水環境改善緊急行動計画 改訂版について
記載内容に関する協議

●今後の施策、役割分担の見直しについて
・施策の見直し計画（案）
・モニタリング計画（案）

●今後の施策、役割分担の見直し(再検討)について
・施策の見直し計画（案）
・モニタリング計画（案）
●行動計画の見直し（案）について
・目標水環境の達成状況（H22値の追加）
・水環境改善施策の進捗状況（H22値の追加）
・目標年の水質予測（前年度予測結果の再確認）

3．最終評価年（H27年）までの予定および中間評価の検討経緯



４．目標水環境の達成状況



4. 目標水環境の達成状況

評価基準地点（河原田橋）における目標水質に

対する中間評価年（H22）での達成状況と計画策

定時（H17.3）からの改善状況を評価した。

評価基準地点
（河原田橋）

鹿屋市役所

計画対象区域４．１ 水質
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①BODは、行動計画最終年（H27）の目標水質をH22時点で達成していない。

②全窒素は、行動計画最終年（H27）の目標水質をH22時点で達成していない。

目標 3mg/L以下

BOD75%値 河原田橋 行動計画策定
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目標 5mg/L以下

全窒素（平均） 行動計画策定河原田橋

4. 目標水環境の達成状況（４.１水質）

（1）目標水質の達成状況



③糞便性大腸菌群数は、近年（H21およびH22）は行動計画策定前（H15からH16）と比較して低い値を

示しているが、行動計画最終年（H27）の目標である「低減を図る」を達成しているとはいい難い。

4. 目標水環境の達成状況（４.１水質）（1）目標水質の達成状況
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BODについて、BOD75%値では計画策定前とほぼ同じであるが平均値でみると若干減少している。

BOD（河原田橋）

行動計画策定BOD：75%値

BOD：平均値、平均値（季別）

平均 5ヵ年平均（平均値）

平均（4-9月） 5ヵ年平均（ 4-9月）

平均（10-3月） 5ヵ年平均（ 10-3月）

(年)

75%値 5ヵ年平均（75%値）

4. 目標水環境の達成状況（４.１水質）

（2）改善状況の分析
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全窒素について、近年の策定前後で比較すると若干増加しているが、S50年代後半まで遡ってみると増加

から横ばいに転じている。

全窒素（河原田橋）

行動計画策定

全窒素（平均）

全窒素：平均値、平均値（季別）

河原田橋

平均 5ヵ年平均（平均値）

平均（4-9月） 5ヵ年平均（ 4-9月）

平均（10-3月） 5ヵ年平均（ 10-3月）

(年)

(年)

4. 目標水環境の達成状況（４.１水質）（2）改善状況の分析



糞便性大腸菌群数について、データ数が少ないなかでの評価になるが、横ばいもしくは若干の減少傾向

といえる。

4. 目標水環境の達成状況（４.１水質）（2）改善状況の分析
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高良橋の低水流量・渇水流量をみると、行動計画策定時（H17.3）の前後で大きな変化はなく、現状の河川

流量を維持し、目標を達成している。

行動計画策定鹿屋年雨量（国交省）

高良橋

5ヵ年平均
2，592

2，338

(年)

豊水流量 5ヵ年平均（豊水）

平水流量 5ヵ年平均（ 平水）

低水流量 5ヵ年平均（ 低水）

渇水流量 5ヵ年平均（ 渇水）

豊水流量：1年を通じて95日はこれを下らない流量 低水流量：1年を通じて275日はこれを下らない流量
平水流量：1年を通じて185日はこれを下らない流量 渇水流量：1年を通じて355日はこれを下らない流量

(年)

４．２ 流量

4. 目標水環境の達成状況



４．３ その他水環境

(1)臭い

5ヵ年平均 0.4件

(年)

5ヵ年平均 6.8件 行動計画策定
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4. 目標水環境の達成状況

国土交通省で実施している定期水質調査の調査項目となっている年間臭気異常件数でみると、行動計

画策定基準年以前の5ヵ年平均値（平成8年～12年）が6.8件であるのに対して、ルネⅡ計画策定後5ヵ年

平均値は0.4件と大幅に減少しており、このデータからは改善傾向を示しているといえる。



肝属川の水環境改善に関するアンケート調査結果

：臭いがすることを理由に挙げた人数

：臭い以外のことを理由に挙げた人数

：臭いがしなくなったことを理由に挙げた人数

：臭い以外のことを理由に挙げた人数

300 人 200 人 100 人 0 人 100 人 200 人 300 人

197 253 32

241 260 23

景色がきれいになったと感じない（23人） 景色がきれいになったと感じる（267人）

親しみを感じるようになった（222人）親しみを感じなくなった（35人）

4. 目標水環境の達成状況（４.３その他水環境）(1)臭い

参考に景観と親水に関する評価のために実施したアンケート調査（H22.12実施） ※の回答理由をみてみる

と、5年前と比較して景色がきれいになったと感じる理由として、臭いがしなくなったことを挙げている人が

267人中26人、親しみを感じるようになった理由として、臭いがしなくなったことを挙げている人が222人中25

人を占めており、この結果からも改善している傾向がうかがえる。

⇒臭いが改善される傾向が確かに見られるものの、実態として依然として臭いは感じられて

おり、さらなる改善が必要。



※肝属川の水環境改善に関するアンケート調査概要

①対象範囲：計画対象区域（肝属川上流鹿屋市域）

②調査期間：平成22年12月21日～平成23年1月11日

③調査方法：対象範囲の町内会長を通してアンケート用紙を無作為に1,000世帯に配布

④回収状況：配布した1,000部のうち、505部を回収（回収率51％）

５年前と比較して肝属川の景色はきれいになったと感じますか？
きれいになったと感じる理由は何ですか？
５年前と比較して肝属川のごみは減ったと感じますか？
減ったと感じる理由は何ですか？
ごみを無くすためにはどのような取り組みが必要と思いますか？

問1
問2
問3
問4
問5

肝属川への景
色（景観）に関
する調査

５年前と比較して肝属川に親しみを感じるようになりましたか？
親しみを感じるように理由は何ですか？
親しみを感じなくなった理由は何ですか？
５年前と比較して肝属川を訪れる頻度は増えましたか？
肝属川を訪れる頻度が増えた理由は何ですか？
肝属川を訪れる頻度が減った理由は何ですか？

問1
問2
問3
問4
問5
問6

肝属川への親
しみ（親水）に
関する調査

質問内容調査項目

4. 目標水環境の達成状況（４.３その他水環境）(1)臭い



(2)色

0
20
40
60
80
100

H7.1 H8.1 H9.1 H10.1 H11.1 H12.1 H13.1 H14.1 H15.1 H16.1 H17.1 H18.1 H19.1 H20.1 H21.1 H22.1

透
視
度
 (
㎝
)

0
20
40
60
80
100

H7.1 H8.1 H9.1 H10.1 H11.1 H12.1 H13.1 H14.1 H15.1 H16.1 H17.1 H18.1 H19.1 H20.1 H21.1 H22.1

透
視
度
 (
㎝
)

0
20
40
60
80
100

H7.1 H8.1 H9.1 H10.1 H11.1 H12.1 H13.1 H14.1 H15.1 H16.1 H17.1 H18.1 H19.1 H20.1 H21.1 H22.1

透
視
度
 (
㎝
)

ルネⅡ計画策定基準以前5ヵ年

分水路工事～H12.3 水辺プラザ工事H15.2～H20.2

行動計画策定
河原田橋

朝日橋

田崎橋

透視度の経年変化（国土交通省データ）

4. 目標水環境の達成状況（４.３その他水環境）

色に関しては、国土交通省の定期水質調査等で観測を行っているが、色の濃さの変化を定量的に評価す

ることが困難なため、色の変化に近く定量的に評価できる透視度で評価を行った。

この結果、行動計画策定(H17.3)前後で鹿屋分水路工事や水辺プラザ工事期間を除いてみると、透視度

は、いずれの３地点においても経年的に概ね良好な状況を維持しているといえる。

⇒色については、良好な状況を維持しているといえる。



(3)景観

とてもきれい

になった, 44 
人, 9%

少しきれいに

なった。, 238 
人, 49%

変わらない, 
175 人, 36%

少しきたなく

なった, 14 人, 
3%

きたなくなっ

た, 13 人, 3%

５年前と比べて肝属川の景色は

きれいになったか？

とても減った, 
127 人, 27%

少し減った, 
199 人, 42%

変わらない, 
129 人, 28%

少し増えた, 
10 人, 2%

増えた, 6 人, 
1%

５年前と比べて肝属川のごみは減ったか？

（回答者471人）（回答者484人）

※河原田橋上流域の1,000世帯を対象にＨ22年12月に実施。回収率51％。
（詳細は7.参考資料を参照）

景観に関するアンケート調査結果（H22.12実施）

・５年前と比較して、景色がきれいになったと感じるようになったと答えた人は全体の半数以上。

・ごみが減ったと感じるようになったと答えた人は全体の約7割。

4. 目標水環境の達成状況（４.３その他水環境）

⇒アンケートの結果からは、改善の傾向はみられるといえる。



(4)親水

とても増えた, 
40 人, 8%

少し増えた, 
80 人, 17%

変わらない, 
334 人, 68%

少し減った, 
16 人, 3%

減った, 20 
人, 4%

５年前と比べて肝属川を

訪れる頻度は増加したか？

※河原田橋上流域の1,000世帯を対象にＨ22年12月に実施。回収率51％。
（詳細は7.参考資料を参照）

（回答者490人）

とても感じる, 
53 人, 11%

少し感じる, 
196 人, 39%

変わらない, 
206 人, 41%

あまり感じな

い, 29 人, 6%

感じない, 
14 人

５年前と比べて親しみを感じるようになったか

3%

（回答者498人）

親水に関するアンケート調査結果（H22.12実施）

・５年前と比較して、親しみをとても感じるようになった、少し感じるようになったと感じると答えた人は全体の

半数。

・川を訪れる頻度がとても増えた、少し増えたと答えた人は25％を占め、減った、少し減ったと答えた人は7％。

4. 目標水環境の達成状況（４.３その他水環境）

⇒アンケートの結果からは、川へ訪れる頻度が減った人より増えた人の方が多いことから、改

善の傾向はみられるといえる。
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魚類の確認種数

4. 目標水環境の達成状況（４.３その他水環境）

＜魚類の確認種数＞

・H13とH18で比較すると、大園橋では新たにメダカ（絶滅危惧2類）およびトウヨシノボリが確認され、

・コイ科の確認種数も増加。

・宮下橋及び河原田橋上流約2.5km地点においては、魚類相全体では増減なしであるが、宮下橋で

・は、アユやトウヨシノボリなどの流水性を好む種の個体数が増加（アユ1→5個体、トウヨシノボリ

・0→17個体）。

⇒流水環境が維持されていると考えられる。



＜底生生物の確認種数＞

・底生生物の確認種数についてH12とH17で比較すると、各地点で増加しており、特に昆虫類の増加が

・みられ、河原田橋上流2.5km地点および大園橋では、シロタニガワカゲロウ、ニンギョウトビケラなどの

・きれいな水に生息する種がH17に出現している。

・底生生物の確認種数を生息環境（水のきれいさ）別にみると、各地点において、とてもきれいな水域と

・きれいな水域に生息する種の合計数は概ね増加し、とてもきたない水域ときたない水域に生息する種

・の合計数は概ね減少している。

4. 目標水環境の達成状況（４.３その他水環境）(5)生物生息環境

底生生物の確認種数

⇒生物生息環境については、若干改善している可能性があるといえる。

底生生物の生息環境別確認種数
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５．行動計画の見直し（案）



５.１ 各関係機関の取組み政策の見直し

（1）改訂のポイント

 ・水質について、BOD は平均値でみると若干減少しているが、行動計画最終年（H27）の目標水質（75％値で環境基準 B類型：3.0mg/L 以下を満足する）は H22 時点で達成していない。

また、全窒素は S50 年代後半まで遡ってみると増加から横ばいに転じている兆候はみられるものの、行動計画最終年（H27）の目標水質（年平均値で 5.0mg/L 以下を満足する）は

H22 時点で達成していない。 

・流量は、現状の河川流量を維持し目標を達成している。 

・その他水環境について、臭いは年間臭気異常件数でみると改善傾向が見られるものの実態として依然として臭いは感じられており、さらなる改善が必要である。また、色について

は、色の変化に近く定量的に評価できる透視度でみると、工事期間を除き良好な状況を維持している。景観および親水についてはアンケートの結果からみると改善の傾向がみら

れ、生物生息環境については、魚類及び底生生物の確認種数でみると横這いあるいは増加の傾向にあることから、若干の改善の可能性があるといえる。 

a) 下水道整備および合併浄化槽の普及、維持管理 
 
 
 
 
・下水道接続の促進策に関し、鹿屋市において、H23から接続を促す普及促進員を新たに配置する。 
 
 
 
 
・合併浄化槽の普及の促進策に関し、鹿屋市において実施していた設置費の補助金制度を継続するとともに、鹿

児島県として単独浄化槽撤去補助制度に H22 より県費を充当して強化を図る。 
・その他広報等として、これまで実施してきたホームページへの掲載、勉強会（出前講座等含む）、広報誌への

掲載、イベントでの広報などについて継続、若しくは強化して実施する。また、鹿屋市においては、H23 から

パンフレット（テキスト）を作成する。 
 

b)家庭雑排水による負荷の削減 

 
 
 
 
・各家庭における雑排水の負荷削減促進策として、鹿屋市において、各家庭における対策（汚れた食器を紙でふ

き取るなど）の必要性を周知する、モデル地区での社会実験を H23 から新たに年 1 回実施する。また、H17
から実施している家庭用廃油回収ポストの公民館等の設置についても継続して実施する。 

 
・その他広報等として、これまで実施してきたホームページへの掲載、勉強会（出前講座等含む）、広報誌への

掲載、イベントでの広報などについて継続、若しくは強化して実施する。また、鹿屋市においては、H23 から

パンフレット（テキスト）を作成する。 

a)下水道整備 

 
 
・下水道接続の促進策に関し、下水道の処理人口は行動計画策定時

点（H17年 3月）の目標処理人口 22,800人（H22度末）に対し、
中間年（H22 年度末）実績で 16,640 人であり、進捗が遅れている。

b)合併浄化槽整備 

 
 
 
 
・合併浄化槽の普及の促進策に関し、合併浄化槽の普及人口は行動

計画策定時点（H17年 3月）の目標処理人口 6,720人に対し、中
間年（H22 度末）で 10,650 人であり、当初計画における H27 度
目標 8,400人を約 2,200人上回っており、目標を達成している。

 

c)家庭雑排水による負荷の削減 

 
 
 
 
・家庭雑排水の負荷削減の促進策（イベント、勉強会、広報の強化）

に関し、家庭雑排水の負荷削減に関する社会実験を H21 年に実施

するとともに、家庭からの肝属川への廃食油流出抑制のための家

庭用廃食油回収ポストを鹿屋市内各所に設置し、適切に廃食油を

回収している。 
・その他イベント、勉強会、広報に関し、広報誌やホームページを

通して台所等での対策などの具体的な取組み内容を紹介し、家庭

雑排水対策の普及促進を行っている。 

行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の実施状況 見直し取組み施策 

 

 

生活排水

対策 

下水道整備 

合併浄化槽の 
普及，維持管理

家庭雑排水によ

る負荷の削減

汚濁負荷削減策 

中間評価時点に

おける目標水環

境の達成状況 

汚濁負荷削減策の

重点的な見直し 

平成２７年度までに、人口31,500人分の処理を目指します。 

平成２７年度までに、人口 8,400 人分の処理を目指します。ま

た、浄化槽を設置している住民に対して、維持管理の徹底を促進

していきます。 

下水道及び合併浄化槽が普及しない対象流域の住民に対して、台

所等からの雑排水による汚濁負荷の削減策の実施を促進していき

ます。 

平成２７年度において下水道整備の目標処理人口を31,500人から19,900人に削減しますが、合併浄化槽

の目標普及人口を 8,400 人から 18,300 人に増加し、下水道の処理人口の減分を合併浄化槽によりカバー

します。 

下水道及び合併浄化槽が普及しない対象流域の住民に対して、台所等からの雑排水による汚濁負荷の削減策の

実施を促進していきます。 



５.１ 各関係機関の取組み政策の見直し（(1)改訂のポイント）
 

 
 
 
・事業場排水の水質改善の促進策に関し、鹿児島県において、規制対象事業場（30m3/日以上）について立入調

査による監視・指導を計画的に実施し、畜産業と食料品製造業を監視・指導の重点業種として強化を図るとと

もに、未規制事業場（30m3/日未満）については、水質調査、現地指導を継続実施し、必要に応じて関係機関

と連携して立入調査を実施するなど監視・指導を強化する。また水質汚濁防止法改正に基づく自主検査の実施

と検査結果の県への報告について徹底を図る。 
  鹿屋市においては、不法投棄監視が主目的であった環境パトロールの役割について H23から新たに河川・排

水路等の水環境監視まで拡張する。また、定点での環境状況の調査を目的として実施している環境監視員によ

る調査の頻度や記録について H23 から見直して強化する。 
・その他広報誌等として、これまで実施してきたホームページへの掲載や広報誌への掲載を継続・強化して実施

する。また、鹿屋市においては、H23から研修会・配布用に使えるパンフレット（テキスト）を作成する。 

 
 
 
 
・地下浸透負荷削減の促進策に関し、鹿屋市、鹿児島県において、有機質肥料施用の推進等により窒素負荷削減

に寄与できる「かごしまの農林水産物認証（K-GAP）」の取得農家や「エコファーマー」の認定農家を拡大して

実施中。 
・また、鹿屋市、鹿児島県が連携し、適正施肥や良質堆肥の生産と施用による土づくりを推進する「県環境保全

型農業確立推進本部」を設置するとともに、「大隅地域環境と調和した農業推進研修会」等を開催しておりこ

れを継続する。さらに、鹿屋市においては良質堆肥や完熟堆肥の生産・施用、減化学肥料を農家に普及促進す

る土壌診断員の育成にも力をいれる。 
・その他広報等として、これまで実施してきたホームページへ掲載や広報誌の継続・強化して実施する。また、

鹿屋市においては、H23 から研修会・出前講座などに使えるパンフレット（テキスト）を作成する。 

 
 
 
・事業場排水の水質改善の促進策に関し、規制対象事業場（30m3/日

以上）の排水基準値の遵守のための監視・指導、未規制事業場

（30m3/日未満）への関係機関と連携した立入調査等を実施すると

ともに、未規制事業場に対し、水質汚濁防止法に基づく届出時に

自主検査の指導を行うなどの取組みを行っている。なお、環境監

視員を配置し、異常排水の監視や川の状況や不法投棄の監視など

の取組みを実施している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・排水水質・排水量の調査及び基準超過者への行政指導に関しては、鹿屋市において、未規制事業場に対する家

畜排泄物処理施設の改善方法、水質調査方法の指導を継続・強化して実施する。 
・家畜排泄物の不適切な処理に対する指導に関しては、鹿屋市においてパトロールや定点監視を継続・強化して

実施する。なお、巡回指導に関しては、県家畜保健所が主体となり関係機関と連携して実施する。 
・また、鹿屋市において、管理簿により自己処理業者の施設の稼働状況管理を H23 から新たに実施。 
・鹿児島県においては、家畜排泄物処理施設整備に対する補助事業やリース事業による支援を実施しているとこ

ろであり、これを継続する。また、環境汚染防止や家畜排泄物の適正な管理等について、県、市、畜産農家な

どが意見交換を行う「環境保全型畜産推進協議会」を継続して開催する。 
・その他広報等として、鹿屋市において畜産環境週間を H17 から設けて、畜産環境センターの見学会等を実施し

ている。また、鹿児島県においては「畜産環境アドバイザー育成研修会」への参加を推進するなど技術員の育

成に力を入れている。ホームページについては、鹿屋市のホームページに新たにコーナーを設置する。 

 
 
 
 
・環境保全型農業の推進に関し、環境保全型農業推進協議会、K-GAP

等推進説明会、土づくり講習会、大隅地域環境保全型農業推進研修

会を開催している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・環境保全型畜産の推進に関し、不適切処理の解消のため、行動計画

策定時点（H17 年 3 月）の目標処理頭数豚 89,500 頭分、牛 8,300
頭分（H21度末）の排せつ物の処理を目指すという目標に対し、中
間年（H22年 1 月）実績で豚（97,500頭分）、牛（8,200頭分）の
排せつ物の処理を完了している。なお、畜産環境パトロール員を配

置し、畜産環境の調査指導を実施するとともに、自前の処理施設を

持たない養豚農家では家畜排せつ物を畜産環境センター（処理・堆

肥化施設）へ搬出している。 

事業場排

水対策 
排水基準 
の遵守 

施肥対策 環境保全型 
農業の推進 

家畜排せ

つ物対策 
環境保全型 
畜産の推進 

行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策 見直し取組み施策 汚濁負荷削減策 

事業場からの排水水質の改善のため、定期的に検査，指導を実施

します。 
事業場からの排水水質の改善のため、定期的に検査，指導を実施します。 

有機質肥料・肥効調節型の利用や適正施肥の遵守を推進していき

ます。 
エコファーマー認定や農林水産物認証制度の推進、研修会の開催等をとおして、窒素の地下浸透負荷削減に配

慮した環境保全型農業を推進します。 

平成 21 年までに豚（89,500 頭分）、牛（8,300 頭分）の排せ

つ物の処理を目指すとともに、環境保全型畜産を推進していきま

す。 

家畜排せつ物法に基づき整備が完了した処理施設について、適正な処理が行われるよう努めます。具体

的には、処理施設の排水水質調査や処理施設の維持管理の指導、畜産環境パトロール員による監視を定

期的に継続して行います。 

牛については、家畜排せつ物法の対象とならない畜産業者に対しても、家畜排せつ物の適正管理を指導・

助言するとともに、水環境意識が向上するよう啓発します。 

豚については、自己処理施設で処理していない業者の家畜排せつ物が、畜産環境センターへ確実に搬出

され、処理がなされるよう徹底します。 



（2）生活排水対策

a)下水道整備

行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の

目標

平成27年度までに、人口31,500人分の処理
を目指します。

５.１ 各関係機関の取組み政策の見直し

a)下水道整備
（H22末時点の実績は16,640人であり、計画時策
定時におけるH22末時点の処理人口22,800人に
対して遅れている。）

行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の

実施状況
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整備実績

将来計画の見通し

処理人口10,786人（平成15年度実績）

計画処理人口31,500人（計画目標年 平成27年）

計画処理人口22,800人（中間評価年 平成22年）

処理人口16,640人（平成22年度実績）

下水道整備の実績と将来目標値



b)合併浄化槽整備

行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の

目標

５.１ 各関係機関の取組み政策の見直し（(2)生活排水対策）

平成27年度までに、人口8,400人分の処理
を目指します。また、浄化槽を設置している
住民に対して、維持管理の徹底を促進して
いきます。

b)合併浄化槽整備
（H21度末時点で12,400人が普及しており、目標
を既に達成している。）

行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の

実施状況

8,400H27年末目標

12,400H21年末実績

普及人口（人）対象年

合併浄化槽の実績と将来目標値



a)下水道整備

b)合併浄化槽整備

行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の

目標

平成27年度までに、人口31,500人分の処理
を目指します。

a)下水道整備および合併浄化槽の普及、維持管理

見直し取組み施策の

目標

平成27年度において下水道整備の目標処理人
口を31,500人から19,900人に削減しますが、合併
浄化槽の目標普及人口を8,400人から18,300人
に増加し、下水道の処理人口の減分を合併浄化
槽によりカバーします。

５.１ 各関係機関の取組み政策の見直し（(2)生活排水対策）

平成27年度までに、人口8,400人分の処理
を目指します。また、浄化槽を設置している
住民に対して、維持管理の徹底を促進して
いきます。

見直し取組み施策

合併浄化槽の実績と将来目標値

18,300H27年末目標

12,400H21年末実績

普及人口（人）対象年
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処理人口16,640人（平成22年度実績）

計画処理人口19,900人（計画目標年 平成27年度）

整備実績

将来計画の見通し

下水道整備の実績と将来目標値

b)合併浄化槽整備

a)下水道整備



５.１ 各関係機関の取組み政策の見直し（(2)生活排水対策）

行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の

実施状況

見直し取組み施策

下水道接続の促進策
（計画策定時の計画（H17.3）に定められてい
ない。）

下水道接続の促進策
①鹿屋市において、下水道整備区域内の未接続者
に接続を促す訪問活動のための普及促進員をH22
から配置
②鹿屋市において、下水道整備率と接続率をホー
ムページでH23から定期的に公表（年１回更新）
下水道整備に関するイベント、勉強会、広報の強化
①生活排水対策に関するイベント、勉強会の実施
・鹿屋市において、下水道のしくみ、下水道整備
の必要性等を理解してもらう勉強会をH23から開催
・鹿児島県において、下水道のしくみ、下水道整
備の必要性等を理解してもらうかごしま県政出
前セミナーを継続して実施

②広報手段の強化
・鹿屋市において、ホームページに下水道普及促
進に関するコーナー掲載を継続して実施
・鹿児島県において、ホームページに県内の市町
村別汚水処理人口普及率掲載を継続して実施
・鹿屋市において、広報誌の下水道普及促進記事
掲載を継続して実施
・鹿屋市において、イベントでの接続工事補助制
度チラシ配布等による普及啓発をH23から実施

下水道整備に関するイベント、勉強会、広報
の強化
（計画策定時の計画（H17.3）に定められてい
ない。）



行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の

実施状況
見直し取組み施策

５.１ 各関係機関の取組み政策の見直し（(2)生活排水対策）

合併浄化槽普及の促進策
（計画策定時の計画（H17.3）に定められて
いない。）

合併浄化槽普及の促進策

①鹿屋市において、合併浄化槽の設置費につい

て補助金制度を継続して実施

②鹿児島県において、単独浄化槽の撤去費用に

ついて、H22から県費を充当することにより補

助制度を強化



５.１ 各関係機関の取組み政策の見直し（(2)生活排水対策）

行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の
実施状況

見直し取組み施策

合併浄化槽普及に関するイベント、勉強
会、広報の強化
（計画策定時の計画（H17.3）に定めら
れていない。）

合併浄化槽普及に関するイベント、勉強会、広報の強化

①生活排水対策に関するイベント、勉強会の開催

・鹿児島県において、肝属川の水環境や合併浄化槽

のしくみ、合併浄化槽整備の必要性を理解してもら

うかごしま県政出前セミナーを継続して実施

②広報手段の強化

・鹿屋市において、普及促進のパンフレットをH23から

作成・活用

・鹿屋市において、ホームページに合併浄化槽普及促

進に関するコーナー掲載を継続して実施

・鹿児島県において、ホームページの合併浄化槽普及

促進に関するコーナーをH23からさらに充実

・鹿屋市において、広報誌への合併浄化槽普及促進記

事掲載をH23から実施

・鹿児島県において、広報誌への合併浄化槽普及促進

記事の記載回数を2回/年からH23以降5回/年へ増加



行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の

実施状況
見直し取組み施策

①生活排水対策に関するイベント、勉強会の
開催

・家庭雑排水の負荷削減に関する社会実験

をH21年に実施。（市）

・家庭からの肝属川への廃食油流出抑制の

ための家庭用廃食油回収ポストを鹿屋市

各所に設置し適切に廃食油を回収してい

る。（市）

５.１ 各関係機関の取組み政策の見直し（(2)生活排水対策）

①生活排水対策に関するイベント、勉強会の開催

・鹿屋市において、家庭雑排水対策（汚れた食器を

紙でふきとるなど）の必要性を知ってもらうため、モ

デル地区での社会実験をH23以降年1回実施

・鹿屋市において、家庭用廃食油回収ポストを公民

館等に継続して設置

・鹿屋市において、生活排水対策や水環境に関す

るイベント等（自然観察会1回/年、環境フェスタ

1回/3年、肝属川クリーン作戦1回/年）を継続し

て実施

・鹿屋市において、肝属川の水環境や家庭雑排水

対策の必要性を理解してもらう勉強会（出前講座）

を継続して実施

家庭雑排水の負荷削減の促進策（イベント、
勉強会、広報の強化）

家庭雑排水の負荷削減の促進策（イベント、勉強会、

広報の強化）



行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の

実施状況
見直し取組み施策

５.１ 各関係機関の取組み政策の見直し（(2)生活排水対策）

②広報手段の強化

・鹿屋市において、訪問活動や出前講座にも使え

る家庭雑排水対策の普及促進のパンフレット（テ

キスト）をH23から作成・活用

・鹿屋市において、ホームページに家庭雑排水対

策の普及促進に関するコーナーをH23から設置

・鹿屋市において、広報誌への家庭雑排水対策

の普及促進記事の記載回数を1回/年から2回

/年に増加

②広報手段の強化
（計画策定時の計画（H17.3）に定められて
いない。）



５.１ 各関係機関の取組み政策の見直し（(2)生活排水対策）

①家庭内排水対策の社会実験について



５.１ 各関係機関の取組み政策の見直し（(2)生活排水対策）①家庭内排水対策の社会実験について

・平成21年11/12（木） ～11/14（土）の朝、夕

・平成21年11/19（木）～11/21（土）の朝、夕



５.１ 各関係機関の取組み政策の見直し（(2)生活排水対策）①家庭内排水対策の社会実験について

平均でみると、実施前より実施中のBODが5mg/L減少

して水質がきれいになったことが確認できました。



５.１ 各関係機関の取組み政策の見直し（(2)生活排水対策）

行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の

実施状況

現在取組んでいる

現在取組んでいない

家庭雑排水の負荷削減の取組み状況
（H12及びH22度のアンケート結果より）

H22度はH12
度に比べ取
組み状況が
0.6%上昇

62.0 62.6

38.0 37.4
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H12度策定時 H22度中間評価時

全
回
答
に
対
す
る
割
合
の
平
均
（
％
）

H22度実績

見直し取組み施策

家庭雑排水の負荷削減の取組み状況と将来目標値

現在取組んでいる

現在取組んでいない

62.6

82.0

37.4

18.0
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H22度中間評価時 H27度目標年

全
回
答
に
対
す
る
割
合
の
平
均
（
％
）

H27度計画目標値

H27度はH22度に
比べ取組み状況
が19.4%以上の上
昇を目指す

下水道及び合併浄化槽が普及しない流域の住民に対して、台所等からの雑
排水による汚濁負荷の削減策の実施を促進していきます。

行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の

目標＜継続＞



５.１ 各関係機関の取組み政策の見直し

（3）事業場排水対策

行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の

実施状況
見直し取組み施策

事業場排水の水質改善の促進策

①規制対象事業場の規制遵守（県）

水質汚濁防止法及び鹿児島県公害防止条例によ

る規制対象事業場に対して定期的に事業場へ立

入調査を実施し、排水基準値を遵守するように監

視・指導を行っている。

②公害防止協定の遵守及び新規締結（県）

（肝属川水系で、協定締結した事業場はない。）

③未規制事業場の排水負荷削減対策（県）

小規模事業場排水対策の現地指導により、当該施

策を実施している。

④事業者に対する意識啓発（県）

でん粉工場については、毎年度排水処理研修会

を実施するほか、小規模事業場については、関係

機関と連携し立入指導を行うなど事業者への意識

啓発を行っている。また、水質汚濁防止法の届出

時に自主検査の指導を行っている。

⑤環境監視員の設置（市）

環境監視員を15名配置し、当該施策を実施してい

る。

事業場排水の水質改善の促進策

①鹿児島県において、規制対象事業場（30m3/日以上）

の排水基準遵守のため、立入調査による監視・指導を

計画的に実施し、畜産業と食料品製造業を監視・指導

の重点業種として強化を図る。

②鹿児島県において、未規制事業場（30m3/日未満）の

排水負荷量削減のための水質調査及び現地指導を継

続実施するほか、必要に応じて関係機関と連携して立

入調査等を実施するなど監視・指導を強化する。

③鹿児島県において、水質汚濁防止法改正に基づく自

主検査の実施と検査結果の県への報告について徹底

を図るなど、事業者に対する意識啓発を図る。

④鹿屋市において、不法投棄監視が主目的であった環

境パトロールの役割について、H23から河川・排水路等

の水環境監視まで拡張する。

⑤鹿屋市において、定点での環境状況の調査を目的とし

て実施している環境監視員の調査に関し、調査結果の

記録頻度を不定期から定期で実施するように見直す。

また、H23から調査結果記録様式を調査項目別（臭い、

色、景観など）に区分して記録する。



行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の

実施状況
見直し取組み施策

５.１ 各関係機関の取組み政策の見直し（(3)事業場排水対策）

事業者等に対するイベント、勉強会、広報の強化

（計画策定時の計画（H17.3）に定められていな

い。）

事業者等に対するイベント、勉強会、広報の強化

・鹿屋市において、研修会や配布用に使える事

業場排水対策パンフレット（テキスト）をH23から

事業者に作成・活用

・鹿屋市において、ホームページに事業場の排

水基準の遵守に関するコーナーをH23から設置

・鹿児島県において、ホームページに事業場の

排水基準に関するコーナーをH23から内容を充

実して強化

事業場からの排水水質の改善のため、定期的に検査、指導を実施します。

行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の

目標＜継続＞



行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の

目標
見直し取組み施策の目標

（3）施肥対策（環境保全型農業の推進）

エコファーマー認定や農林水産物認証制度の推
進、研修会の開催等をとおして、窒素の地下浸
透負荷削減に配慮した環境保全型農業を推進し
ます。

有機質肥料・肥効調節型の利用や適正施肥
の遵守を推進していきます。

５.１ 各関係機関の取組み政策の見直し

行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の

実施状況

地下浸透負荷削減の促進策
（計画策定時の計画（H17.3）に定められていない。）

農家に対するイベント、勉強会、広報の強化
①環境保全型農業に関するイベント、勉強会の開催

・環境保全型農業推進協議会、K-GAP等推進説明

会、土づくり講習会、大隅地域環境保全型農業推

進研修会を開催している。

環境と調和した農業推進研修会の様子

見直し取組み施策

地下浸透負荷削減の促進策
・鹿屋市、鹿児島県において、有機質肥料施用の推進等

により窒素負荷削減に寄与できる「かごしまの農林水産

物認証（K-GAP）」の取得農家や「エコファーマー」の認

定農家を継続して拡大

農家に対するイベント、勉強会、広報の強化
①環境保全型農業に関するイベント、勉強会の開催

・鹿屋市において、良質堆肥や完熟堆肥の生産・施用、

減化学肥料を農家に普及促進する土壌診断員の育成・

配置を継続して実施

・鹿屋市、鹿児島県において、適正施肥や良質堆肥の生

産と施用による土づくりを推進する「県環境保全型農業

確立推進本部」を設置



行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の

実施状況
見直し取組み施策

②広報手段の強化

（計画策定時の計画（H17.3）に定められてい

ない。）

②広報手段の強化

・鹿屋市において、研修会や出前講座に使える適

正施肥や良質堆肥の生産・施用に関するパンフ

レット（テキスト）をH23から作成・活用

・鹿屋市において、ホームページに環境保全型農

業に関するコーナーをH23から設置

・鹿児島県において、ホームページに環境保全型

農業に関するコーナーを設置

・鹿児島県において、大隅地域振興局農政普及

課で発行する「普及だより」等を活用し、環境負

荷軽減への取組の啓発を実施

５.１ 各関係機関の取組み政策の見直し（(3)施肥対策（環境保全型農業の推進））



行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の

目標

（4）家畜排せつ物対策（環境保全型畜産の推進）

平成21年までに豚（89,500頭分）、牛（8,300
頭分）の排せつ物の処理を目指すとともに、
環境保全型畜産を推進していきます。

５.１ 各関係機関の取組み政策の見直し

平成22年1月現在で、豚(97,500頭分) の排せつ物
の処理を完了している。

中
間
評
価
年

ま
で
に
完
了
し
た
施
策

(H22)

行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の

実施状況①

36,300頭

畜産環境
ｾﾝﾀｰで処
理

H22.1 0頭61,200頭実績

処理なし
(小規模家
畜)

自己処理

豚

対象年

8,200頭

適正処理
(素掘り，野積みの解消，
処理施設の整備)

H22.1
800頭（法
対象外）

実績

処理なし

牛（肉用牛、乳用牛）

対象年

鹿屋市畜産環境センター全景写真

鹿屋市では、自前の処理施設を持たない養豚農家

の家畜排せつ物を処理、堆肥化する畜産環境セン

ターを平成13年4月から稼働させている。平成22年1月現在で、牛(8,200頭分)の排せつ物の
処理を完了している。

行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の

実施状況②



行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の
実施状況

見直し取組み施策

畜産農家に対する水質改善の促進策

①畜産環境パトロール員の配置（市）毎年、

畜産環境パトロール員を配置し、畜産環

境の調査指導などを実施している。

畜産農家に対する水質改善の促進策

①鹿屋市において、排水水質・排水量の調査及び基準超過者

への行政指導の強化について未規制事業場（30m3/日未満）

に対する家畜排せつ物処理施設の改善方法、水質調査方法

の指導を今後も継続して実施

②鹿屋市において、家畜排せつ物の不適切な処理に対する巡

回指導等を行う畜産環境パトロールを更に充実して実施

③鹿屋市において、畜産環境パトロール員による定点監視につ

いて、新たに監視強化ポイントを設置して実施

④畜産農家に対する家畜排せつ物の適正な処理に関する巡回

指導を、鹿児島県の家畜保健衛生所が主体となり、関係機関と

連携して実施

⑤鹿屋市において、立入調査時以外の施設の稼働状況の管理

のため、全自己処理業者の処理施設管理簿への記録をH23か

ら実施

⑥鹿児島県において、家畜排せつ物処理施設の整備に対する

補助事業やリース事業による支援を実施

⑦畜産経営による環境汚染防止、家畜排せつ物の適切な管理、

利用促進対策に関し、県、市、畜産農家などが検討・意見交換

を行うための「環境保全型畜産推進協議会」を鹿児島県にお

いて実施

５.１ 各関係機関の取組み政策の見直し（(4)家畜排せつ物対策（環境保全型畜産の推進））



畜産農家等に対するイベント、勉強会、広報

の強化

①家畜排せつ物利用農地届出制度の実施（市）

家畜排せつ物利用農地の届出により把握して

いる。

②畜産環境週間の設置（市）

畜産農家の環境に対する理解を深めるため特

別に環境対策強化週間を設け、各種広報活

動、現地巡回指導等を行っている。

行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の

実施状況
畜産農家等に対するイベント、勉強会、広報の強化

①環境保全型畜産に関するイベント、勉強会の開催

・鹿屋市において、畜産農家（未規制事業含

む）への水質調査および現地指、および処

理施設（畜産環境センター）見学会等を重

点的に実施する畜産環境週間を実施

・鹿児島県において、糞尿処理に関する現地

指導や相談窓口の強化を図ることを目的に、

技術員等に対し，(財)畜産環境整備機構が

開催する「畜産環境アドバイザー育成研修

会」への参加を推進するなど技術員の育成

を実施

・鹿屋市において、処理施設(畜産環境セン

ター)見学会を実施

②広報手段の強化

・鹿屋市において、ホームページに環境保全型

畜産に関するコーナーをH23から設置

見直し取組み施策

５.１ 各関係機関の取組み政策の見直し（(4)家畜排せつ物対策（環境保全型畜産の推進））



行動計画策定時点（H17.3）の取組み施策の

目標

見直し取組み施策の

目標

平成21年までに豚（89,500頭分）、牛（8,300
頭分）の排せつ物の処理を目指すとともに、
環境保全型畜産を推進していきます。

家畜排せつ物法に基づき整備が完了した処理

施設について、適正な処理が行われるよう努

めます。具体的には、処理施設の排水水質調

査や処理施設の維持管理の指導、畜産環境

パトロール員による監視を定期的に継続して

行います。

牛については、家畜排せつ物法の対象となら

ない畜産業者に対しても、家畜排せつ物の適

正管理を指導・助言するとともに、水環境意識

が向上するよう啓発します。

豚については、法定外（処理なし・小規模家

畜）業者からの家畜排せつ物が、畜産環境セ

ンターへ確実に搬出され、処理がなされるよう

引き続き徹底します。

５.１ 各関係機関の取組み政策の見直し（(4)家畜排せつ物対策（環境保全型畜産の推進））



５.２ 目標水環境の達成（改善）状況のモニタリングについて

（a）水質

水質モニタリング項目や地点等の変更はなし。

国県市

―●―本川
年12
回

大園橋

●――

本川

下谷
川

年12
回

朝日橋、田崎橋

――●―
年12
回

5号排水路、田崎第4樋管、新川第9樋管
その他排水量の多い主要
樋管

――●―
年12
回

3号排水路

――●―年1回
既存の水道水源地(現在取水していない井戸・湧水も含む)

一般井戸の硝酸性窒素濃度

硝酸性
窒素

地下
水

●――本川

年48
回

程度

河原田橋

（目標達成の評価基準地点）

汚濁負荷量把握のための
評価地点（対象区域分割ブ
ロックの排水末端部）

BOD

全窒素

糞便性
大腸菌
群数

河川

モニタリング

実施者
該当

河川
頻度モニタリング地点項 目対 象



５.２ 目標水環境の達成（改善）状況のモニタリングについて

正確な汚濁流出負荷量を把握することを目的として新
たに大園橋、3号排水路において流量をモニタリングする。

(b) 水量

大正橋

田崎橋

朝日橋

3号排水路

大園橋

●－－－年12回３号排水路

－●－本川年12回大園橋

●－－下谷川常時田崎大橋

●－－本川常時大正橋

●－－本川常時
朝日橋

（目標達成の評価基準地点）汚濁負荷
量把握の
ための評
価地点
（対象区域
分割ブロッ
クの排水
末端部）

流 量

国県市

モニタリング実施者
該当河川頻度モニタリング地点項 目



５.２ 目標水環境の達成（改善）状況のモニタリングについて

－－●管理対象区間

環境監視員の巡視
活動記録簿及び報
告書(定量的評価の
ためにチェックシート
を検討・作成)

巡視活
動記録

臭い －－●

鹿屋市内9地点
（大久保橋、樋渡
橋、王子橋、役所
ノ下橋、小屋敷橋
、３号排水路、田
崎第４樋管、４号
排水路、５号排水
路）

水質測定結果一覧
の年間臭気異常件
数

臭気異
常件数

－●－大園橋
水質測定結果一覧
の年間臭気異常件
数

●－－
河原田橋、朝日
橋、田崎橋

水質月表の年間臭
気異常件数

国県市基礎データ項目項目

モニタリン
グ実施者地点及び区間

モニタリング内容
その他
水環境
目標

(c)その他水環境

河原田橋

5号排水路

役所ノ下橋

田崎第4樋管

田崎橋

小屋敷橋
朝日橋

王子橋

樋渡橋 3号排水路

大園橋

大久保橋

4号排水路

鹿屋市（環境監視員）による臭い、色、景観のモニタリングは、当該項目
の状況変化をわかりやすく把握することを目的としてチェックシートを検討・
作成し、記録する。



５.２ 目標水環境の達成（改善）状況のモニタリングについて(c)その他水環境

－－●管理対象区間

環境監視員の巡視活動
記録簿及び報告書(定量
的評価のためにチェック
シートを検討・作成)

巡視活動記録

色

●－－河原田橋、朝日橋、田崎橋
水質月表の透視度透視度

－●－大園橋

●－－河原田橋から大園橋までの区間河川水辺の国勢調査
魚類、底性生物、貴重
種、外来種の確認種数

生物生息
環境

●－●管理対象区間
親水性に関するアンケー
ト調査（1回/5年）

親水性に対する感性親水

●－－管理対象区間
景観に関するアンケート
調査（1回/5年）

景観に対する感性

－－●―
肝属川クリーン作戦の参
加者数とごみの収集量の
実績

ごみ

－－●―

環境監視員の巡視活動
記録簿及び報告書(定量
的評価のためにチェック
シートを検討・作成)

巡視活動記録

景観

国県市基礎データ項目項目

モニタリング実
施者地点及び区間

モニタリング内容
その他水
環境目標

人の感覚の定量的な評価方法として景観に関するアンケート調査の実施、関連する既往調査データとし
て肝属川クリーン作戦の参加者数とごみの収集量の実績の把握をモニタリング計画に新たに追加する。



５.３ フォローアップ体制の見直し

(1)今後の作業部会における各関係機関の役割と議論内容

各関係機関による担当作業

行
動
計
画
に
基
づ
い
た
施
策
の
実
施

1.目標水環境及び施策のモニタリング結果の収集・整理

2.目標水環境及び施策のモニタリング結果の把握・確認

3.自己評価

最終評価に向けた作業部会の実施イメージ

毎年実施している作業部会で各関係機関が報告しているモニタリング結果について、今後の作業部会
に向けて、各機関の役割や報告内容（結果の把握・確認方法）を検討し、新たに明記した。

平成23年度中間評価

平成27年度最終評価

平成24年度 作業部会

平成25年度 作業部会

平成26年度 作業部会



各関係機関による担当作業

2.目標水環境及び施策のモニタリング結果の把握・確認

3.自己評価

1.目標水環境及び施策のモニタリング結果の収集・整理

目標水環境及び施策のモニタリングの実施

作業部会
（目標水環境及び施策のモニタリング実施者から報告された
自己評価結果をもとに必要に応じて施策の見直しを議論）

5.３ フォローアップ体制の見直し（(1)今後の作業部会における各関係機関の役割と議論内容）

各年の作業部会における各関係機関の担当作業

②施策の実施・進捗状況

b)実施状況の把握・確認
c)進捗状況の把握・確認

①目標水環境の達成状況
a)達成状況の把握・確認



(2)目標水環境の達成状況の把握・確認方法の例（参考）

・目標水環境については①達成（改善）状況の把握・確認、施策については②実施状況と③進捗状況を
把握・確認。
・①、③は、水質予測結果における計画目標値と実績値の比較もしくは経年変化の傾向により把握・確
認。

5.３ フォローアップ体制の見直し

・国土交通省大隅河川国道事務所 （河原田橋、朝日橋、田崎橋）
・鹿児島県環境林務部環境保全課（大園橋）
・鹿屋市市民環境部生活環境課（3号排水路）

実施対象機関（実施箇所）

・H27予測水質とH22時点の設定水質を直線補完して、各年度の計画水質
を設定し、実績値と比較して改善状況を考察する。

把握・確認方法例

・BOD（75％値）、全窒素（年平均値）モニタリング項目

河原田橋（BOD75%値） 河原田橋（全窒素年平均）

3.4 2.93.1
3.33.5

3.73.9

4.24.24.34.2

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

実績値（H17～H22）

計画目標値（H23～H27）

単位：（mg/l）

7.3 7.4 7.6 7.2 7.0

6.7
6.1
5.5
4.9
4.33.7

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

H17 H18 H19 H20H21 H22 H23H24 H25 H26 H27

実績値（H17～H22）

計画目標値（H23～H27）

単位：（mg/l）

① 目標水環境（水質）の改善状況の把握･確認方法の例（参考）



実績値（H17～H22）

計画目標値（H23～H27）

実績値（H17～H22）

計画目標値（H23～H27）

3.3

4.4

5.3

4.4

0.9

3.3
3.0

2.6
2.2
1.9
1.5

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

単位：（mg/l）

大園橋（BOD75%値）

76.0

63.0

41.0

32.0

54.0

53.1 52.9 52.8 52.6 52.5

52.3

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

単位：（mg/l）

３号排水路（BOD75%値）

5.３ フォローアップ体制の見直し（(２)目標水環境の達成状況の把握・確認方法の例（参考））

① 目標水環境（水質）の改善状況の把握･確認方法の例（参考）

大園橋（全窒素年平均）

8.2
7.1 7.0

6.0
6.8

6.2
5.3
4.5
3.6

2.8
1.9

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

単位：（mg/l）

３号排水路（全窒素年平均）

105.2

97.9

53.1
51.8

40.9

69.569.1 68.8 68.568.1

67.8

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

単位：（mg/l）
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傾向を確認

既存の水道水源地の全窒素濃度

・鹿屋市市民環境部生活環境課（既存の水道水源地（9地点））実施対象機関（実施箇所）

・地下水の窒素濃度の経年変化により、傾向を考察。把握・確認方法例

・硝酸性窒素（地下水）モニタリング項目

5.３ フォローアップ体制の見直し（(２)目標水環境の達成状況の把握・確認方法の例（参考））

① 目標水環境（水質）の改善状況の把握･確認方法の例（参考）
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② 目標水環境（その他の水環境）の改善状況の把握・確認方法の例（参考）

・鹿屋市市民環境部生活環境課実施対象機関

・肝属川クリーン作戦の参加者人数、収集ごみ量の実績について経
年変化により傾向を考察する。

把握・確認方法例

・ごみの量モニタリング項目

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

kg

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

人参加者（人）

み g

ルネⅡ策定

肝属川クリーン作戦における収集ごみ量の実績

5.３ フォローアップ体制の見直し（(２)目標水環境の達成状況の把握・確認方法の例（参考））



③ 施策（下水道整備）の進捗状況の把握・確認方法の例（参考）

・鹿屋市上下水道部下水道課
・鹿児島県土木部都市計画課

実施対象機関

a)下水道処理人口については、H27目標値とH22実績値を直線補完して各年度の
計画処理人口を設定し、実績値と比較して進捗状況を考察する。
b)下水処理場の排水水質等の実績については、各年度ごとに収集した水質と流
量から算出される負荷量について、大幅な増加などがないかチェックする。

把握・確認方法例

・下水道の整備率・接続率 ・排水水質等の実績モニタリング項目

a)下水道処理人口計画値

(人)

16,64017,292
17,94418,596

19,24819,900
16,536

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

0.34 kg/日負荷量

80,873m3/年流量

1.55mg/l水質
し尿処
理施設

16.12 kg/日負荷量

1,661,811m3/年流量

3.54mg/l水質

下水処
理施設

H27・・・H23H22H21単位項目施設

※負荷量(kg/日)＝水質(mg/l)×流量(m3/年)/365/1000

b)下水道処理場およびし尿処理場の排水水質実績

5.３ フォローアップ体制の見直し（(２)目標水環境の達成状況の把握・確認方法の例（参考））



③ 施策（合併浄化槽の普及、維持管理）の進捗状況の把握・確認方法の例（参考）

・鹿屋市上下水道部下水道課
・鹿児島県土木部都市計画課実施対象機関

a）合併浄化槽の整備基数をもとに合併浄化槽の普及人口を算定
し、H27計画目標値とH22実績値を直線補完して各年度の計画
目標値を設定し、実績値と比較して進捗状況を考察する。
b）合併処理浄化槽の処理排水の水質は良好に保たれているか、
法定検査受検率の推移からチェックする。

把握・確認方法例

・合併浄化槽の基数 ・法定検査件数の実績モニタリング項目

a)合併浄化槽普及人口計画目標値

(人)

13,38314,367
15,350

16,333
17,317

12,400

18,300

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27
24%法定検査受検率

23,522浄化槽基数

5,641法定検査受検基数

H27・・・H23H22H21

b)合併浄化槽整備基数及び合併浄化槽の
法定検査件数実績

※浄化槽基数（合併浄化槽基数） （鹿屋市全体）

5.３ フォローアップ体制の見直し（(２)目標水環境の達成状況の把握・確認方法の例（参考））



③ 施策（事業場排水対策：排水基準の遵守）の進捗状況の把握・確認方法の例（参考）

・鹿児島県環境林務部環境保全課
・大隅地域振興局衛生・環境課

実施対象機関

a）事業場の排水データに基づき排水基準の遵守状況等の把握を行う。
b）事業者への指導、抜き打ち検査の実施実績については、検査の実
施件数と行政指導の件数およびその内容について確認を行う。

把握・確認方法例

・排水水質実績 ・抜き打ち検査の実施件数と行政指導の件数モニタリング項目

a)事業場からの排水水質実績

b)抜き打ち検査の実施件数と行政指導の件数
・

・

事業場2

事業場1

全窒素
（mg/ｌ）

BOD
（mg/ｌ）

水質

測定日事業者名
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5.３ フォローアップ体制の見直し（(２)目標水環境の達成状況の把握・確認方法の例（参考））



③ 施策（施肥対策：環境保全型農業の推進）の進捗状況の把握・確認方法の例（参考）

・鹿屋市農政部農政水産課
・鹿児島県農政部農産園芸課
・鹿児島県農政部食の安全推進課
・大隅地域振興局農政普及課

実施対象機関

施肥の実態の把握ができないため、各種認証制度の認証件数を施肥対策の負荷
削減の指標として、施策の進捗を考察する。把握・確認方法例

「農林水産物認証（K-GAP）」の取得者数及び「エコファーマーの認定」の認定者数モニタリング項目

「農林水産物認証（K-GAP）」の取得者数及び「エコファーマーの認定」の認定者数

0 0 0 2 5 5
11

38 40

64 66 68
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農林水産物認証（K-GAP）

エコファーマーの認証者数

5.３ フォローアップ体制の見直し（(２)目標水環境の達成状況の把握・確認方法の例（参考））



③ 施策（家畜排せつ物対策：環境保全型畜産の推進）の進捗状況の把握・確認方法の例（参考）

・鹿屋市農政部畜産林務課実施対象機関

a）畜産系の汚濁負荷量の大幅な増加がないか、家畜別頭数（豚、牛）の対象
区域内頭数をチェックする。
b）適正処理を行っている畜産農家の自己処理施設からの排水量・水質と飼
育頭数の実績値から負荷量原単位（g/頭/日）の実績値を算出し、水質予
測に用いた原単位（計画目標値）との比較により、施設の運転状況が良好
に保たれているかチェックする。

把握・確認方法例

・家畜飼育頭数の実績 ・畜産農家の自己処理施設の処理水量及び水質モニタリング項目

a)家畜別頭数（豚、牛）

9,2448,658牛

85,94586,499豚

H27H26H25H24H23H22 H21家畜頭数

5.３ フォローアップ体制の見直し（(２)目標水環境の達成状況の把握・確認方法の例（参考））



※原単位の計画値は豚の場合

畜産自己処理施設の排出負荷原単位（kg/頭/日）

・

・

・

・

事業場2

4.212.8

事業場1

④/②/1000④/②/1000

計画目標値実績値
④

（①×③/1000）
③

計画目標値実績値
④

（①×③/1000）
③②①

原単位
（g/頭/日）

負荷量
（kg/日）

水質
（mg/ｌ）

原単位
（g/頭/日）

負荷量
（kg/日）

水質
（mg/ｌ）

全窒素BOD
家畜頭数
（頭）

排水量
（m3/日）

測定日事業者名

5.３ フォローアップ体制の見直し（(２)目標水環境の達成状況の把握・確認方法の例（参考））



(1)予測方法

流達率＝流達負荷量/排出負荷量

浄化残率＝流出負荷量/流達荷量

水質予測項目 ：BOD、全窒素
水質予測地点 ：河原田橋
水質予測年度 ：平成27年度（計画目標年）
負荷量計算方法：原単位法（「流域別下水道整備総合計画調査 指針と解説 日本下水道協会」に順ずる）
予測方法 ：上記で計算した負荷量により評価基準地点（河原田橋）の現状水質を再現し、同定された

定数（流達率、浄化残率）を用いて将来水質を予測。
：全窒素に関わる負荷量については、台地に滞留して徐々に流出している地下水経由の
負荷量が徐々に減少し、平成27年迄にはなくなると推定し、反映。

汚濁源 発生負荷量

排出負荷量

本川(対象水域)流出負荷量

流達点
流達負荷量

浄化残率

流
達
率

水
質
基
準
点

水
路
・支
川

地
下
水
（全窒素のみ）

5.４ 目標年の水質予測



5.４ 目標年の水質予測

○既存浄化施設による浄化河川浄化対策

現状で施策が完了しており、目
標年まで処理施設の維持管理
を徹底し、現状の排水負荷を
増加させないことを前提とする。

（○）※
整備が完了した畜産処理センター
及び自己処理施設による適正な処
理

環境保全型
畜産の推進

家畜排せつ物
対策

適正施肥量を遵守し、現状の
負荷量を増加させないことを前
提とする。

―適正施肥量の遵守
環境保全型
農業の推進

施肥対策

各事業場は排水基準を遵守し、
現状の排水負荷を増加させな
いことを前提とする。

―
定期的な抜き打ち検査・指導の実
施、経営者の意識啓発

排水基準の遵守
事業場排水対
策

目標年H27の家庭雑排水によ
る1人当たりの負荷量を10%削
減。

○
地域住民と一体となった水質汚濁
防止活動推進

家庭雑排水によ
る負荷の削減

○
下水道計画区域外において合併浄
化槽普及人口18,300人を達成

合併浄化槽の
普及、維持管理

○
目標年度(H27)に下水処理人口
19,900人を達成

下水道整備

生活排水対策

施策の主な取組み内容
備考

水質予測で負
荷削減量を見
込む項目

汚濁負荷削減策
項目

※BODについては負荷削減量を見込まないが、全窒素については地下水を経由して流出している負荷量が徐々に減
少して、平成27年迄にはなくなるとして、負荷削減量を見込む

(2)水質予測で施策効果を見込む項目



(3)農業系窒素負荷流出の時間遅れ（10年程度）について

項目　　　　　       平成・年 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

関連イベント

耕地還元、
す掘貯留の状況

耕地還元、す掘貯留
による負荷流出

H13.4
畜産環境セン
ター

H11.11
家畜排せつ物法 施行
(H16までに解消義務づけ

流出あり 流出なし

未解消

10年程度（地下水流出の時間遅れ期間）

間評価年 最終評価年

消

行動計画策定年

・鹿屋市資料（平成11年度鹿屋市環境調査報告書、平成12年3月）によると、「肝属川の窒素濃度の上昇は、

・多量の豚ふん尿の耕地還元やす堀による地下への窒素流出による」と考察されている。

・現時点では家畜排せつ物法の施行、および畜産環境センターの稼動によりこの問題は解決されているが、

・窒素の改善が進んでいないのは、耕地還元やす堀貯留による負荷が地下へ浸透し地下水を経由して肝

・属川へ流出するためと推定されている。

・この時間遅れは、①家畜頭数と全窒素濃度の経年変化および②文献による知見（行政法人農研機構の

・ 「河川流域における農業系窒素負荷の流出における時間遅れ」）等から10年程度と推察される。

耕地還元、す堀貯留による地下水経由の負荷の流出期間

5.４ 目標年の水質予測



①家畜頭数と全窒素濃度の経年変化

あ下図に肝属川全窒素濃度と家畜飼育頭数の推移を示す。家畜飼育頭数は昭和年代に増加傾向にあったの

が平成元年以降から横這い傾向となったのに対し、全窒素濃度は平成9年以降に横這い傾向となっており、全

窒素濃度に対する河川水質の反応が10年程度遅れて連動しているように見受けられる。

※H17市町合併後の旧鹿屋市域数値は、H17市町合併前後の比率より推算
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5.４ 目標年の水質予測（(3)農業系窒素負荷流出の時間遅れ（10年程度）について）

文献名：「河川流域における農業系窒素負荷の

:流出における時間遅れ」

②文献による知見

成果内容・特徴

1．検討対象とした流域は、鹿児島県の肝属川流域(朝日
橋地点)である。流域面積は、37km2であり、そのうち25%
をシラス台地が占める。また、降水量は、2700mm程度
と多く、流域の水循環は比較的速いものと考えられる
(表1)。

2．原単位法によって算定された窒素発生負荷量と河川
の水質観測点における全窒素濃度の関係を調べたとこ
ろ、流出における明瞭な時間遅れが確認された（図1）

3．近年の河川における全窒素濃度の上昇は、台地上に
おける1980年代の急速な畜産立地に伴うものと考えら
れる（図1）

4．畜舎は主に畑作台地上に立地する（表1）。畜産廃棄
物は、主に農地への過剰投入や素掘貯留で処理されて
いる。

5．拡散を考慮した数理モデルを作成し、カーブフィッティ
ングにより流域における窒素の滞留時間を算定したとこ
ろ、約10年であった（図2）。流域における窒素の流出形
態には、一部に拡散の影響が認められるが、ピストン流
に近い。



5.４ 目標年の水質予測（(3)農業系窒素負荷流出の時間遅れ（10年程度）について）

10年程度

農業系窒素発生負荷量（積算）
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河原田橋
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大園橋
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3号排水路
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田崎橋
ブロック

朝日橋
ブロック

・汚濁負荷源別の中間年（H21）から目標年（H27）にか
けての負荷削減量は、生活系が最も大きく見込まれる。
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・汚濁負荷源別の中間年（H21）から目標年（H27）にかけ
ての負荷削減量は、畜産系が最も大きく見込まれる。
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5.４ 目標年の水質予測

実績値 実績値 予測値 計画目標値 目標達成

BOD　　 （75％値） 4.5 4.1 2.9 3.0 ○

全窒素　（年平均値） 6.5 7.3 3.7 5.0 ○

水質項目
目標年
H27

計画策定時
H12

中間年
H21

※水質予測の結果について

目標を達成するためには、関係機関と住民による着実な諸施策の進捗が必要である。また、全窒素に関し

ては、これまで家畜排せつ物や施肥が台地にしみこみ、地下を経由して時間遅れで肝属川に流出してい

た影響がなくなり、畜産環境センターの稼働等の施策効果が顕著に現れてくることが重要なポイントとなる。

(6)水質予測結果

<感度分析の結果について>

・諸施策実施率が90%の場合：BODは3.0mg/L、全窒素は4.3mg/Lの予測値となり、BODはぎりぎりであるが、

：いずれも目標値を達成する予測となった。

・諸施策実施率が80%の場合：BODは3.1mg/L、全窒素は5.0mg/Lの予測値となり、全窒素はぎりぎり達成、

： BODは達成できないという予測となった。

・諸施策実施率が70%の場合：BODは3.3mg/L、全窒素は5.6mg/Lの予測値となり、BOD、全窒素とも達成

・ できない予測となった。
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１ 計画の目的 

 
 肝属川の上流域には、流域最大の都市である鹿屋市が位置しています。市では流域の人口の約

８割が集中し、商工都市として市街化が進んでいます。また肝属川流域は、下流部を含めて日本

有数の農業、畜産地域です。 

 

昭和４０年代からの高度成長期に合わせて農業、畜産業等の地域産業が拡大し、肝属川の水質

は悪化する一方でしたが、昭和４８年１２月に環境基準の類型指定を受け、鹿屋市の河原田橋か

ら上流はＣ類型（ＢＯＤ：５mg/l 以下）となりました。昭和５６年６月にはでん粉工場排水が一

律排水基準の適用を受けるようになり、排水処理等の改善が進みました。さらに、平成２０年４

月には当初の類型指定から３０年以上が経過していることや現状水質等を考慮し、Ｂ類型（ＢＯ

Ｄ：３mg/l 以下）に見直しました。 

しかしながら、肝属川上流の水質(ＢＯＤ)は、昭和５０年代後半から低下しているものの依然

としてＢ類型の環境基準を達成しておらず、河川からの悪臭の発生が見られるなど河川環境や親

水性の面からもさらなる水質改善が急がれています。 

肝属川の水は、農業用水，工業用水に利用されていますが、上水道には、鹿屋市をはじめ流域

の大部分が豊富な地下水を利用しています。しかし、近年、地下水の硝酸性窒素汚染が懸念され

ており、水源としている井戸の変更や水処理などの対策が取られています。高濃度の硝酸性窒素

を含む地下水の一部は、時間を経て表流水や湧水となって河川に流入し、河川水の窒素濃度上昇

にも寄与していると考えられます。 

 

これらの問題に対処するため、平成１７年３月に「肝属川水系肝属川 水環境改善緊急行動計

画」を策定し、流域住民、国、県、市の各関係機関により水環境の改善に向けた制度制定、施設

整備、広報、教育、市民活動の支援などの施策を進めてきました。 

 

今回の改定では、計画策定時点から最終評価年の平成２７年までの中間時点での目標とする水

環境の状況および施策の進捗状況を評価し、最終評価年の目標達成を念頭に取組み施策を見直し

ています。 
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２ 計画対象河川等の概要 

2.1 河川等の概要 

 
 肝属川は、その源流を大隅半島のほぼ中央に位置する高隈山脈御岳に発し、鹿屋市などを経て

志布志湾に注ぐ、流域面積 485 km2、幹川流路延長 34km の一級河川です。 

 流域は鹿児島県内でも有数の農業地帯です。笠野原をはじめ広く分布するシラス台地の上では

畑作が営まれています。肝属川上流域には、鹿児島県第 2 の都市であり、流域内で唯一商工業が

盛んな鹿屋市が位置しています。 

 
表－2.1.1 肝属川流域の概要 

流域自治体 鹿屋市、垂水市、肝付町、東串良町、大崎町、錦江町 

流域人口 約 11 万 6 千 人 

流域面積 485 km2 

幹川流路延長 34 km 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－2.1.1 肝属川流域図 
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2.2 計画対象区域 
 

 計画対象区域は、肝属川上流の河原田橋より上流で、鹿屋市域に属しています。対象区域本川

の河原田橋から上流は環境基準がＢ類型に指定されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－2.2.1 計画対象区域の概要 

行動計画策定当時は

Ｃ類型であったが、

平成20年度からＢ類

型に変更 

※1 山中橋は、水辺プラザ事業に伴う工事により朝日橋で水質観測がで

きない時期の代替地点として、H15.3～H20.2 のみ水質観測を実施 

※1 

行動計画策定当時は

Ｂ類型であったが、

平成20年度からＡ類

型に変更 

河原田橋(水質観測所) 
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2.3 流量・水質等の現況 

2.3.1 河川流量 

  昭和 37 年～平成 21 年における肝属川の朝日橋流量観測所の流況と鹿屋雨量観測所の年雨量

の推移を図－2.3.1 に示します。 

  豊水流量，平水流量は、昭和 51 年を除けば、概ね年雨量の多い年に多い傾向にあります。近

年の低水流量，渇水流量は、昭和年代に比べると経年的変動は小さくなっており、ほぼ横這い

で推移しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

※Ｈ15 年 2月～Ｈ20 年 2月は参考値（河道内工事のため） 

※豊水流量：年間の日平均流量で、大きい方から 95 番目の値 

平水流量：   〃     、  〃    185 番目の値 

低水流量：   〃     、  〃   275 番目の値 

渇水流量：   〃     、  〃   355 番目の値 

図－2.3.1 肝属川上流の流況と年雨量（出典：流量年表、雨量年表） 

 

表－2.3.1 肝属川上流の流況表 (m3/s) 

 
 
 
※(  )内数値は比流量 (m3/s/100km2) 
 

肝属川上流域の河川流量は、近年、安定傾向にあります。 

河川名 観測地点 豊水流量 平水流量 低水流量 渇水流量 年平均 備考

2.03 1.48 1.16 0.83 1.90

(4.15) (3.02) (2.37) (1.70) (3.89)
肝属川 朝日橋

H12～H21の
１０ヶ年
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2.3.2 河川水質 

(1) 肝属川全域の水質 

  肝属川本川のＢＯＤは、昭和 40 年代後半～50 年代前半に 5～8 mg/L 程度の高い値でした。

その後、昭和 50 年代後半から低下し、近年は 1～5 mg/L 程度で推移しています。 

  支川下谷川（田崎橋）のＢＯＤは、昭和 50 年代に 5 mg/L 以上の高い濃度で推移していまし

たが、平成 10 年以降、他の支川と同様に 3 mg/L 以下で推移しています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2.3.2 肝属川の水質（ＢＯＤ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2.3.3 国土交通省による肝属川での水質調査位置 

肝属川のＢＯＤ75%値は、本川平均でみると、3mg/L 前後で推移しています。 

※河原田橋（H15～H22）は 1回/週の詳細データを使用。 
 毎年記者発表している水濁法に基づく水質測定結果とは異なる。 



 

 6

 

 支川でも横ばい傾向にあります。近年では、1～4mg/L です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2.3.4 肝属川の水質（全窒素） 

 

肝属川本川の全窒素濃度は、昭和 50 年代後半以降、上昇傾向が続いていましたが、近年で

は、横ばい傾向にあり、本川平均でみると5～6 mg/L で推移しています。 

※河原田橋（H15～H22）は 1回/週の詳細データを使用。 
 毎年記者発表している水濁法に基づく水質測定結果とは異なる。 
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(2) 計画対象区域の水質 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2.3.5 肝属川上流域のＢＯＤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※H18～H22 の 5 ヶ年の水質調査結果を平均して作成した。 

図－2.3.6 肝属川上流域のＢＯＤ(平面分布) 

BOD は行動計画最終年（H27）の目標水質（75％値で環境基準 B 類型：3.0mg/L 以下

を満足する）を H22 時点で達成していません（※河原田橋（H15～H22）は 1 回/週の

詳細データを使用。毎年記者発表している水濁法に基づく水質測定結果とは異なる）。 

行動計画書策定基準年（H12）以前から比較すると、横ばいもしくは若干の改善傾向と言

えます。排水路や樋管のなかには10mg/L を超える高い箇所があります。 

河原田橋 

田崎橋

朝日橋

大園橋

３号排水路

       3 mg/L 以下 

       3～ 5 mg/L 

       5～ 8 mg/L 

       8～10 mg/L 

       10 mg/L 以上 

 

    河川を示す 

    排水路・樋管を示

５号排水路 
田崎第４樋管

新川第９樋管

   凡   例 
       環境基準Ｂ類型 
       環境基準Ａ類型 
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河原田橋 

田崎橋

朝日橋

大園橋

３号排水路

       3 mg/L 以下 

       3～ 5 mg/L 

       5～ 8 mg/L 

       8～10 mg/L 

       10 mg/L 以上 

 

    河川を示す 

    排水路・樋管を示す

５号排水路
田崎第４樋管

新川第９樋管

   凡   例 
       環境基準Ｂ類型 
       環境基準Ａ類型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2.3.7 肝属川上流域の全窒素 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※H18～H22 の 5 ヶ年の水質調査結果を平均して作成した。 

図－2.3.8 肝属川上流域の全窒素(平面分布) 

全窒素は、行動計画最終年（H27）の目標水質（年平均値で 5.0mg/L 以下を満足する）

をH22時点で達成していません（※河原田橋（H15～H22）は1回/週の詳細データを使

用。毎年記者発表している水濁法に基づく水質測定結果とは異なる）。ただし、昭和 50 年

代後半以降上昇傾向が続いていましたが、近年では横ばいもしくは若干の改善傾向と言えま

す。 
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図－2.3.9 肝属川上流域の糞便性大腸菌群数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2.3.10 肝属川上流域の糞便性大腸菌群数(平面分布) 

糞便性大腸菌群数に関して、データ数が少ない中での評価となるが、近年（H２１および H

２２）は行動計画策定前（H１５から H１６）と比較して低い値を示しているものの、行動

計画最終年（H２７）の目標である「低減を図る」を達成しているとはいい難いです。 

※H18～H22 の 5 ヶ年の水質調査結果を平均して作成した。

河原田橋 

田崎橋

朝日橋

大園橋

３号排水路

５号排水路
田崎第４樋管

新川第９樋管

   凡   例 
       環境基準Ｂ類型 
       環境基準Ａ類型 

     1,000 個/100mL以下 

   1,000～10,000 個/100mL 

    10,000 個/100mL以上 

 

    河川を示す 

    排水路・樋管を示す 
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2.3.3 地下水水質 

  浅井戸，湧水の硝酸性窒素は 10mg/L を超える地点もありますが、総じて上昇傾向から横ばい

に転じています。なかには 2mg/L の低い値で推移している地点もあります。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－2.3.11 肝属川上流域の地下水，湧水の硝酸性窒素（鹿屋市資料より） 

地下水の硝酸性窒素は、近年、浅井戸，湧水は上昇傾向から横ばいに転じています。 
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2.3.4 流域汚濁負荷 

  計画対象区域を支川流域界，土地利用の観点から５つのブロックに分け、各ブロックの特徴

を整理すると下記のとおりとなります。 

 

図－2.3.12 肝属川上流域の分割ブロックとその特徴 

対象区域の主な汚濁負荷源は、生活系、事業場系、畜産系からのものです。ただし、流域内

のブロック毎に主要負荷源が異なっています。 

ブロック１（本川下流域） 
●市街地で、事業場や住宅が多い。

●鹿屋市の下水処理施設とし尿処

理施設の排水が放流されている。

●ＢＯＤの主要な排出負荷源は生

活系と事業場系である。 

●全窒素の主要な排出負荷源は事

業場系と畜産系である。 

ブロック１ 

ブロック４ 

ブロック３ 

ブロック５ 

ブロック２ 

ブロック２（本川中央域） 
●商店街や住宅が多い。 
●ＢＯＤの主要な排出負荷源は

生活系である。 
●全窒素の主要な排出負荷源は

畜産系である。 

ブロック５（笠野原台地流域） 

●家畜（牛、豚）が多い。 

●発生負荷量が最も多い。 

●水質が最も悪い。 

●ＢＯＤ、全窒素ともに主要な排

出負荷源は畜産系である。 

ブロック３（本川上流域） 
●大部分が山林である。 
●ＢＯＤの主要な排出負荷源は畜

産系である。 
●全窒素の主要な排出負荷源は畜

産系である。 

ブロック４（下谷川流域） 
●住宅が多い。 
●ＢＯＤの主要な排出負荷源は

生活系である。 
●全窒素の主要な排出負荷源は

畜産系である。 
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  対象区域のＢＯＤ排出負荷量は、生活系が約 1,400kg/日と最も多く、次いで畜産系が約

800kg/日となっています。ブロック１，２，４では生活系、ブロック３では事業場系、ブロッ

ク５では畜産系の占める割合がそれぞれ高くなっています。 

 

表－2.3.2(1) 現況ＢＯＤの汚濁負荷量（排出負荷量）の現況（平成 21 年度） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表－2.3.2(2) 生活系ＢＯＤ汚濁負荷量（排出負荷量）の内訳（平成 21 年度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※排出負荷量とは 
 上表に示される排出負荷量は、河川や排水路等に流入する直前の汚濁負荷の量として算定され

ています。例えば、人の糞尿であれば、下水処理、合併浄化槽、単独浄化槽等で処理された後の

負荷量を指し、処理施設のある家畜舎であれば、処理施設で処理された後の負荷量を指します。 
 

対象区域のＢＯＤ排出負荷量は約 2,900kg/日です。全体のうち、生活系が 46%、畜産

系が27％、事業場が２6％を占めています。 

下水処理場 し尿処理場 合併浄化槽 単独浄化槽
未処理

(家庭雑排水)
計

負荷量
(kg/日)

16 0 22 64 471 573

割合 (%) 2.8 0.0 3.8 11.2 82.2 100
負荷量
(kg/日)

0 0 10 22 191 223

割合 (%) 0.0 0.0 4.5 9.9 85.7 100
負荷量
(kg/日)

0 0 1 4 41 46

割合 (%) 0.0 0.0 2.2 8.7 89.1 100
負荷量
(kg/日)

0 0 14 36 386 436

割合 (%) 0.0 0.0 3.2 8.3 88.5 100
負荷量
(kg/日)

0 0 2 8 62 72

割合 (%) 0.0 0.0 2.8 11.1 86.1 100
16 0 49 134 1,151 1,350
1.2 0.0 3.6 9.9 85.3 100

負荷量合計　(kg/日)

ブロック４
（下谷川流域）

生活系汚濁負荷

河川等 観測地点

割合　(%)

肝属川本川
ブロック１

（本川下流域）

肝属川本川
ブロック２

（本川中央域）

３号排水路
ブロック５

（笠野原台地流域）

肝属川本川
ブロック３

（本川上流域）

支川下谷川

河川等 生活系 事業場系 畜産系 面源系 合計

負荷量
(kg/日)

573 533 161 2 1,269

割合 (%) 45.2 42.0 12.7 0.2 100
負荷量
(kg/日)

223 14 166 3 406

割合 54.9 3.4 40.9 0.7 100
負荷量
(kg/日)

46 215 91 24 376

割合 (%) 12.2 57.2 24.2 6.4 100
負荷量
(kg/日)

436 11 12 7 466

割合 (%) 93.6 2.4 2.6 1.5 100
負荷量
(kg/日)

72 1 351 2 426

割合 (%) 16.9 0.2 82.4 0.5 100
1,350 774 781 38 2,943
45.9 26.3 26.5 1.3 100割合　(%)

３号排水路

ブロック１
（本川下流域）

ブロック２
（本川中央域）

ブロック３
（本川上流域）

肝属川本川

肝属川本川

肝属川本川

支川下谷川
ブロック４

（下谷川流域）

ブロック５
（笠野原台地流域）

観測地点

負荷量合計　(kg/日)
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  対象区域の全窒素排出負荷量は、畜産系が約 2,500kg/日と最も多く、次いで事業所系が約

600kg/日となっています。ブロック１では事業場系、ブロック２，３，４，５では畜産系の占

める割合がそれぞれ高くなっています。 
 

表－2.3.3(1) 現況全窒素の汚濁負荷量（排出負荷量）の現況（平成 21 年度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表－2.3.3(2) 生活系全窒素汚濁負荷量（排出負荷量）の内訳（平成 21 年度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対象区域の全窒素排出負荷量は約 3,700kg/日です。全体のうち、畜産系が 65%、事業

場系が15％、面源系が13%を占めています。 

河川等 生活系 事業場系 畜産系 面源系 合計

負荷量
(kg/日)

143 493 387 158 1,181

割合 (%) 12.1 41.7 32.8 13.4 100
負荷量
(kg/日)

39 4 207 47 297

割合 13.1 1.3 69.7 15.8 100
負荷量
(kg/日)

6 41 308 90 445

割合 (%) 1.3 9.2 69.2 20.2 100
負荷量
(kg/日)

63 24 196 52 335

割合 (%) 18.8 7.2 58.5 15.5 100
負荷量
(kg/日)

11 2 1,352 125 1,490

割合 (%) 0.7 0.1 90.7 8.4 100
262 564 2,450 472 3,748
7.0 15.0 65.4 12.6 100

支川下谷川
ブロック４

（下谷川流域）

３号排水路
ブロック５

（笠野原台地流域）

負荷量合計　(kg/日)

割合　(%)

肝属川本川
ブロック３

（本川上流域）

観測地点

肝属川本川
ブロック１

（本川下流域）

肝属川本川
ブロック２

（本川中央域）

下水処理場 し尿処理場 合併浄化槽 単独浄化槽
未処理

(家庭雑排水)
計

負荷量
(kg/日)

45 1 27 41 29 143

割合 (%) 31.5 0.7 18.9 28.7 20.3 100
負荷量
(kg/日)

0 0 9 18 12 39

割合 (%) 0.0 0.0 23.1 46.2 30.8 100
負荷量
(kg/日)

0 0 2 2 2 6

割合 (%) 0.0 0.0 33.3 33.3 33.3 100
負荷量
(kg/日)

0 0 15 26 22 63

割合 (%) 0.0 0.0 23.8 41.3 34.9 100
負荷量
(kg/日)

0 0 3 4 4 11

割合 (%) 0.0 0.0 27.3 36.4 36.4 100
45 1 56 91 69 262
17.2 0.4 21.4 34.7 26.3 100

生活系汚濁負荷

肝属川本川
ブロック１

（本川下流域）

負荷量合計　(kg/日)

割合　(%)

肝属川本川
ブロック３

（本川上流域）

支川下谷川
ブロック４

（下谷川流域）

３号排水路
ブロック５

（笠野原台地流域）

肝属川本川
ブロック２

（本川中央域）

河川等 観測地点
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計画対象区域の汚濁負荷量の計画策定時（H12）と現状（H21）の比較（排出負荷量：ＢＯＤ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
4
 

計画策定時（H12） 計画策定時（対象区域全域） 

現状（対象区域全域） 

現状（H21） 

46%

26%

27%

1%

合計（ブロック１～5）

2,943

11%3%86%
0%

生活系

事業場系

畜産系

面源系

94%

2%
3% 1%

ブロック4

466

12%

57%

24%
7%

ブロック3

376 17%

0%

82%

1%

ブロック5

426

55%

3%

41%

1%

ブロック2

406

45%

42%

13%
0%

ブロック1

1,269

11%

51%

34%

4%

ブロック3

584
12%

88%

0%

ブロック5

1,092

82%

3%

14%1%

ブロック4

635

74%

1%

24%
1%

ブロック2

333

50%

41%

9%

0%

ブロック１

1,665

＜解説＞ 
 排出負荷量は流域の発生負荷が下水処理、浄化
槽、畜産処理等により低減後、小支川、排水路等
に流入している量である。 
 対象ブロック全体の排出負荷量は、策定当初
（H12）の推定値が 4,309kg/日であり、今回の中
間年（H21）の推定値が 2,943 kg/日となり
1,366kg/日減少している。 

11%3%86%
0%

生活系

事業場系

畜産系

面源系

42%

23%

34%

1%

区域全体

4,309
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計画対象区域の汚濁負荷量の計画策定時（H12）と現状（H21）の比較（排出負荷量：全窒素） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7%

15%

65%

13%

合計（ブロック1～5）

3,748

1
5
 

計画策定時（H12） 計画策定時（対象区域全域） 

現状（対象区域全域） 

現状（H21） 

1%

0%

91%

8%

ブロック5

1,490

2% 9%

69%

20%

ブロック3

445

13% 1%

70%

16%

ブロック2

297

19%

7%

58%

16%

ブロック4

335

12%

42%
33%

13%

ブロック1

1,181

1%

93%

6%

ブロック5

1,896

2%

9%

70%

19%

ブロック3

485

20%

8%

54%

18%

ブロック4

310

14%
2%

66%

18%

ブロック2

231

20%

33%

32%

15%

ブロック１

1,094
＜解説＞ 
 排出負荷量は流域の発生負荷が下水処理、浄化
槽、畜産処理等により低減後、小支川、排水路等
に流入している量である。 
 対象ブロック全体の排出負荷量は、策定当初
（H12）の推定値が 4,016kg/日であり、今回の中
間年（H21）の推定値が 3,748 kg/日となり 268kg/
日減少している。 

8%

11%

69%

12%

区域全体

4,016

11%3%86%
0%

生活系

事業場系

畜産系

面源系

11%3%86%
0%

生活系

事業場系

畜産系

面源系
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2.3.5 その他 

(1) 悪臭 

 国土交通省によるモニタリング実施の結果、行動計画策定基準年以前の 5 ヵ年平均値（平成 8

年～12 年）が 6.8 件であるのに対して、ルネⅡ計画策定後 5ヵ年平均値は 0.4 件と大幅に減少し

ており改善傾向が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

※朝日橋、河原田橋、田崎橋地点における月 1回調査の合計値 

図－2.3.13 年間臭気異常件数（国土交通省） 

 

参考に景観と親水に関するアンケート調査（H22.12 実施）の回答理由を見てみると、5 年前と

比較して景色がきれいになったと感じる理由として、臭いがしなくなったことを挙げている人が

267 人中 26 人、親しみを感じるようになった理由として、臭いがしなくなったことを挙げている

人が 222 人中 25 人を占めています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2.3.14 肝属川の水環境改善に関するアンケート調査結果 

 

臭いが改善される傾向が確かに見られるものの、実態として依然として臭いは感じられており、

さらなる改善が必要です。 

 

5ヵ年平均, 6.8件

5ヵ年平均, 0.4件
0

2

4

6

8

10

12

14

16

H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

臭
気
異
常
件
数
（
件
） 行動計画策定 

(年)

：臭いがしなくなったことを理由に挙げた人数：臭いがすることを理由に挙げた人数

：臭い以外のことを理由に挙げた人数

300 人 200 人 100 人 0 人 100 人 200 人 300 人

親しみを感じるようになった（222 人） 親しみを感じなくなった（35 人） 

景色がきれいになったと感じない（23人） 景色がきれいになったと感じる（267 人） 

197 25 

241 26 

3 

0 

23 

32 

23

：臭い以外のことを理由に挙げた人数 
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 (2) 色 

 国土交通省によるモニタリング実施地点の透視度は、行動計画策定(H17.3)前後で鹿屋分水路工

事や水辺プラザ工事期間を除いてみると、透視度は、いずれの３地点においても経年的に概ね良

好な状況を維持しているといえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2.3.15 透視度（国土交通省） 

 

 

0
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H7.1 H8.1 H9.1 H10.1 H11.1 H12.1 H13.1 H14.1 H15.1 H16.1 H17.1 H18.1 H19.1 H20.1 H21.1 H22.1

透
視
度
(㎝
)

河原田橋
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透
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度
(㎝
)

朝日橋
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20
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H7.1 H8.1 H9.1 H10.1 H11.1 H12.1 H13.1 H14.1 H15.1 H16.1 H17.1 H18.1 H19.1 H20.1 H21.1 H22.1

透
視
度
(㎝
)

田崎橋

水辺プラザ工事H15.2～H20.2

水辺プラザ工事H15.2～H20.2

水辺プラザ工事H15.2～H20.2

分水路工事～H12.3

分水路工事～H12.3

分水路工事～H12.3

ルネⅡ計画策定基準年以前5ヵ年

ルネⅡ計画策定基準年以前5ヵ年

ルネⅡ計画策定基準年以前5ヵ年

行動計画策定
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(3) 景観 
 肝属川クリーン作戦において、参加者人数は横這いですが、収集ごみ量の実績は減少傾向にあ

り、クリーン作戦実施区間のごみの量は少なくなってきていると判断できます。 
 また、アンケート調査の結果（H22.12実施）から、５年前と比較して、景色がきれいになった
と感じるようになったと答えた人は全体の半数以上、ごみが減ったと感じるようになったと答え

た人は全体の約 7割を占めています。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－2.3.16 肝属川クリーン作戦における収集ごみ量の実績 
 
 

 
 
 
 
 
 

ゴミが減った肝属川(H22.1 撮影) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※河原田橋上流域の 1,000 世帯を対象にＨ22 年 12 月に実施。回収率 51％。 

図－2.3.17 景観に関するアンケート結果

とてもきれい

になった, 44 
人, 9%

少しきれいに

なった。, 238 
人, 49%

変わらない, 
175 人, 36%

少しきたなく

なった, 14 人, 
3%

きたなくなっ

た, 13 人, 3%

５年前と比べて肝属川の景色は

きれいになったか？

とても減った, 
127 人, 27%

少し減った, 
199 人, 42%

変わらない, 
129 人, 28%

少し増えた, 
10 人, 2%

増えた, 6 人, 
1%

５年前と比べて肝属川のごみは減ったか？

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

kg

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

人
参加者（人）

ごみ量(kg)
行動計画策定

（回答者 471 人）（回答者 484 人）
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 (4) 親水利用 
 鹿屋市街部の鹿屋小学校前では、緩傾斜堤防等が整備され水辺に近づきやすくなり、環境学習

活動が行われています。鹿屋橋付近では、水辺プラザが整備され、多くの人が利用しています。 
アンケート結果（H22.12実施）では、５年前と比較して、親しみを感じるようになった・少し
感じるようになったと答えた人は全体の半数を占め、川を訪れる頻度がとても増えた、少し増え

たと答えた人は 25％を占め、減った、少し減ったと答えた人は 7％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

鹿屋小学校前の環境学習活動             水辺プラザ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※河原田橋上流域の 1,000 世帯を対象にＨ22 年 12 月に実施。回収率 51％。 

図－2.3.18 親水に関するアンケート結果 
 (5) 利水の状況 
a) 上水道 
 肝属川上流域の上水道水源は、河川水を取水せず、すべて地下水と湧水を利用しています。 
b) 農業用水 
 肝属川上流域では、下表のとおり、農業用水が取水されています。 

表－2.3.4 肝属川上流の農業用水水利権 

河川名 水利使用者 取水施設 
取水地点 

(河口からの距離)
取水量 

水利権 
の種類 

灌漑 
面積 

鹿屋市長 川西揚水機 14.65 km 0.063 m3/s 許可 7.00 ha 

田崎土地改良区 田崎揚水機 16.70 km 0.279 m3/s 許可 27.87 ha

和田新田土地改良区 新和田井堰 20.70 km 0.913 m3/s 許可 62.3 ha 

郷田土地改良区 第 2郷田堰 22.49 km 0.087 m3/s 慣行 22.0 ha 

郷田土地改良区 第 1郷田堰 22.96 km 0.029 m3/s 慣行 5.0 ha 

肝属川 

長谷土地改良区 長谷堰 23.55 km 0.106 m3/s 慣行 15.52 ha

許可水利権：河川法の許可手続きを経て、河川管理者から許可される権利。 
慣行水利権：水利に関係する法律の成立以前のとりきめによって認められている権利。

とても感じる, 
53 人, 11%

少し感じる, 
196 人, 39%

変わらない, 
206 人, 41%

あまり感じな

い, 29 人, 6%

感じない, 
14 人

５年前と比べて親しみを感じるようになったか？

3%

（回答者 498 人）

とても増えた, 
40 人, 8%

少し増えた, 
80 人, 17%

変わらない, 
334 人, 68%

少し減った, 
16 人, 3%

減った, 20 
人, 4%

５年前と比べて肝属川を

訪れる頻度は増加したか？

（回答者 490 人）
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(5) 自然環境 
対象区間の肝属川は、上流側から山間地蛇行区間、市街地区間に分けることができます。 
山間地蛇行区間は、耕作地と樹林地の山間部を蛇行して流下し、河道幅は狭く高水敷の見られ

ない単断面の区間であり、瀬と淵が連続しています。 
鹿屋市の市街部を流下する区間は、急勾配の護岸で都市水路の様相を呈し、高水敷のない単断

面形状の区間であり、瀬がところどころに見られます。 
国土交通省では、肝属川の魚類，底生動物，植物などの生息状況を定期的に調査しています。

これまでの調査から、22ページ表－2.3.5に示すような生物が確認されています。 
魚類の確認種数について H13 と H18 で比較すると、大園橋では新たにメダカ（メダカ科：絶

滅危惧 2類）およびトウヨシノボリ（ハゼ科）が確認され、コイ科の確認種数も増加しています。 
また、宮下橋及び河原田橋上流約 2.5km 地点においては、魚類相全体では増減なしであるが、
宮下橋では、アユ（アユ科）やトウヨシノボリ（ハゼ科）などの流水性を好む種の個体数が増加

しており（アユ 1→5個体、トウヨシノボリ 0→17個体）、流水環境が維持されていると考えられ
ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：水辺の国勢調査（国土交通省） 

図－2.3.19 魚類の確認種数 
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底生生物の確認種数について H12 と H17 で比較すると、各地点で増加しており、特に昆虫類
の増加がみられ、河原田橋上流 2.5km地点および大園橋では、シロタニガワカゲロウ（ヒラタカ
ゲロウ科）、ニンギョウトビケラ（ニンギョウトビケラ科）などのきれいな水に生息する種が H17
に出現しています。また、底生生物の確認種数を生息環境（水のきれいさ）別にみると、各地点

において、とてもきれいな水域ときれいな水域に生息する種の合計数は概ね増加し、とてもきた

ない水域ときたない水域に生息する種の合計数は概ね減少しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

出典：水辺の国勢調査（国土交通省） 

図－2.3.20 底生生物の確認種数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：水辺の国勢調査（国土交通省） 

図－2.3.21 底生生物の生息環境別確認種数 

 

 

0

10

20

30

40

50

60

70

H12 H17 H12 H17 H12 H17

別府樋管 河原田橋上流
約2.5km地点

大園橋

年度・地点

種
数

階級不明に生息する
種

とてもきたない水域に
生息する種

きたない水域に生息す
る種

きれいな水域に生息す
る種

とてもきれいな水域に
生息する種

 

0

10

20

30

40

50

60

70

H12 H17 H12 H17 H12 H17

別府樋管 河原田橋上流

約2.5ｋｍ

大園橋

種
数

（年度）

昆虫綱

甲殻綱

ﾐﾐｽﾞ綱(貧毛綱)

ﾏｷｶﾞｲ綱(腹足綱)

ﾋﾙ綱

ｳｽﾞﾑｼ綱(渦虫綱)

増加

増加

増加



 

 22

表－2.3.5 対象区域の生物群集の特徴（国土交通省） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：肝属川河川整備方針参考資料（国土交通省；平成 18年 3月） 

 
 
 
 
 
 
 

オイカワ           メダカ           カマツカ 

 
 
 
 

 
 
 

ツルヨシ           カワセミ          ゲンゴロウ

山間部蛇行区間
・早瀬～瀬ではオイカワが生息
・淵・緩やかな流れではカワムツＢ型、ギンブナが生息
・たまり・よどみにはドジョウ、タカハヤ、カマツカが生息

市街地区間
・早瀬～瀬ではオイカワ、タカハヤが生息
・淵・緩やかな流れではギンブナ、コイ等が生息
・水際の細流やたまりではメダカ、ドジョウが生息

底生動物 山間部蛇行区間
・水辺にはゲンゴロウ、ミズカマキリ、瀬・淵にはカゲロウ類、ユスリカ類、マシジミ、マルタニ
シ、カワニナ類が生息
・水際の植物帯にはカゲロウ類、トビゲラ類、ユスリカ類、ヒル等が生息

山間部蛇行区間
・水際にツルヨシ、ミゾソバ等の抽水植物が分布
・山付部にはメダケ、マダケの林、スギ、ヒノキの樹林地が分布

市街地区間 ・河道内の寄洲・河岸にツルヨシ、ミゾソバ、クズが分布

山間部蛇行区間
・水辺はサギ類、シギ・チドリ類、ヤマセミ、カワセミの餌場
・竹林はウグイス、メジロの生活場
・周辺の樹林地はメジロ、シジュウカラ、ツグミの生息場

市街地区間
・水辺はサギ類、カワセミの餌場
・中州の草本群落はスズメ、ムクドリ、ツバメの餌場

山間部蛇行区間
・水辺から草本群落にはカエル類、トカゲ類、ヘビ類、ネズミ類が生息
・山地（樹林地）にはタヌキ、ノウサギが生息

市街地区間 ・水際、水辺にはカエル類、イシガメ、トカゲ類が、寄洲にはネズミ類、シマヘビが生息

山間部蛇行区間
・水際、河道周辺にはゲンジボタル、トンボ類、ドロムシ類、アメンボ類、トビゲラ類が生息
・山付部等の樹林地にはカメムシ類、ヨコバイ類、ハムシ類、カミキリ類、チョウ類、ガ類、ハム
シ類が生息

市街地区間
・河岸、中州の植物帯にはカメムシ類、ハムシ類、ウンカ類、ゾウムシ類、バッタ類が生息
・水際にはミズギワゴミムシ、トンボ類、ユスリカ類が生息
・法面の植生にはバッタ類、カメムシ類、チョウ類、ガ類が生息

魚類

植物

鳥類

両生類
爬虫類
哺乳類

昆虫類
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2.4 計画対象河川における施策の現況 

(1) 生活排水対策 

a) 公共下水道 

 肝属川流域内においては、鹿屋市の公共下水道を整備しています。 

 平成 23 年 3 月 31 日現在の下水道処理人口は 16,640 人、普及率（処理人口/行政人口）は 15.8%

となっており、行動計画策定時点での計画における平成 22 年度末の計画処理人口 22,800 人を下

回っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－2.4.1 鹿屋市公共下水道整備の進捗状況（H22 鹿屋市資料より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下水処理センター全景（鹿屋市の公共下水道(パンフレット)より） 
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中間評価年(平成22年)の行動計画策定時点（H17．3）での計画処理人口22,800人

市町村合併により

行政人口が増加

行動計画策定年度処理人口 11,923人（平成17年度）

H22年度 16,640人
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b) 浄化槽 
 鹿屋市の単独浄化槽と合併浄化槽の設置基数の比率を比較すると、単独浄化槽の比率が高い状

況にありますが、近年では、合併浄化槽の設置基数が増加しています。平成 13 年 4 月の浄化槽法

の改正により、浄化槽の新設時には原則として合併浄化槽を設置することが義務づけられたこと

から、今後も合併浄化槽の設置基数が増加していくものと考えられます。鹿屋市では、平成 9 年

度から合併浄化槽設置に対する補助金制度を開始しています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
図－2.4.2 鹿屋市の単独浄化槽と合併浄化槽の設置率の推移 

 
 
 浄化槽は、維持管理を怠ると、性能が低下して処理水質が悪化することがあるため、定期的な

維持管理（定期検査）の実施が法律（浄化槽法第 11条）で義務づけられています。 
 鹿屋市における平成 20 年度の定期検査の受検率は 24％となっており、全国平均よりもやや低

い状況でした。 

 
表－2.4.1 浄化槽の定期検査（浄化槽法）（平成 20 年度） 

 受検率 出 典 

鹿屋市 ２４％ 鹿児島県指定検査機関（（財）鹿児島県環境検査センター）資料 

全国平均 ２７％ 
浄化槽の法定検査の受検率向上に向けた取り組み事例、H22.3、環境

省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部廃棄物対策課浄化槽推進室 
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※H17 年度以降は合併後の集計値。 
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c) し尿処理施設 
 鹿屋市の衛生処理場は昭和 40 年から供用を開始し、公共下水道が供用開始するまでは鹿屋市全

域のし尿処理を行っていました。現在、衛生処理場は、平成 11 年度に新しい施設「クリーンセン

ターかのや」として改築されています。施設は、し尿中の有機物・浮遊物質に加え、窒素・リン

の除去能力に優れた処理(標準脱窒素処理方式+高度処理)を行っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
d) 家庭雑排水対策 
 肝属川の水質汚濁の原因の一つは、家庭雑排水です。 
 鹿屋市や国土交通省では、広報誌やホームページを通して、家庭雑排水対策への取り組みを啓

発しています。 
 また、国土交通省では鹿屋市と連携し、家庭雑排水対策効果の確認、意識啓発を目的として、

家庭雑排水の負荷削減に関する社会実験を行いました。実験の結果、台所等での対策に取り組む

ことにより、家庭雑排水の汚れを少なくできることが分かりました。 
 

ホームページによる家庭雑排水対策の啓発 

出典：大隅河川国道事務所ホームページ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリーンセンターかのや 
処理能力：126kL/日 

     (し尿:55kL/日、浄化槽汚泥：71kL/日) 

処理方式：標準脱窒素処理方式＋高度処理 

放流水質：pH5.8～8.6, BOD10mg/L 以下, COD30mg/L 

     以下, SS10mg/L 以下, 全窒素 10mg/L 以下 

     全リン 1mg/L 以下, 色度 30 度以下, 大腸 

     菌群数 1000MPN/100mL 以下 

                         ※クリーンセンターかのや パンフレットより 

家庭排水が川の水を汚す大きな

原因になっています。私達が汚

れを少しでも出さないように工

夫すれば、川は綺麗になります。

今日から始められる簡単なこと

ばかりです。ちょっとした工夫

と心がけで、綺麗な肝属川を取

り戻しましょう。 
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家庭雑排水の負荷削減に関する社会実験 

を実施しました。 

＜実施対象＞ 

 計画対象区域内の約 50 世帯 

＜実施時期＞ 

 平成 21 年 11 月の 3日間（木・金・土） 

＜実施内容＞ 

 各家庭において、以下の対策を 1日 2 回（朝、夕）実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜実施結果＞ 

家庭排水の測定結果では、実施前より実施中のＢＯＤが５mg/L 減少し、水質の向上が確認できました。また、

取り組みを通じての意識変化も見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 残飯

2 みそ汁やラーメンの残り汁

3

4

5 料理に使った食用油

6 米のとぎ汁

7 台所の洗剤

8 洗濯・風呂の洗剤

対象とするもの

食器や鍋類に付いた汚れ

三角コーナーや排水口水切り袋に集める（ゴミ処理日に出す）。

台所ティッシュなどでふき取ってから、洗う。

アクリルたわしを使って洗う。

固化剤で固める（ゴミ処理日に、燃えるゴミとして出す）。

台所に流さないようにする。

庭木の散水などに使い、台所に流さない。

使いすぎないようにする。

使いすぎないようにする。

実施内容
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(2) 事業場排水対策 
 公共用水域の水質保全を図るため、排出水量 50 m3/日以上の特定事業場から公共用水域に排出

される事業場排水については、水質汚濁防止法により全国一律の排水基準が定められています。

ただし、全国一律の排水基準では環境基準を達成することが難しい水域については、都道府県条

例により一律排水基準より厳しい基準を定めることができるようになっており、肝属川流域にお

いては、排出水量 30 m3/日以上の特定事業場に対しても排水基準が設定されています。 
 

 

規制対象事業場の規制遵守 
水質汚濁防止法及び鹿児島県公害防止条例による規制対象事業場に対して定期的に事業場へ立

入調査を実施し、排水基準値を遵守するよう監視・指導を行っています。 

年度 区分 
立入事業場 
（延数） 

県全域 479 
Ｈ17 年度 

肝属川水系 83 

県全域 485 
Ｈ18 年度 

肝属川水系 115 

県全域 478 
Ｈ19 年度 

肝属川水系 82 

県全域 457 
Ｈ20 年度 

肝属川水系 77 

県全域 413 
Ｈ21 年度 

肝属川水系 85 

 
 
未規制事業場の排水負荷削減対策 
未規制事業場については，県小規模事業場等排水対策指導指針に基づき指導を行うともに，必

要に応じて関係機関と連携し立入等を行っています。 

平成 20年度 養豚場 １０事業場 

平成 21年度 保存食料品製造業 ５事業所 

 
事業者に対する意識啓発 
 でん粉工場については、毎年度排水処理研修会を実施するほか、小規模事業場については、関

係機関と連携し立入指導を行うなど事業者への意識啓発を行っています。また、水質汚濁防止法

の届出時に自主検査の指導を行っています。 
 
環境監視員の設置（鹿屋市） 
環境監視員を 15 名配置し、事業場等からの異常排水の監視、川の状況や不法投棄の監視，環境

保全の啓発等を実施しています。 
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(3)施肥対策 

 有機質肥料・肥効調節型肥料の利用や適正施肥の遵守を推進していきます。 

 

 

 

 

 

 環境保全型農業推進協議会や大隅地域環境保全型農業推進研修会を開催し、当該施策

を推進しています。 
 
＜施策の実施状況＞ 
  １．環境と調和した農業推進事業 
      鹿屋市  環境保全型農業推進協議会の開催 
           K-GAP等推進説明会の開催 
           土づくり講習会の開催 
  ２．大隅地域環境保全型農業推進研修会の開催 
 

 

環境と調和した農業推進研修会の様子 
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(4)家畜排せつ物対策 

 平成 11 年 11 月に施行された「家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促進に関する法律」に

より、家畜排せつ物の不適切処理(野積み、素掘り等からの負荷流出)を平成 16 年 11 月までに解

消することが義務づけられました。これを受けて、鹿屋市では市内の 78 ヵ所 2 万 6 千 m3に及ぶ

素掘りを農地還元によって解消しました。また、廃棄物処理法で認められた耕地還元についても

市独自の届け出制度を定め、過度の還元が行われないよう監視しています。 

 さらに鹿屋市では、自前の処理施設を持たない養豚農家の家畜排せつ物を処理、堆肥化する畜

産環境センターを平成 13 年 4 月から稼働させています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鹿屋市による家畜排せつ物対策の実績 

 平成２２年１月現在で、豚(97,500 頭分)、牛(8,200 頭分)の排せつ物の処理を完了

しています。 

    豚 

対象年 

豚 

自己処理 
処理なし 

(小規模家畜)

畜産環境 

ｾﾝﾀｰで処理 

実績 H22.1 61,200 頭 0頭 36,300 頭 

   牛 

対象年 

牛（肉用牛、乳用牛） 

処理なし 

適正処理 

(素掘り，野積みの解消，処

理施設の整備) 

実績 H22.1 
800 頭

(法対象外)
8,200 頭

 

畜産環境パトロール員の配置 

 毎年、畜産環境パトロール員を配置し、畜産環境の調査指導などを実施しています。

区分 Ｈ13年 Ｈ14年 Ｈ15年 Ｈ16年 Ｈ17年 Ｈ18年 Ｈ19年 Ｈ20年 Ｈ21年 指導内容

養豚 23 33 30 9 11 19 4 2 5 水処理・農地還元時の適正措置指導

酪農 22 19 11 1 2 2 2 野積み・農地還元時の適正措置指導

肉用牛 11 6 5 3 8 2 2 野積み・農地還元時の適正措置指導

鶏 1 2 1 鶏糞散布時の適正措置指導

その他 4

計 61 58 46 9 11 25 15 6 9

※H16年度のパトロール指導員の業務については、年間を通して主に豚コレラ対策に携わった。  
鹿屋市畜産環境センター 

 
鹿屋市畜産環境センター全景

 

※鹿屋市畜産環境センター パンフレットより 
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 (5) 河川事業等 

a) 親水施設「水辺プラザ事業」 
 鹿屋市街地を流れる肝属川は、親水性や景観・植生などに乏しい単調なブロック張護岸で整備

されているため、人と川を大きく隔てており、また単調な河川形態は、魚類等にとって休憩場や

餌場に乏しく、生息環境としても厳しい状況でした。 

 そこで、国土交通省は鹿屋市が実施する市街地再開発事業と一体となった河川整備として、鹿

屋橋～山中橋間で肝属川水辺プラザ事業（事業護岸壁面修景・散策路・ワンド・河川情報施設等）

に平成１４年度に着工し、平成１９年３月に完成しました。 

 
水辺プラザ事業とは、市町村にある水辺の魅力を最大限に引き出す整備により、そこを訪れた

くなるような地域交流の拠点となる「にぎわいのある水辺」を創出するため、市町村の行う河

川、渓流沿いの交流拠点整備と一体・連携して河川整備を実施するものです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図－2.4.3 水辺プラザ事業区間 
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b) 和田井堰親水公園の整備 
 肝属川上流域は高隈山地や笠野原台地で涵養された地下水が豊富で、多くの湧水が点在してい

ます。この湧水を利用し、鹿屋市街地中心部の肝属川左岸に「和田井堰親水公園」が整備されて

います。 

 
和田井堰親水公園 

 

 

c) 水質浄化施設 

①肝属川上流浄化施設（国土交通省） 

 ・H21 年度に完成、H22 年度から運用開始。 

 ・曝気付接触酸化方式（ひも状接触材） 

 ・目標除去率 BOD70% 

 ・容量 曝気部約 360m3、泥溜部約 140m3 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 肝属川上流浄化施設 
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②２号排水路浄化施設（鹿屋市） 

 ・H18年度に完成、H19.4から運用開始 
 ・ヤクルト式接触材浄化、植生浄化 
 ・容量 1,000m3、延長約 100m 
  （沈殿槽 2槽、浄化槽 4槽） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③簡易な水質浄化施設 （３号排水路、５号排水路、田崎第４樋管）（国土交通省） 

 ・H19年度に排水路にひも状接触材を敷設 
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２号排水路浄化施設の平均除去率は下記のとお

りで、計画除去率を維持できています。 

      平均 BOD 除去率（計画除去率） 

 ２号排水路：  ４４％（３０％） 

３号排水路 ５号排水路 田崎第４樋管

簡易な水質浄化施設の平均除去率は下記のとおりです。 

計画除去率を達成できていない施設については、適切な維持管理を行う必要があります。 

     平均 BOD 除去率（計画除去率） 

３号排水路： ４.１％ （６％） 

５号排水路：１４.６％ （２１％） 

田崎第４樋管：１０.２％ （３％） 

BOD BOD BOD 

図-2.4.5 簡易な水質浄化施設の浄化実績 
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図-2.4.4 ２号排水路浄化施設の浄化実績 
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(6) ソフト面での取り組み 

a) 肝属川水質汚濁防止連絡協議会 

活動主体：国土交通省大隅河川国道事務所、流域市町、警察、消防 

  

国土交通省や県，市，町，警察，消防組合などが協力して、広報活動や水質事故訓練などの肝属

川水質に関するさまざまな活動が行われています。 

 

  
 
 
 
 
 
 

        河川清掃の状況             水質事故訓練の様子 

 

 

b) 語いもんそ きもつっ川 

活動主体：地域住民及び国土交通省大隅河川国道事務所鹿屋出張所 

 

「ふるさとの川である肝属川について、地域住民と共に考え、親しみと安らぎが持てる『自慢

の肝属川』を創っていく」ことを目標に、公募により集まった地元住民で構成された会であり、

平成２０年に設立しました。 

当会は肝属川に関し、いろいろな意見や要望等が出されているところでありますが、特に肝属

川の水質改善を含む河川環境については、毎回多くの意見や要望等が出されるなど住民の関心が

非常に高いことが伺えます。この会は約３～４ヶ月程度１回の割合で開催されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

語いもんそ きもつっ川の語らい風景 
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語いもんそ きもつっ川（鹿屋エリア）が作成した肝属川よかとこマップ（姶良川下流編） 
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c) 「環境フェスタ」（イベント） 
活動主体：鹿屋市 

 鹿屋市の主催により「環境フェスタ」が 3年に 1回開催されています。 

 平成 19 年 7 月 27 日に開催されたフェスタでは、約 120 名が参加し、環境出前講座、講演、図

画コンクール（小中学生）が行われました。 

 

d) 「きもつき川水質汚濁防止」ワークショップ（イベント） 

         活動主体：肝属川水質汚濁防止連絡協議会 

 平成 14～15 年に肝属川水系の水質汚濁防止を目的としたワークショップが開催されました。 

 平成 14 年 12 月 14 日に鹿屋市農業研修センターで開催されたワークショップでは、流域で活動

している１０団体の代表の方がホタルの生息環境整備や土着菌の活用による家畜糞尿及び生ゴミ

の処理など様々な活動が紹介されました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「肝属川水質汚濁防止」ワークショップ 

 

e) 「肝属川をきれいにしよう会」（イベント） 

活動主体：国土交通省大隅河川国道事務所鹿屋出張所 

 大隅河川国道事務所鹿屋出張所の主催により「肝属川をきれいにしよう会」が開催され、絵画

コンクールや鹿屋小学校のブラスバンドによる演奏等が行われました。 
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f) 出前講座（教育） 

         活動主体：国土交通省大隅河川国道事務所 

 国土交通省では、肝属川の概要や水質，生物等の河川環境について、小中学校，住民団体に対

してわかりやすく説明する出前講座が実施されています。 

表－2.4.2 対象区域での出前講座の最近の実績 

実施日 依頼先 場所 内容 参加者数 

H22.5.14 
鹿屋市立 

鹿屋小学校 

鹿屋小学校 

肝属川 

肝属川の河川整備、水質・

水生生物調査について 
85 人 

H21.11.13 
鹿屋市立 

高須小学校 

鹿屋分水路 

きもつき川水辺館 

リナシティかのや 

肝属川の自然環境と保護 

49 人 

H21.6.11 
鹿屋市立 

鹿屋小学校 

鹿屋小学校 

小学校前のワンド 

肝属川の講話及び水質調

査・簡易水生生物調査 
79 人 

H20.7.24 

鹿屋市立 

鹿屋女子 

高等学校 

きもつき川水辺館 肝属川の治水・環境の講話

及び水質調査 5 人 

H20.7.23 

社会福祉法人 

鹿屋市社会 

福祉協議会 

リナシティかのや 

きもつき川水辺館 

肝属川の治水・環境の講話

及び水質調査 70 人 

H20.7.10 
鹿屋市立 

田崎小学校 

田崎小学校 肝属川の水質調査 
93 人 

H20.6.24 
鹿屋市立 

田崎小学校 

田崎小学校 肝属川の講話 
93 人 

H20.6.16 
鹿屋市立 

鹿屋小学校 

鹿屋小学校 肝属川の講話 
86 人 

H20. 
鹿屋市立 

高隈小学校 

きもつき川水辺館 肝属川の治水・環境・生き

物の講話 35 人 

  

鹿屋小学校前の肝属川での出前講座の様子（H22.5.14） 

  
リナシティかのや、肝属川水辺館での出前講座の様子（H20.7.23） 
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g) 水生生物による簡易水質調査（教育・河川愛護） 
活動主体：国土交通省大隅河川国道事務所、鹿屋市内の中学校 

 河川の水質保全の必要性や河川愛護の重要性を認識してもらうため、肝属川沿岸の中学校の参

加を得て、昭和 59 年から簡易な水生生物調査が毎年実施されています。 

平成 21 年度に肝属川上流では鹿屋小学校前と祓川橋で調査が行われ、結果はそれぞれ「きたない

水」「少しきたない水」となりました。 

 
肝属川上流（祓川橋）での水生生物調査の様子 

 

h) 肝属川クリーン作戦（河川愛護） 
        活動主体：「小さな親切」運動鹿屋支部、鹿屋市、鹿児島県、肝属川流域住民 
 毎年 7 月を「市民総参加一斉清掃」と定め、鹿屋市や流域住民が中心となり、肝属川の清掃活

動が実施されています。 

表－2.4.3 最近の肝属川クリーン作戦の実績 

実施日 ゴミ量 参加者 

第 27 回 H21.7.19 1,490kg 約 1,500 人（76 団体） 

第 26 回 H20.7.20 1,930kg 約 1,600 人（70 団体） 

第 25 回 H19.8.5 6,010kg 約 1,600 人（75 団体） 

第 24 回 H18.8.6 3,910kg 約 1,600 人（80 団体） 

第 23 回 H17.8.7 3,200kg 約 1,500 人（70 団体） 

 
肝属川クリーン作戦でごみ約２トン 流域１２キロを約 1600 人が参加し清掃 

南九州新聞 2008 年 7 月 24 日

 第 26 回肝属川クリーン作戦は 20 日早朝、肝属川の鹿屋市王子町樋渡橋から吾平町馬込橋まで流

域約 12 キロの清掃を町内会など計 70 団体 1602 人が参加し行なわれた。 

 鹿屋市役所前駐車場での開会式では実行委員長の金沢幸一代表と、共催の山下栄鹿屋市長が「昨

年この場で、立元代表から引き継がせていただき、今日は何を語ろうかと起きた時に、目の前の肝

属川の水面を見ながら問いかけてみましたが、九州ワーストワンといわれるこの川をやはりどうに

かしないといけないということで、今日はこうしてお集まりいただき、皆さんの力でこの川をきれ

いに」「立元明光さんが小さな親切運動からはじめられ 26 回目、昨年金沢さんに引き継がれた。昔

の清流を取り戻し若い世代に引き継いでもらうために一体となって作業してもらいたい。くれぐれ

も足元に気をつけて」とあいさつ。かのやエコクラブの福丸裕耶さん（鹿屋中 3 年）と橋口玲奈さ

ん（同）の清流宣言のあと、森山裕衆議院議員が「ワーストワンをベストワンへしていくために上

流の 3 号水路バッキを行うが、これは事後的なものであり、発生するところをどう抑えていくか市

民の意識を広めていく事が大事」と述べ、注意事項が伝えられ作業に入った。 

 参加者はそれぞれ市役所前駐車場、リナシティかのや、和田井堰公園、鹿屋商工会議所、役所の

下橋付近などに集まり、ごみ袋など持って作業をスタート、空き缶、木切れ、ビニールなどの回収

を行い、1930 キロのごみが集まった。 



 

39 

i) 河川環境保全モニタ－（河川環境） 
活動主体：地域住民及び国土交通省大隅河川国道事務所 

河川環境に関する知識と豊かな川づくりに対する熱意を地域の方々の参加を得て、河川環境に

関する情報の把握と河川環境の保全、創出及び秩序ある利用をきめ細かく行うため、河川環境保

全モニタ－制度を設置しています。 

この河川環境モニタ－の方々から随時、河川環境の保全と秩序ある利用に支障を与える行為や

状況等についての有益な情報提供を頂いており、我々の河川管理業務に活かしております。 

 

j) 看板設置（河川愛護） 

活動主体：国土交通省大隅河川国道事務所鹿屋出張所 

 流域住民に対する水環境の意識啓発のため、肝属川沿いに看板（33 箇所、H16.6 現在）が設置

されています。看板には、小学生（鹿屋小，東原小，祓川小）が描いた 507 枚の絵画の中から選

ばれた作品が掲示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
k) ホームページによる肝属川水質の公開（情報発信） 

活動主体：国土交通省大隅河川国道事務所 

 大隅河川国道事務所のホームページでは、肝属川の水質データを公開し、毎月更新されていま

す。また、九州一級河川の水質ランキングや水質改善のための方法なども公開されています。 

（ホームページアドレス http://www.qsr.mlit.go.jp/osumi/） 

 

l) 肝属川情報誌「川の声」（広報） 
活動主体：国土交通省大隅河川国道事務所 

 当事務所が行っている河川整備や防災、水質やごみ問題等の河川環境、河川に関する地域の活

動等を掲載した情報誌「川の声」が年に４回発行され、肝属川流域の関係機関に配布されていま

す。 
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川の声第 47 号・48 号の一部 
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m) 河川情報モニター（防災・河川愛護） 

         活動主体：国土交通省大隅河川国道事務所 

 大隅河川国道事務所では、気象情報、河川の情報、避難に関する情報等を適切な避難行動に結

びつけていくため、住民の視点から情報を再点検し、改善を図る目的で、流域にお住まいの方に

河川防災情報をモニタリングしていただく河川情報モニターを平成 21 年より設置しています。 
 
河川情報モニターさんの仕事とは？ 

 肝属川等（他に串良川、高山川、姶良川、下谷川）の河川防災に関する情報（国、

県、市町村、報道機関等）について、それぞれの視点でモニタリングし、気づい

た感想、要望、提案等を大隅河川国道事務所河川管理課まで携帯メール、ＦＡＸ

もしくは電話で報告していただくものです。 

●モニタリングする情報 

【出水期：６月～９月】 

水位、雨量、河川流量、洪水予報、水防警報、避難勧告、避難指示、浸水等災

害情報、高隈ダムからの放流警報、その他河川に係る防災情報。 

【非出水期：１０月～５月】 

出水期の情報に加えて河川管理者が看板・パンフレット等で表示している河川

愛護、河川管理、注意喚起などの日常的な情報。 

●モニタリングの方法 

テレビ、ラジオ、新聞、パソコン（インターネット）、携帯電話（ｉモード等）

パンフレット、看板、電光掲示板等様々な情報により、河川管理者（国、県、市

町村）が発信している情報をモニタリング。 

●報告の方法と実施上の注意 

モニターは、周辺地区において大雨による浸水被害が確認された場合は、状況

を通報。ただし、対象は自宅等から確認できる周辺の地区とし、危険を冒してま

で行うことはしない。 

●その他 

モニターは地域住民への河川防災情報、防災意識の普及啓発に努める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

河川情報モニタ－の会議状況 
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n) 住民団体による活動 
 肝属川上流域では、下表に示す住民団体が水環境改善活動を行っています。 

 

表－2.4.4 鹿屋市の住民団体と活動内容 

主催団体名 活動名称、活動内容等 

鹿屋市中央生活学校 天ぷら等に使った汚れた油を材料にした石けんづくり

やその指導など 

かのや「ホタルと水と緑を守る会」 川にホタルの幼虫を放流する、河川美化活動など 

「小さな親切」運動鹿屋支部 「肝属川クリーン作戦」、肝属川の清掃活動など 

鹿屋長寿園 高齢者が主役の環境浄化活動など 

大隅の未来を考える会 家畜糞尿の自宅完結処理、土着菌活用農法の勉強会、大

隅学園など 

鹿屋の水と自然を守る会 「肝属川ウォッチング」、河川美化運動の実施など 

水神様川づくり隊 川岸に花を植える活動、清掃美化活動など 

おおすみ自然環境フォーラム 住民との協働による水質調査など 
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水神様（すいじんさあ）川づくり隊 
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2.5 課題のまとめ 

 
－課 題－ 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－改善のための方向性－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●BOD 濃度は環境基準を満足しているが汚濁の進んだ状況にある。 

 

●全窒素濃度は上昇傾向にあり、汚濁の進んだ状況にある。また、糞便性大

腸菌群数も多い状況にある。 

 

●水質が悪い樋管・排水路等が存在する。 

 

●地下水の硝酸性窒素濃度が高い傾向にある。 

 
●河川周辺では、ゴミの浮遊、不法投棄、悪臭などがあり、水辺空間を利用

しづらい状況にある。 

●鹿屋市の下水道普及率は平成 22 年度末で 15.7％（処理人口／行政人口）

である。流域への生活系負荷の削減に向け、今後も整備を促進する必要

がある。また、対象区域で全窒素濃度が高い状況を踏まえ、今後、高度

処理施設の導入について検討していく必要がある。 

 

●事業場排水対策に対しては鹿児島県が上乗せ排水基準を定めており、今

後も基準の遵守を徹底する必要がある。 

 

●対象区域では、畜産系の負荷削減のため家畜排せつ物の不適切処理の解

消や環境保全型農業の普及等の施策が実施されているが、今後もさらな

る促進を図る必要がある。 

 
●流域の住民団体の活動が水環境改善に対してさらに有効に機能するよ

うな地域全体の仕組みづくりを行うとともに、流域住民の水環境に対す

る意識高揚を図る施策を展開する必要がある。 
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３ 計画の内容 

3.1 計画目標年度 

 

 肝属川清流ルネッサンスⅡ行動計画では、西暦 2000 年度（平成 12 年度）を現状基準年、西暦

2015 年度（平成 27 年度）を目標年度とします。 

 
 
 
 
3.2 当該河川において緊急的に改善を目指す目標水環境 

3.2.1 目標とする水環境像 
 
 流域住民，関係する行政機関，民間機関等が肝属川の水環境に対して共通の認識を持ち、今後

改善を図っていくためのキャッチフレーズを下記のとおり掲げます。 

 

 上記キャッチフレーズは、流域住民への公募で提案頂いたフレーズ（388 件）を参考にして、

最終的に地域協議会で決定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間評価年 ： 平成２２年度 
最終評価年 ： 平成２７年度 

肝属川のキャッチフレーズ 

清き流れの肝属川を 守り育てて子や孫に 
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3.2.2 目標水質 
 
 子供たちが安心して楽しく遊べ、河川により親しみやすい環境を作るため、下記を河川水質の目標と

します。 

 

項 目 内 容 評価対象地点 

ＢＯＤ 75%値で環境基準Ｂ類型(3.0mg/L 以下)を満足する。 

全窒素 年平均値で 5.0mg/L 以下を満足する。 

糞便性大腸菌群数 糞便性大腸菌群数の低減を図る。 

河原田橋 

 

 
3.2.3 目標流量 
 
 河川本来の適正な流量の維持を図るために、下記を河川流量の目標とします。 
 

項 目 内 容 評価対象地点 

流 量 
健全な水循環機構を保全するため、現状の河川流

量を維持する。 
朝日橋 

 
 
3.2.4 その他目標水環境 
 
 上記の目標水質，目標流量のほかに、住民が改善効果を評価することのできる下記の目標水環境を掲

げます。 
 

項 目 内 容 評価対象区間等

臭 い 腐敗臭、異臭発生の低減を図る。 

色 水の透明感を確保する。 

景 観 
不快なゴミ等がなく、安らぎと潤いを感じる河

川景観を維持する。 

親 水 
子供たちが安心して水際に近づけ、川に親しめ

る河川空間の創出に努める。 

生物生息環境 多様な動植物の生息・生育環境を確保する。 

管理区間全域 

   ※管理区間とは、国・県・市が管理している区間を指す。 
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目標水環境設定のための考え方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

肝
属
川
の
水
環
境
・
河
川
環
境 

●BOD、窒素、糞便性大腸菌群数等、水質が悪い。 
●支川、排水路の水質が悪い。 
●地下水の硝酸性窒素濃度が高い。 

<本川直轄区間> 
●中～下流域はコンクリート護岸が整備さ
れ、水際に植生がない場所が多い。 
●瀬・淵の形成による多様な流れがあまり
みられない。 
<支川下谷川> 
●川幅は広いが、水深が浅い箇所が多く、
流れの多様性がない。 

●ツルヨシをはじめとする背の高いイネ科
の植生群落が河川敷に分布しているが、植
生としては貧粗である。 
●魚類では、オイカワ、ギンブナなど緩い
流れを好むコイ科が生息している。 
●鳥類では、イネ科の植生をねぐらとする
スズメ、カワラヒワ、カルガモ等や、魚類
を餌とするコサギ等が生息している。 

●堤防天端道路は、散策やウｫーキング、ジ
ョギングで利用する人々がいる。 
●本川左岸に湧水、和田用水路水を利用し
た和田井堰公園が整備されている。 
●都市部中流域はコンクリート護岸が整
備され、川に近づきにくい箇所が多い。 
ゴミの浮遊、不法投棄、 臭がある。

水 質 

河 道 

動植物 

利 用 

●水質汚濁原因の明確化と改善対策
の実施 
 
●汚濁項目の継続的なモニタリング

 
 
●多様な流れの創出（水域・陸域の
連続性、みお筋の変化など） 

 
●季節を楽しむことのできる河川環
境の創出 
 
●多様性ある動植物の生息環境創出
 

 
●川に近づきやすく、水遊びができ
る水辺空間の形成 
 
●ゴミの浮遊、悪臭等のない利用し
やすい水辺空間の形成 

現状の課題、特徴等 求められる方向性 

 

 

①河川の水質汚濁の改善 

（環境基準に基づく目標の達成） 

 

②多様な動植物が棲むことのでき

る自然豊かな河川環境の形成 

 

③人びとが親しめる水辺空間の形

成 

 

④地域住民との協働 

基本方針 

4
7
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3.3 当該河川の目標を達成するための施策内容 

3.3.1 行動施策の考え方 

 

 水環境改善緊急行動計画では、流域住民，関係する行政機関，民間機関が連携し、役割分担を

しつつ、様々な施策を推進していきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベント，教育，啓発活動，連携など、住民

と自治体がソフト面で取り組む施策。 

河川における施策 

水循環改善策 

ソフト面における施策 

生活排水や家畜排水など、川を汚す原因にな

っている汚濁負荷をできるだけ少なくする

施策。 

河川や排水路の水を浄化素材等を利用して

浄化する施策。 

汚濁負荷削減策 

河川水量や地下水かん養量を減少させない

施策。 

関係行政機関 
河川管理者・下水道部局 
農畜産部局・環境部局 

（鹿屋市，鹿児島県，国土交通省）

関係民間機関 
(ＪＡ，地域事業場など) 

肝 属 川 
水環境改善緊急行動計画 

流域住民 

（鹿屋市民，ＮＰＯ） 
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3.3.2 施策内容と役割分担 

 

 下記の施策内容を、各関係機関で役割分担して実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               【●実施主体、○主な支援・協力者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               【●実施主体、○主な支援・協力者】 

 
 
 

生活排水

対策 

事業場排

水対策 

施肥対策 環境保全型 
農業の推進 

家畜排せ

つ物対策 
環境保全型 
畜産の推進 

下水道整備 

合併浄化槽の 
普及 維持管理 

家庭雑排水によ

る 荷の削減 

 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
 
 
 
 
●
 
 
 
●

排水基準 
の遵守 

県の補助のもと市が主体とな

って整備を推進。整備完了区域

で住民が下水道に接続。

市の補助制度を利用し、住

民が浄化槽を設置。 

流域住民，住民団体が主体

となって実施。国，県，市

はソフト面で支援。

事業者が主体となって排水

基準遵守を徹底。県，市は

監視。 

農業者が主体となって適正

施肥等を実施。県，市は指

導，監視。 

畜産業者が主体となって家

畜排せつ物を適正処理。県，

市は指導，監視。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●

 
●
 
 
 
●
 
 
 
○

 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

汚濁負荷削減策 

住
民
団
体 

鹿
児
島
県 

鹿
屋
市 

国
土
交
通
省 

住 
 

民 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●
 
 
 
○
 
 
 
○

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 
 
 
 
 
 
 
 
● 

Ｊ 

Ａ 

地
域
事
業
場 

流域住民 行 政 機 関 民間機関 

水質浄化施設 
による浄化 

水辺空間の整備 

排水路等での 
簡易な水質浄化 

河川における施策 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
●
 
 
 
●

 
●
 
 
 
 
 
 
 
●

 
●
 
 
 
●
 
 
 
●

国，県が主体。 

国，市が主体。 

必要に応じて実施。 

国，県，市が主体。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

流域住民 行 政 機 関 民間機関 

住
民
団
体

鹿
児
島
県

鹿
屋
市 

国
土
交
通
省

住 
 

民

Ｊ 

Ａ 

地
域
事
業
場
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               【●実施主体、○主な支援・協力者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 【●実施主体、○主な支援・協力者】 

表－3.3.1 施策による必要削減負荷量（排出負荷量として）（基準年 H21～計画目標年 H27 の削減量） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●

 
●

 
●

 
●

 
●

全機関が主体。 雨水浸透施設の 
整備推進 

水循環改善策 

イベント 

教 育 

広 報 

連携・支援 

水環境シンポジ
ウムの開催等 

環境学習会の実
施等 

肝属川水環境、住民

活動等の広報等 

住民団体、NPO の活

動・結成の支援等 

ソフト面における施策 

●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
 
 
 
 
 

●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●

●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●

●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●

●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●

住民団体と行政機関が

主体。住民は参加者。 

住民団体と行政機関が

主体。住民は参加者。 

住民団体と行政機関が

主体。住民は参加者。 

住民団体と行政機関が

主体。 

 
●

 
● 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

流域住民 行 政 機 関 民間機関

住
民
団
体 

鹿
児
島
県 

鹿
屋
市 

国
土
交
通
省 

住 
 

民 

Ｊ 

Ａ 

地
域
事
業
場 

流域住民 行 政 機 関 民間機関 

住
民
団
体

鹿
児
島
県

鹿
屋
市 

国
土
交
通
省

住 
 

民

Ｊ 

Ａ 

地
域
事
業
場

河川愛護 清掃、水環境調査
の実施等 

住民団体と行政機関が

主体。 

必要削減
負荷量
（kg/日）

負荷量の
削減割合
（％）

必要削減
負荷量
（kg/日）

負荷量の
削減割合
（％）

下水道整備 298 35.1 -14 -
全窒素の負荷量がマイナスになるのは、浄化槽、し尿処理施設（く

み取り）の方が下水処理施設より窒素処理能力が高く、下水道に接

続することで逆に排出負荷量が増えるため。

合併浄化槽の
普及、維持管理 195 23.0 14 0.7

家庭雑排水によ

る負荷の削減 60 7.1 3 0.2

事業場排

水対策

排水基準の遵

守 215 25.4 (40) (2.2)
施策としての新たな負荷削減はないが、でん粉工場の移転により、

負荷が削減される。

施肥対策
環境保全型農

業の推進 - - - - 現状の負荷を増加させないようにする。

家畜排せつ
物対策

環境保全型畜
産の推進 - - (1,796) (96.9)

畜産環境センターの整備や法対象施設の整備は完了しており施策
としての負荷削減はないが、地下水経由の窒素負荷量がなくなる。

80 9.4 - - 全窒素の削減効果は見込まない。

848 100 1,839 100
全窒素の負荷量削減率は、下水道整備のマイナス分を除いて算

定。

河川における施策

合　計

施　策

ＢＯＤ 全窒素

備　考

汚濁負荷
削減策

生活排水

対策
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図－3.3.1 施策総括図 
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3.3.3 汚濁負荷削減策 

 

 汚濁負荷削減策では、対象流域の主要な負荷発生源である生活排水，事業場排水，施肥，家畜

排せつ物を中心に排出負荷量の削減を目指します。 

表－3.3.2 汚濁負荷削減策の内容 

項 目 内  容 

下水道整備 目標年度(H27)に処理人口 19,900 人を達成 

合併浄化槽の普及，維持

管理 

目標年度(H27)に下水道計画区域外の普及人口 18,300 人

を達成 生活排水対策 

家庭雑排水による負荷

の削減 
地域住民と一体となった水質汚濁防止活動推進 

事業場排水対策 排水基準の遵守 定期的な抜き打ち検査・指導の実施、経営者の意識啓発

施肥対策 環境保全型農業の推進 有機質肥料・肥効調節型肥料の利用、適正施肥量の遵守

家畜排せつ物対策 環境保全型畜産の推進 家畜排せつ物処理施設の整備 

 

(1) 生活排水対策 

a) 下水道整備および合併浄化槽の普及，維持管理 

   

 

 

 

表－3.3.3 下水道整備の実績と将来目標値 （鹿屋市資料より） 

対象年 処理人口 (人) 対目標年度処理人口 (％)

実績（H22 度末） 16,640 83.6

目標年度 (H27 度末) 19,900 100

  ※全体計画人口 24,600 人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－3.3.2 下水道整備の実績と将来目標値（H22 鹿屋市資料より） 

平成２７年度において下水道整備の目標処理人口を 31,500 人から 19,900 人に削減しま

すが、合併浄化槽の目標普及人口を8,400人から18,300人に増加し、下水道の処理人口

の減分を合併浄化槽によりカバーします。 
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)

整備実績

将来計画の見通し

処理人口10,786人（平成15年度実績）

計画処理人口22,800人（中間評価年 平成22年）

計画処理人口31,500人（計画目標年 平成27年）

処理人口 16,640 人(平成 22 年度実績) 
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表－3.3.4 目標年度(H27)までに対象区域内で合併浄化槽の普及を目指す人口 

対象年 普及人口 

実績 (H21 度末) 12,400 人  

目標 (H27 度末) 18,300 人  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b) 家庭雑排水による負荷の削減 

下水道および合併浄化槽が普及しない対象流域の住民に対して、台所等からの雑排水による

汚濁負荷の削減策の実施を促進していきます。 

下水道接続の促進策 
①鹿屋市において、下水道整備区域内の未接続者に接続を促す訪問活動のための普及促進員を H22

から配置  

②鹿屋市において、下水道整備率と接続率をホームページで H23 から定期的に公表（年１回更新）

下水道整備に関するイベント、勉強会、広報の強化 
①生活排水対策に関するイベント、勉強会の実施  

・鹿屋市において、下水道のしくみ、下水道整備の必要性等を理解してもらう勉強会を H23 から開

催 

・鹿児島県において、下水道のしくみ、下水道整備の必要性等を理解してもらうかごしま県政出前

セミナーを継続して実施 

②広報手段の強化 

・鹿屋市において、ホームページに下水道普及促進に関するコーナー掲載を継続して実施  

・鹿児島県において、ホームページに県内の市町村別汚水処理人口普及率掲載を継続して実施  

・鹿屋市において、広報誌の下水道普及促進記事掲載を継続して実施  

・鹿屋市において、イベントでの接続工事補助制度チラシ配布等による普及啓発を H23 から実施 

合併浄化槽普及の促進策 
①鹿屋市において、合併浄化槽の設置費について補助金制度を継続して実施 

②鹿児島県において、単独浄化槽の撤去費用について、H22 から県費を充当することにより補助制

度を強化 

合併浄化槽普及に関するイベント、勉強会、広報の強化 
①生活排水対策に関するイベント、勉強会の開催 

・鹿児島県において、肝属川の水環境や合併浄化槽のしくみ、合併浄化槽整備の必要性を理解して

もらうかごしま県政出前セミナーを継続して実施 

 

②広報手段の強化 

・鹿屋市において、普及促進のパンフレットを H23 から作成・活用 

・鹿屋市において、ホームページに合併浄化槽普及促進に関するコーナー掲載を継続して実施 

・鹿児島県において、ホームページの合併浄化槽普及促進に関するコーナーを H23 からさらに充実

・鹿屋市において、広報誌への合併浄化槽普及促進記事掲載を H23 から実施  

・鹿児島県において、広報誌への合併浄化槽普及促進記事の記載回数を 2回/年から H23 以降 5回/

年へ増加 
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図－3.3.3 家庭内でのいろいろな負荷削減方法 

 

家庭雑排水による負荷の削減方法 

a. みそ汁やラーメン等の残り汁を流し台に流さないようにする 

b. 油や食物で汚れた鍋や食器は紙などで拭きとって洗う 

c. 使えなくなった油は流し台に流さない 

d. 流し台の三角コーナー等に水きりネット等を取り付ける 

e. 流し台の排水口に水きりネット等を取り付ける 

f. 洗濯、台所、風呂の洗剤の使用量は適量を使う 

g. 洗濯には無リン洗剤を使う（市販されている洗剤は無リン洗剤） 

h. 米のとぎ汁や野菜等の洗い水を有効に利用して、排水として流さない 

i.  残飯が川に流れないように庭先の排水路に対策（沈澱ます、ネット等）をする 

家庭雑排水の負荷削減の促進策（イベント、勉強会、広報の強化） 
①生活排水対策に関するイベント、勉強会の開催 

・ 鹿屋市において、家庭雑排水対策（汚れた食器を紙でふきとるなど）の必要性を知

ってもらうため、モデル地区での社会実験を H23 以降年 1回実施 

・ 鹿屋市において、家庭用廃食油回収ポストを公民館等に継続して設置 

・ 鹿屋市において、生活排水対策や水環境に関するイベント等（自然観察会 1回/年、

環境フェスタ 1回/3 年、肝属川クリーン作戦 1回/年）を継続して実施 

・ 鹿屋市において、肝属川の水環境や家庭雑排水対策の必要性を理解してもらう勉強

会（出前講座）を継続して実施 

②広報手段の強化 

・ 鹿屋市において、訪問活動や出前講座にも使える家庭雑排水対策の普及促進のパン

フレット（テキスト）を H23 から作成・活用 

・ 鹿屋市において、ホームページに家庭雑排水対策の普及促進に関するコーナーを

H23 から設置 

・ 鹿屋市において、広報誌への家庭雑排水対策の普及促進記事の記載回数を 1 回/年

から 2回/年に増加 

流し台の三角コーナ

ーに水切りネット等

をとりつける 

油や食物で汚れた鍋や食器は

紙などで拭きとって洗う 

使えなくなった油は流し

台に流さないようにする 

洗濯には無リン洗剤を使う 

生ゴミは肥料

にする 
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対象区域内の住民による家庭雑排水による負荷削減の取り組み状況について 
 対象区域の住民が家庭雑排水による負荷の削減にどの程度取り組んでいるのかをアンケートで調べ

ました。 

 「現在取り組んでいる」と答えた割合が 90％を超えているのは、“使えなくなった油は流し台に流

さないようにする”、“洗濯、台所、風呂の洗剤の使用量は適量使う” 、“洗濯には無リン洗剤を使う”

でした。一方、割合が 50％以下なのは、“米のとぎ汁や野菜等の洗い水を有効に利用して、排水とし

て流さないようにする”、“みそ汁やラーメン等の残り汁を流し台に流さないようにする”でした。“油

や食物で汚れた鍋や食器は紙などで拭きとって洗う”、“流し台の三角コーナーに水きりネット等を取

り付ける”、“流し台の排水口に水きりネット等を取り付ける”、“残飯が川に流れないように庭先の排

水路に対策をしている”は 80％程度の家庭が「現在取り組んでいる」という回答でした。取り組みの

割合が低い対策については、まだ、各家庭が対策に取り組める余地があると思われます。 

 今後、肝属川上流域の水環境を改善していくためには、それぞれの対策に対して「今後取り組むつ

もりでいる」と答えた家庭がその対策に取り組んでいくとともに、関係機関も啓発活動に力を入れて

いくことが重要です。 
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社会実験の実施について 
 対象区域の一部の住民にご協力いただき、家庭内での負荷削減対策への取り組みに関する社会実験を実

施しました。 

＜実施対象＞ 

 計画対象区域内の約 50 世帯 

＜実施時期＞ 

 平成 21 年 11 月の 3日間（木・金・土） 

＜実施内容＞ 

 各家庭において、以下の対策を 1日 2 回（朝、夕）実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜実施結果＞ 

家庭排水の測定結果では、実施前より実施中のＢＯＤが５mg/L 減少し、水質の向上が確認できました。

また、取り組みを通じての意識変化も見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 残飯

2 みそ汁やラーメンの残り汁

3

4

5 料理に使った食用油

6 米のとぎ汁

7 台所の洗剤

8 洗濯・風呂の洗剤

対象とするもの

食器や鍋類に付いた汚れ

三角コーナーや排水口水切り袋に集める（ゴミ処理日に出す）。

台所ティッシュなどでふき取ってから、洗う。

アクリルたわしを使って洗う。

固化剤で固める（ゴミ処理日に、燃えるゴミとして出す）。

台所に流さないようにする。

庭木の散水などに使い、台所に流さない。

使いすぎないようにする。

使いすぎないようにする。

実施内容
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(2) 事業場排水対策：排水基準の遵守 

  鹿児島県と鹿屋市の連携により、事業場からの排水を定期的に検査し、排水基準の遵守徹底

を図ります。また、事業者に対する意識の高揚を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業場からの排水水質の改善のため、定期的に検査，指導を実施します。 

事業場排水の水質改善の促進策 
① 鹿児島県において、規制対象事業場（30m3/日以上）の排水基準遵守のため、立入調査による

監視・指導を計画的に実施し、畜産業と食料品製造業を監視・指導の重点業種として強化を

図る 

② 鹿児島県において、未規制事業場（30m3/日未満）の排水負荷量削減のための水質調査及び現

地指導を継続実施するほか、必要に応じて関係機関と連携して立入調査等を実施するなど監

視・指導を強化する 

③ 鹿児島県において、水質汚濁防止法改正に基づく自主検査の実施と検査結果の県への報告に

ついて徹底を図るなど、事業者に対する意識啓発を図る 

④ 鹿屋市において、不法投棄監視が主目的であった環境パトロールの役割について、H23 から
河川・排水路等の水環境監視まで拡張する 

⑤ 鹿屋市において、定点での環境状況の調査を目的として実施している環境監視員の調査に関

し、調査結果の記録頻度を不定期から定期で実施するように見直す。また、H23 から調査結

果記録様式を調査項目別（臭い、色、景観など）に区分して記録する 

 

事業者等に対するイベント、勉強会、広報の強化 
・ 鹿屋市において、研修会や配布用に使える事業場排水対策パンフレット（テキスト）を H23

から事業者に作成・活用 

・ 鹿屋市において、ホームページに事業場の排水基準の遵守に関するコーナーを H23 から設置

・ 鹿児島県において、ホームページに事業場の排水基準に関するコーナーを H23 から内容を充

実して強化 
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(3) 施肥対策：環境保全型農業の推進 

  畑地への化学肥料等の過剰な施肥は、肝属川水質を悪化させるだけでなく、対象流域の水環

境問題の一つとなっている地下水の硝酸性窒素汚染を引き起こすとされています。このため、

地下水汚染を防止することも踏まえ、有機質肥料・肥効調節型肥料の利用や適正施肥の遵守を

促進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エコファーマー認定や農林水産物認証制度の推進、研修会の開催等をとおして、窒素の地下

浸透負荷削減に配慮した環境保全型農業を推進します。 

地下浸透負荷削減の促進策 
・鹿屋市、鹿児島県において、有機質肥料施用の推進等により窒素負荷削減に寄与できる「か

ごしまの農林水産物認証（K-GAP）」の取得農家や「エコファーマー」の認定農家を継続して

拡大 

 

農家に対するイベント、勉強会、広報の強化 
①環境保全型農業に関するイベント、勉強会の開催 

・ 鹿屋市において、良質堆肥や完熟堆肥の生産・施用、減化学肥料を農家に普及促進する

土壌診断員の育成・配置を継続して実施 

・ 鹿屋市、鹿児島県において、適正施肥や良質堆肥の生産と施用による土づくりを推進す

る「県環境保全型農業確立推進本部」を設置 

・ 鹿屋市、鹿児島県において、「大隅地域環境と調和した農業推進研修会」、「環境と調和し

た農業担当者会」を開催 

②広報手段の強化 

・ 鹿屋市において、研修会や出前講座に使える適正施肥や良質堆肥の生産・施用に関する

パンフレット（テキスト）を H23 から作成・活用 

・ 鹿屋市において、ホームページに環境保全型農業に関するコーナーを H23 から設置 

・ 鹿児島県において、ホームページに環境保全型農業に関するコーナーを設置 

・ 鹿児島県において、大隅地域振興局農政普及課で発行する「普及だより」等を活用し、

環境負荷軽減への取組の啓発を実施
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(4) 家畜排せつ物対策：環境保全型畜産の推進 

  

対象区域においては、主要産業である畜産からの負荷発生量が極めて多く、家畜排せつ物対策が

必要不可欠です。既に近年、鹿屋市で素掘り，野積みの解消，畜産環境センターの稼働などの対

策が完了しています。今後は、これら対策の実施状況や自己処理を行っている畜産業者の排水水

質などを定期的に監視し、環境保全型畜産を推進します。 

 

表－3.3.5 平成 21 年末時点の対象区域内での処理形態別の家畜飼育頭数 
豚 牛（肉用牛、乳用牛） 

対象年 
自己処理 

(素掘り，野積

みの解消，処理

施設の整備) 

処理なし 

(小規模 

家畜) 

畜産環境 

ｾﾝﾀｰによる

処理 

処理なし 

(小規模家畜) 

自己処理 

(素掘り，野積みの解

消，処理施設の整備)

平成 22 年 1 月 61,200 頭 0 頭 36,300 頭 800 頭(法対象外) 8,200 頭

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

家畜排せつ物法に基づき整備が完了した処理施設について、適正な処理が行われるよう努

めます。具体的には、処理施設の排水水質調査や処理施設の維持管理の指導、畜産環境パ

トロール員による監視を定期的に継続して行います。 

牛については、家畜排せつ物法の対象とならない畜産業者に対しても、家畜排せつ物の適

正管理を指導・助言するとともに、水環境意識が向上するよう啓発します。 

豚については、法定外（処理なし・小規模家畜）業者からの家畜排せつ物が、畜産環境

センターへ確実に搬出され、処理がなされるよう引き続き徹底します。 

畜産農家に対する水質改善の促進策 
① 鹿屋市において、排水水質・排水量の調査及び基準超過者への行政指導の強化について未

規制事業場（30m3/日未満）に対する家畜排せつ物処理施設の改善方法、水質調査方法の指

導を今後も継続して実施 

② 鹿屋市において、家畜排せつ物の不適切な処理に対する巡回指導等を行う畜産環境パトロ

ールを、更に充実して実施 

③ 鹿屋市において、畜産環境パトロール員による定点監視について、新たに監視強化ポイン

トを設置して実施 

④ 畜産農家に対する家畜排せつ物の適正な処理に関する巡回指導を鹿児島県の家畜保健衛生

所が主体となり、関係機関と連携して実施 

⑤ 鹿屋市において、立入調査時以外の施設の稼働状況の管理のため、全自己処理業者の処理

施設管理簿への記録を H23 から実施 

⑥ 鹿児島県において、家畜排せつ物処理施設の整備に対する補助事業やリース事業による支

援を実施 
⑦ 畜産経営による環境汚染防止、家畜排せつ物の適切な管理、利用促進対策に関し、県、市、

畜産農家などが検討・意見交換を行うための「環境保全型畜産推進協議会」を鹿児島県に

おいて実施 
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図－3.3.4 家畜排せつ物対策のイメージ図 

対策前 

対策後

家畜排せつ物処理施設の維持管理の指導や排

水水質の監視を徹底します。 

自前の家畜排せつ物処理施設を持たない
養豚農家は、家畜排せつ物を畜産環境セ
ンターに持ち込んで処理します。 

素掘り・野積みを解消し、家畜排せつ物は外に

流失しない堆肥舎や尿だめで管理します。

畜産農家等に対するイベント、勉強会、広報の強化 
①環境保全型畜産に関するイベント、勉強会の開催 

・ 鹿屋市において、畜産農家（未規制事業含む）への水質調査および現地指導、および処理施

設（畜産環境センター）見学会等を重点的に実施する畜産環境週間を実施 

・ 鹿児島県において、糞尿処理に関する現地指導や相談窓口の強化を図ることを目的に、技術

員等に対し，(財)畜産環境整備機構が開催する「畜産環境アドバイザー育成研修会」への参

加を推進するなど技術員の育成を実施 

・ 鹿屋市において、処理施設(畜産環境センター)見学会を実施 

②広報手段の強化 

・ 鹿屋市において、ホームページに環境保全型畜産に関するコーナーを H23 から設置 
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3.3.4 河川における施策 

a) 水辺空間の整備 

 

 国土交通省では、肝属川本川の鹿屋橋から山中橋の市街地部における水辺プラザの整備や、支

川下谷川や市街部の下流（鹿屋橋～下谷川合流点）で河川整備を行っています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.3.5 水辺空間の整備（国） 

整備を行った水辺プラザや環境に配慮した護岸等を適切に管理していき、住民に親しめる水

辺空間となるよう努めます。 

きもつき水辺館 

水辺空間の適切な管理や整備 
①既整備区間の適切な維持管理（水辺プラザ階段護岸等の管理など）を実施  

②河川関連事業に合わせた整備（水際植生、環境保全型ブロックの採用など）を実施  
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b) 水質浄化施設による浄化、排水路等での簡易な水質浄化 

  水質浄化施設を設置することにより、汚れた川が浄化されることに加え、川が汚れているこ

とを流域住民が知ることによって住民の川への意識が変わる啓発効果も期待できます。鹿屋市、

国土交通省では各地点に水質浄化施設を設置しました。 

  今後は施設の効果が継続するように、適切な維持管理を行っていく必要があります。 
 

表－3.3.5 水質浄化施設の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備を行った肝属川上流浄化施設、２号排水路浄化施設、簡易な水質浄化施設の浄化機能が

継続的に確保されるよう、適切な維持管理を行います。 

事業主体 完成年度 概要

鹿屋市 H18
ヤクルト式接触材浄化、植生浄化
容量1,000m3、延長約100m（沈殿槽2槽、浄化槽4槽）

３号排水路

５号排水路

田崎第４樋管

国土交通省 H21
曝気付接触酸化方式（ひも状接触材）
容量　曝気部約360m3、泥溜部約140m3

肝属川上流浄化施設（３号排水路）

排水路にひも状接触材を敷設

２号排水路浄化施設

簡易な水質浄化施設

名称・設置場所

国土交通省 H19

浄化施設、排水路等の適切な管理 
①肝属川上流浄化施設の効果的、効率的な運転・維持管理方法の検討および維持管理計画書の作成

を実施 

②２号排水路、簡易な水質浄化施設の定期的な清掃活動を実施 

③浄化機能確認のための定期水質調査を実施  

肝属川上流浄化施設（国土交通省）

２号排水路浄化施設（鹿屋市） 

簡易な水質浄化施設 ５号排水路（国土交通省）
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3.3.5 水循環改善策 

 市街地開発や荒廃地の増加等は、地下水かん養機能(雨水が地下に浸み込んで地下水となる機

能)を低減させ、結果として平常時の河川流量を減少させることがあります。現在の肝属川の流況

は比較的安定していますが、将来にわたり安定した流況を維持するためには、森林の保全や雨水

浸透施設の設置を促進し、地下水かん養域を確保していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 
      浸 透 ま す ：ますの周辺を礫や砕石で充填し、ますに集水した雨水を底部や側面から

地下に浸透させる。 

      浸透トレンチ：掘削した溝(トレンチ)に礫や砕石を充填し、そのなかに有効管(透水性の

ある管)を敷設したもので、管内に雨水を流すことで地下に浸透させる。 

       貯留タンク：雨水を貯めることのできるタンク。貯めた雨水は散水などに利用できる。 

図－3.3.6 水循環改善策（雨水浸透施設、雨水貯留タンクの設置）のイメージ図 

健全な水循環を悪化させないため、雨水浸透・地下水かん養及び雨水の有効利用の促進に努

めます。 

雨水浸透施設の整備推進 
・公共施設等の新規整備等において雨水浸透施設を可能な範囲で採用 
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3.3.6 ソフト面における施策 
 
 流域住民，関係する行政機関，民間機関が肝属川の水環境の現状と将来に対する課題を理解し、

情報共有化を図るとともに、水環境改善に向けた様々な取り組みや仕組みづくりを行うために「ソ

フト面の施策」を展開していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 肝属川上流域では、現在でもソフト面の様々な施策が行われています。これらの施策を継続す

るとともに、新たな施策にも取り組んでいきます。 
 
(1) 既往のソフト面の施策の継続実施 
a) 肝属川水質汚濁防止連絡協議会 

         活動主体：国土交通省大隅河川国道事務所、流域 2市 4町、警察、消防 

 国土交通省や県，市，町，警察，消防組合などが協力して、肝属川をきれいにするためのさま

ざまな活動を行っていきます。 

 

b) 語いもんそ きもつっ川 

         活動主体：地域住民及び国土交通省大隅河川国道事務所鹿屋出張所 

 「ふるさとの川である肝属川について、地域住民と共に考え、親しみと安らぎが持てる『自慢

の肝属川』を創っていく」ことを目標に、公募により集まった地元住民で構成された会であり、

今後も継続して開催していきます。 

 

c) 「環境フェスタ」（イベント） 
活動主体：鹿屋市 

 鹿屋市では環境への意識高揚を図るために環境フェスタを開催しており、今後も実施していき

ます。 

 

d) 肝属川クリーン作戦(河川愛護) 
活動主体：「小さな親切運動」鹿屋支部、鹿屋市、鹿児島県肝属川流域住民 

 毎年７月初旬に関係行政機関、地域住民が参加して実施している清掃活動を、引き続き実施し

ます。

イベント 

教 育 
広 報 

連携・支援 
情報整備・発信 

河川愛護 
ソフト面の施策 
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e) 環境監視員の設置(河川愛護) 
活動主体：鹿屋市 

 主要な河川を中心に環境監視員を配置し、不法投棄、悪臭などの水環境に係わる流域の状況を

監視します。 

 

f) 「きもつき川水質汚濁防止」ワークショップ（イベント） 

         活動主体：肝属川水質汚濁防止連絡協議会 

 平成 14～15 年に肝属川水系の水質汚濁防止を目的としたワークショップが開催されており、
今後も適宜実施される予定です。 

 
g) 「肝属川をきれいにしよう会」（イベント） 

活動主体：国土交通省大隅河川国道事務所鹿屋出張所 

 大隅河川国道事務所鹿屋出張所の主催で「肝属川をきれいにしよう会」を開催していきます。 

 

h) 自然観察会（イベント） 

活動主体：鹿屋市 

 鹿屋市では、市内を流れる肝属川流域や高隈山麓での自然観察会を通じ、環境保全への理解を

深め、命を育む水の尊さを感じ、自然を大切にする心を育むことを目的に自然観察会が開催され

ており、今後も実施していく予定です。 

 

i) 植樹祭（イベント） 

活動主体：鹿屋市 

鹿屋市では、身の回りの環境が、さまざまな問題に直面している現状に対し、山を育てること

で、川や海などの自然環境を考える機会として植樹祭を実施していきます。 

j) 出前講座（教育） 

         活動主体：国土交通省大隅河川国道事務所 

 国土交通省では、肝属川の概要や水質，生物等の河川環境について、小中学校，住民団体に対

してわかりやすく説明する出前講座を今後も実施していきます。 
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(2) 今後重点的に実施するソフト面の施策 

a) アダプト・プログラムの導入 (連携・河川愛護) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.3.7 肝属川アダプト・プログラムのイメージ 

住民と河川管理者が肝属川の管理を協働で進めるアダプト・プログラムを設立し、日常的な

河川管理の代役を務める住民団体，自治会，民間企業等を募集します。 

住民団体，自治会， 
民間企業等 

鹿屋市 

①手袋及びゴミ袋の給付 

②ほうき及びちりとりの貸与 

③一斉美化後のゴミの収集 

④傷害保険の加入 

⑤その他必要と認めるもの 

肝属川アダプト・プログラム

連携・支援 

・河川愛護意識と環境美化意識の向上 

・河川利用マナー及びモラルの向上 

・住民間の連携意識の向上 

・生活環境の向上 

・地域づくりの推進 

①日常的な美化活動の実施 

②一斉美化活動の実施 

③協定区域の異常等の情報提供 

④ 政 の 種提案

支援内容 

活動内容 

支援内容 

効 果 

河川管理者 

①アダプトサイン(標識板)設置 

②河川に関する情報の提供 

③その他必要と認めるもの 

占用 
連携・支援 
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b) 環境学習会・水環境調査の実施 (教育・河川愛護) 

  子供たちや流域住民が参加する水環境調査は、清流ルネッサンスⅡにおける目標水環境の達

成状況のモニタリング調査の役割も果たします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.3.8 環境学習会、水環境調査の実施イメージ 

 

c) 水環境の広報活動 (情報発信) 

 水環境に関するさまざまな活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

           など 

図－3.3.9 情報発信のイメージ 

肝属川の水環境の現状や水環境の改善方法を子供たちや流域住民に学んでもらうため、住民

団体や教育機関が中心となって、環境学習会や水環境調査を積極的に実施していきます。な

お、活動の具体的方法、活動拠点のあり方等については、今後、関係機関が共同で検討し、

適切に役割分担していきます。 

環境学習会、水環境調査、その他イベントの開催経緯等の情報をインターネット、広報誌を

使って肝属川流域住民および全国に発信します。

情報発信 

情報発信 

肝属川流域 
住民へ

全国へ 

環境学習会 

水環境調査 

河川清掃 

水環境シンポジウム 

石けんづくり 

稚魚の放流 

住民団体

関係機関 

(国、県、市)

情報発信機関 

環境学習会、水環境調査 

子供たち 

参加 参加 

教育機関 

関係機関 

(国、県、市) 

企画 企画 
企画 

連携 

連携 

住民団体 

(統括組織) 

ポイント制の導入 
参加回数をポイント制と

し、特定回数を満たせば、

「○○環境博士」などの称

号を授与 

連携 

環境リーダー
が中心となっ
て運営 

水環境
調査隊 流域住民 

調査結果を手作りの新

聞等を使って発表 

水環境調査結果をモニタ

リング結果として整理 
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d) 連携・支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.3.10 関係機関による支援と住民団体の統括組織による施策実施のイメージ 

 

国土交通省ほか関係自治体が肝属川上流域の水環境改善に貢献できる住民団体やＮＰＯの新

規結成，既往団体の活動に対し積極的に支援し，住民団体を統括できる組織づくりを目指し

ていきます。 

住
民
団
体
の
統
括
組
織 

さまざまなソフト面の施策を展開

 

●イベント 

●環境学習会の実施 

●水環境調査の実施 

（水環境調査隊の結成） 

●水環境の広報活動 

         など 

育成、 動支援

住民団体 

住民団体 

ＮＰＯ 

住民団体 

新規住民団体

情報交換 
相互支援 

情報交換 
相互支援 

情報交換 
相互支援 

情報交換 
相互支援 

情報交換 
相互支援 

育成、 動支援

関係機関（国・県・市） 
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3.4 水質予測 

3.4.1 予測方法 
 河川に影響する汚濁負荷源には図－3.4.1 のようなものがあります。本行動計画で掲げた施策

により、これらの負荷が削減された場合の将来的な河川水質を原単位法で予測します。予測項目、

地点、年度、負荷削減を見込む施策は以下のとおりです。 

 なお、対象区域では、窒素を含有する肥料由来の負荷も河川水質に寄与していると考えられる

ため、全窒素濃度の予測でこの負荷を考慮しています。 

 

        予測項目 ： ＢＯＤ、全窒素 

        予測地点 ： 河原田橋 

        予測年度 ： 平成 27 年度（計画目標年） 

  負荷削減を見込む施策 ： 生活排水対策（下水道整備、合併浄化槽の普及、家庭雑排水に

よる負荷の削減）、家畜排せつ物対策、河川における施策（水質

浄化施設）。これらが 100％実施されることを前提。 

              ※P73～75 より、地下水を経由して時間遅れで生じている全窒素

負荷の流出が想定される 10 年程度でなくなることを想定。 

 

 
図－3.4.1 河川に影響を及ぼす汚濁負荷源のいろいろ 

 

汚濁負荷源のいろいろ 
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図－3.4.2 水質予測地点

鹿屋市役所

    計画対象区域 

水質予測地点 

（河原田橋） 
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3.4.2 予測結果 

評価基準地点（河原田橋）において、目標年（H27）の水質予測結果は以下のとおりとなった。 

ＢＯＤ：現状(H21)4.1mg/L に対して目標年(H27)には 2.9mg/L※となり、目標水質 3.0mg/L 以下 

を達成できる結果となった。 

全窒素：現状(H21)7.0mg/L に対して目標年(H27)には 3.7mg/L※となり、目標水質 5.0mg/L 以下を 

達成できる結果となった。 
 
 

図－3.4.1 評価基準地点（河原田橋）の水質予測結果 

実績値 実績値 予測値 計画目標値 目標達成

BOD　　 （75％値） 4.5 4.1 2.9 3.0 ○

全窒素　（年平均値） 6.5 7.3 3.7 5.0 ○

水質項目
目標年
H27

計画策定時
H12

中間年
H21

 
単位：mg/l 
 

 
※水質予測の結果について 

目標を達成するためには、関係機関と住民による着実な諸施策の進捗が必要である。また、全窒

素に関しては、これまで家畜排せつ物や施肥が台地にしみこみ、地下を経由して時間遅れで肝属

川に流出していた影響がなくなり（「3.4.3 地下水経由の全窒素負荷の時間遅れ（10 年程度）に

ついて」P72～74 参照）、畜産環境センターの稼働等の施策効果が顕著に現れてくることが重要な

ポイントとなる。 

＜感度分析の結果について＞ 
・諸施策実施率が 90%の場合：BOD は 3.0mg/L、全窒素は 4.3mg/L の予測値となり、BOD はぎり

ぎりになるが、いずれも目標値を達成する予測となった。 

 

・諸施策実施率が 80%の場合：BOD は 3.1mg/L、全窒素は 5.0mg/L の予測値となり、全窒素はぎ

りぎり達成、BOD は達成できないという予測となった。 

 

・諸施策実施率が 70%の場合：BOD は 3.3mg/L、全窒素は 5.6mg/L の予測値となり、BOD、全窒

素ともに目標値を達成できない予測となった。 
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図-3.4.3 BOD 排出負荷量 
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図 3.4.4 全窒素排出負荷量 
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3.4.3 地下水経由の全窒素負荷の時間遅れ（10 年程度）について 

(1) 家畜頭数と全窒素濃度の経年変化 

 図-3.4.5 に肝属川全窒素濃度と家畜飼育頭数の推移を示す。家畜飼育頭数は昭和年代に増加傾向にあ

ったのが平成元年以降から横這い傾向となったのに対し、全窒素濃度は平成 9年以降に横這い傾向とな

っており、全窒素濃度に対する河川水質の反応が 10 年程度遅れて連動しているように見受けられる。

図-3.4.5 全窒素濃度と家畜飼育頭数の関係

※H17 市町合併後の旧鹿屋市域数値は、H17 市町合併前後の比率より推算
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 (3) 文献による知見 

 独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構から以下の報告がなされており、河川流域に

おける農業系窒素負荷の流出における時間遅れは約 10 年と報告されている。 

 

1/2 ページ
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参考文献：久保田富次郎、応用水文、P32
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3.5 目標水環境及び施策のモニタリング計画 

 

3.5.1 モニタリングの基本項目 
 下記の２つの基本項目についてモニタリングを行います。 
 

 

 

 

 

3.5.2 目標水環境の達成状況のモニタリング 

(1) 役割分担と実施頻度 

 
表－3.5.1 目標水環境の達成状況に関するモニタリングの役割分担と実施頻度 

実 施 者 
項 目 

鹿屋市 鹿児島県 国土交通省 

ＢＯＤ 

全窒素 水質 

糞便性 

大腸菌群数 

3 号排水路、5 号排水

路、田崎第 4樋管、新

川第 9樋管 

年 12 回 

大園橋 

年 12 回 

河原田橋、朝日橋、田

崎橋 

年 48 回程度 

水量 流 量 ― 
大園橋 

年 12 回 

朝日橋、大正橋、田崎

大橋で流量観測 

常時実施 

3 号排水路 

年 12 回 

臭 い 

色 

環境監視員による監視

常時実施 

鹿屋市内 9地点※ 

年 12 回 

大園橋 

年 12 回 

河原田橋、朝日橋、田

崎大橋 

年 12 回 

景 観 
環境監視員による監視

常時実施 
― 

アンケート実施 

５年に１回 

親 水 
アンケート実施 

５年に１回 
― 

アンケート実施 

５年に１回 

その他 

水環境 

生物生 

息環境 
― ― 河川水辺の国勢調査 

※大久保橋、樋渡橋、王子橋、役所ノ下橋、小屋敷橋、３号排水路、田崎第４樋管、４号排水路、

５号排水路 

  ①目標水環境の達成（改善）状況 

  ②施策の進捗状況及び実施状況 

流域住民、市、県、国が連携のもとで役割を分担し、清流ルネッサンスⅡとして掲げた目標

水環境の達成状況を継続的にモニタリングしていきます。また、実施予定の施策の進捗状況

などについて定期的に把握していきます。 
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図-3.5.1 水環境のモニタリング位置図
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3.5.3 施策の進捗状況、実施状況のモニタリング 

(1) 役割分担と実施頻度 

 肝属川清流ルネッサンスⅡで実施する施策の進捗状況と実施状況について、表－3.5.2 に示す

方針で役割分担し、モニタリングを行います。 
表－3.5.2 施策の進捗状況、実施状況に関するモニタリングの役割分担と実施頻度 

実 施 者※1 

施 策 
実施 

頻度 

流
域
住
民 

鹿
屋
市 

鹿
児
島
県 

国
土
交
通
省 

民
間
機
関 

主な 

モニタリング項目 

下水道整備 1 回/年  ●    
下水道の整備率・接続
率、排水水質等の実績

合併浄化槽の普

及、維持管理 
1 回/年  ● ●   合併浄化槽の基数 

生活排水

対策 
家庭雑排水によ

る負荷の削減 
1 回/5 年 ○ ●  ・  

アンケートの実施実
績およびその結果 

事業場排

水対策 
排水基準の遵守 1 回/年 ○ ● ●  ○ 

事業者への指導、検査
の実施実績、排水水質
実績 

施肥対策 
環境保全型農業

の推進 
1 回/年 ○ ● ●  ○ 

「 農林水産 物認 証
（K-GAP）」の取得者数、
「エコファーマーの認
定」の認定者数 

汚
濁
負
荷
削
減
策 

家畜排せ

つ物対策 

環境保全型畜産

の推進 
1 回/年 ○ ● ●  ○ 

家畜別（豚、牛）頭数、
畜産農家の自己処理施
設ごとの処理水量、水
質、家畜飼育頭数の実
績 

水辺空間の整備 1 回/年   ● ●  整備実績 

水質浄化施設に

よる浄化 
1 回/年  ●  ●  整備実績 河川における 

施策 
排水路等での簡

易な水質浄化 
1 回/年  ●    

施設による浄化効果
（浄化前後の水質実
績） 

水循環 

改善策 

雨水浸透施設の

整備推進 
1 回/2 年 ○ ● ● ● ○ 整備実績 

ソフト面 

の施策 

イベント、教育、

河川愛護、広報、

連携・支援 

1 回/年  ● ● ●  実施実績 

その他 地下水水質 1 回/年  ●    

既存の水道水源地（現
在取水していない井
戸・湧水も含む）の硝
酸性窒素濃度、一般井
戸の硝酸性窒素濃度 

※1 ●は調査・とりまとめ機関、○は資料提供機関。 

※2 地下水水質の目標値を設定していないが、各施策によって水質の改善が見込まれるので、モニタ

リングを行うものとする。 
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3.5.4 フォローアップ体制 
(1) フォローアップ体制 

 肝属川清流ルネッサンスⅡ地域協議会の作業部会を肝属川水系水質汚濁防止連絡協議会(水濁

協)と連携して毎年開催し、地域住民，関係機関が実施するモニタリングの結果を集約します。肝

属川清流ルネッサンスⅡ地域協議会は中間評価年と最終評価年に実施するものとしますが、水濁

協での協議で必要と判断された場合には、中間評価年と最終評価年以外にも地域協議会を実施し、

行動計画の変更等について協議します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.5.1 フォローアップ体制 
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(2) 今後の作業部会における水質及び施策の進捗把握・確認方法について 

a)  今後の作業部会における各関係機関の役割と議論内容 
 行動計画に基づいた目標水環境（水質、流量、その他の水環境）の達成状況や施策の実施・進

捗状況について、各関係機関で役割分担し、モニタリング結果の収集・整理、把握・確認および

自己評価を行います。作業部会では各関係機関が自己評価結果を報告し、施策の見直しの必要性

を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.5.2 最終評価に向けた作業部会のイメージ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.5.3 各年の作業部会における各関係機関の担当作業

 平成 23年度 中間評価 

平成 27年度 最終評価 

行
動
計
画
に
基
づ
い
た
施
策
の
実
施 

 

 

1. 目標水環境及び施策のモニタリング結果の収集・整理 

 

2. 目標水環境及び施策のモニタリング結果の把握・確認 

 

3. 自己評価 

平成 24年度 作業部会

平成 25年度 作業部会

平成 26年度 作業部会

各関係機関による担当作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 目標水環境及び施策のモニタリング結果の把握・確認 

 

 

 

 

 

 

3.自己評価 

1. 目標水環境及び施策のモニタリング結果の収集・整理 

①目標水環境の達成状況

a)達成状況の把握・確認

目標水環境及び施策のモニタリングの実施 

②施策の実施・進捗状況

b)実施状況の把握・確認

c)進捗状況の把握・確認

作業部会 

（目標水環境及び施策のモニタリング実施者から報告され

た自己評価結果をもとに必要に応じて施策の見直しを議論） 

各関係機関による担当作業 
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b) モニタリング結果の把握・確認方法 

 目標水環境については、①達成（改善）状況の把握・確認、施策については、②実施状況と③

進捗状況の把握・確認を行います。 

 ①、③は、水質予測結果における計画目標値と実績値の比較もしくは経年変化の傾向により把

握・確認を行います。 
表－3.1.1 目標水環境及び施策のモニタリング結果の把握・確認方法 

把握・確認項目 把握・確認方法 

目標水環境 
①達成（改善）

状況 

水質の達成状況については水質予測結果における計画目標値

と実績値の比較により、その他の水環境の改善状況については

経年変化の傾向により定量的に把握・確認する。 

②実施状況 
施策が確実に実施されているか、各施策の実施状況（内容、頻

度、参加者数など）を確認する。 
施策 

③進捗状況 
施策の進捗状況について、計画目標値と実績値の比較もしくは

経年変化の傾向により施策の進捗を把握・確認する。 

 

 

表－3.5.4 施策の③進捗状況の把握・確認の具体方法 

 

施 策 把握・確認の具体方法 

生活 

排水対策 

ＢＯＤについては生活系の負荷が目標年に向けての負荷削減量の多くを占めて

いるため（事業場系の負荷の減少はでん粉工場移転によるもの）、生活系の負

荷削減の施策の進捗（下水道整備率、接続率、合併浄化槽の基数、法定検査の

実績、生活排水対策の取組み状況など）をモニタリングする。 

事業場 

排水対策 

事業者への指導・検査の実施実績、排水水質実績などから、排水基準が遵守さ

れ、負荷量の大幅な増加がないかモニタリングする。 

施肥対策 

施肥量の実態がモニタリングできないため、「農林水産物認証（K-GAP）」の取

得者数と「エコファーマーの認定」の認定者数を施肥量削減の指標とし、その

増加量をモニタリングする。 

③進捗状況の

把握・確認 

家畜排せつ物

対策 

対策は完了しており、負荷量の大幅な変更はないものと考えるが、家畜別（豚、

牛）頭数、畜産農家の自己処理施設ごとの処理水量、処理水質、飼育頭数、指

導記録などをモニタリングする。 

 また、全窒素の水質予測において、家畜排せつ物が台地にしみこみ、地下を

経由して時間遅れで肝属川に流出していた影響がなくなり、畜産環境センター

の稼働等の施策効果が顕著に現れてくることを重要なポイントとしているた

め、地下水をモニタリングする。 




